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口頭巻

会  長 林 義  郎

私 は 昨年 9月 転任 され ま した 前会長  荻井清治先生 の後任 と して、神奈

川県立横須 賀工業 高等学 校長 に着任 した者 です。本校 が会長校 である とい うこ

とか ら、 この度、会 長 をお引受 け いた しま した。今後  会員 の皆様 の御支援 を

いただ き、伝統 ある本研究会 が ます ます発展 いた します よ う微 力 なが ら全 力 を

尽 す所存 です の で、 よろ しくお願 いいた します。

さて、教 育の問題、特 に高等学 校 の問題 は毎 日の よ うにマス コ ミで取 りあげ

られ、新聞紙上 を賑 わ しています。文字通 ター億総評論家時代 といわれ る とお

りです。 しか し、教 育の問題 は終 着点 の ない問題 であ り、それ だけ に、 また、

むずか しい問題 です。その中で も、工業 高校 は客観状 勢か ら困難 な状態 に ある

といわ ざるを得 ません。特 に造船科 が きび しい立場 に ある ことは否定 で きない

事 実 だ と思 います。

しか し、 どの よ うな時代 になろ うとも、工業 高校 が、 また造船科 が不用 にな

る よ うな ことは ない と思 います。 いや、 もっ と見 直 され なければ な らない と思

い ます し、 その ときが必 らずや って 〈る と確信 しています。 きび しい状態 に あ

るい ま現在 は勿論、将来見 直され る ときがや って くるであろ うその時、 われ わ

れ造船科 に、それ に応 じられ るだけの実力 が な くては な らない と思 い ます。そ

の意味 で、本研究会 が会 員 の力 をた くわえ る場 とな り、その基地 となる ことを

念願 してい ます。

本年 は須 崎工業 高等学校 の御好意 に より、 同校 を会場 と して、 この夏研究会

が開催 され ます。 この 日、全国か ら集 った会員 同志 で、 日頃の苦心 を話 し合 い

また、研究 の成果 を発表 す る訳 ですが、 われ われ会 員 はその中か ら明 日へ の糧

を得 、 この機会 を通 して、 さ らに親睦 を深 めてい きたい もの と思 ってお ります。

最 後 に、本研究会 のた めに物心 両面 にわた って惜 み ない御支援 を賜 わ る 日本

造船工業会 な らびに造船各社 の御厚 志 に対 しま して、深 く感謝 いた します とと

もに今後 とも一層 の御鞭撻 を切 にお願 い 申上げ る次第 です。
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「 造船製 図」の改訂 について

下 関 中 央 工 業 高 等 学 校

遠  山  貞 之 助

福  田    豊

「船舶製図Jの改訂については昭和 52年 11月 に 」IS。 法規の改正 にともな う改訂箇所の

調査があ り、 これが第一歩であった。編集委員の広大原田先生の「 全面的に見直 してはJと い う

意見があ り、全造教事務局の後援 もあって、今回の改訂となった。

改訂の主旨は JIS・ 法規の改正にともな うものもあ りますが、む しろ昭和 57年度からの新

教育課程 に合せて、できるだけ生徒が理解できるよう平易に取組みやす くするとい うことが、文

部省の方針でした。

先ず教科書名を新教育課程に合せて「造船製図」に改め、特 に構造関係では「 さし絵」 (文中

の図 )を 増 して理解 しやすいよう心掛けました。

改訂内容を分類 してみます とつぎのようにな ります。

1 法規の改訂にともな うもの

本文中では NKの改訂にともな うものが多 く、標準舷弧やフレームスペース等の改訂があ

り、特 に課題については新 しいものに合せる努力をしましたが、昭和 53年度から付図の船

は/Jヽ型船に入 ることにな りました。

付図に新 しい船を取 り入れ、画きかえては とい う意見も出ましたが、半年～一年では現在

使用中の付図 と同程度のものを製作す ることは不可能で、課題 については規則は昭和 52年

版のものを使用 し、甲板関係のみ 53年版の式を使用 しています。

付図につきましては主 として次の改訂をしています。

a)航海燈の位置変更

b)燃料油・バ ラス ト兼用タンク廃止

c)ぎ装数計算の変更

d)鋼 材品質記入 (例
｀ D″ ,KASは廃止 )等

2 」ISの変更にともな うもの

」ISの改正 にともな うものは、できるだけ取入れ ました。製図関係の改訂版が未発行の

ため、 JISの 改訂版が出ましたならば、参照 していただきたく思います。

付図中構造関係の図については、材料記号が寸法の後になっていたものは、 JISに 合せ

て前に出しました。

(例 150× 75× 9A→ A150× 75× 9)

改訂が見込 まれる 4の数字について、複写の発達の関係から字のつぶれを生 じないよう、

4は 4に 変更 しました。但 し活字については変更できませんでした。



3.旧型化 したものは改正・廃止 。縮少等で現状に適合させ るもの

例えば リベ ットについては、本文では極度 に縮少 し数行 に止めました。付図についてもス

トリ/ガ山形材等の リベ ット固着は廃止 しました。

またハ ッチビーム・ハ ッチボー トは現在ほとんど使用されないので、ポンツーン型に変更

しました。

4.国際単位系 (SI)の 取入れ

将来国際単位系に統一 される方向に進みつ ヽある現状から、重力単位を SIユ ニットに改      `

めました。 (物理等ではすでに使用され、機械学会の論文 も SIユ ニットでなければ受付け

られな くな りました )                                      ・

例えば  重量 〔聴〕→ 質量〔時 〕

荷重〔聴又は町 f〕 → 負荷 〔N〕

N:ニ ュー トン                      '

であるが、 この他に本書にはあ りませんが、応力で増 /翻は LIIP aメ ガパスカル等 に変 る見

込みです。 この国際単位については JIS Z 8203-1978「 国際単位系 (SI)及 びそ

の
`使

い方」や、 日本規格協会発行の「 国際単位系 (SI)の 手引」を参照 していただければ

幸いである。 この教科書は今後、 10年は改訂の見込がたちませんので、将来を見込んで改

訂に踏切 りました。

なお SIの基本単位、補助単位、組立単位、 SIと 併用 される単位、暫定的に維持す る単

位、 SIと 併用 しない方が望ましい単位等の表を後 にか ゝげます。 ご一覧いただければ傾向

がつかめると思います。

5.さ し絵・付図について

本文中のさし絵 については、「かじの内部構造」のような見取 り図、「 内底板が階段状の

例」のように1日 さし絵 に付加 したもの、「外板展開図の一部」のように付図の一部を抜すい し、

説明を加えたもの等を増力日しました。

付図については旧番号 と変らないよう、一部をさし替え、寸法記入の場合、寸法線の上に      _

寸法を入れ るよう、 またR・ φ等の記号を寸法数字の前に改めた。 (例← 500→を ざ23    _

に、 100Rを R100に した。 )

計画図については前述のように法規に適合す るように、構造図についても同じであるが、

寸法 。記号等を JISに合せました。 ぎ装図については 」ISの変更にともな うものと SI

ユニットの導入があ り、 また一部名称を変更 したものもあ ります。

各章ごとの主な改訂箇所はつぎのとお りです。

第 1章

(1)JIS規 格の部門記号・番号分類は特 に必要 と思われないので削除 した。

② 文字・数字の項は課題練習があ りますので、簡略化 した。

(3)製図用具の名称は使用方法中にも記載 されているので、削減 した。

(4)製図の規約については現行 」ISに適合させています。

-2-
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(5)平面の投影で、広が りをもつ表面については「平面の表わ し方Jに 訂正 した。

(61 円柱・円すいの相貫体は削除 した。

第 2章

(1)材料記号の説明は一般性を欠 く面があるので肖り除 し、材料記号の例は使用頻度 の高い もの

に要約 した。

0 はめあい記号等を JISに従って改正 した。

13)軸受についての説明を詳 しくした。

第 3章

(1)線図については理解 しやすいように、さし絵を増 した。

(2)排水量等計算については計算の実例を付加 して理解をはか り、計算の主流から外れる付加

部 についての説明は簡略化 した。

(3)容積図ではハ ッチカバーを変更 したので、新 しいものに適合す るようにした。

(41 -般配置図についての「船型」は建造率の高い ものから配置替えを行い、 フレーム心距の

決め方 lZtつ いて表現を変更 した。

(51 構造図の基礎で、 リベットの記述は極度 に縮少 した。

(6)断面係数の表は任意の板付形鋼の断面係数が計算できるよう山形鋼の重′心位置を示す寸法

を加えた。

け)中央横断面図以下の構造図については、付図の一部を抽出し、説明を加えたさし絵を入れ

ナこ。

(8)課題計算は前述のように鋼船規則 52年版を基準に変更 した。

(91 構造用正面線図は付図の船のものと取 り替えた。

(0 ぎ装図については、さし絵を現状に即 したものに改正 した。

〔〕 荷役装置の説明を詳 しくした。

〔》 諸管装置は文の配列を変更 し、理解 しやす くした。

〔Э ぎ装関係巻末付図を JISに適合するようにした。

巻末の英和対称照表は他の造船関係の書籍でも理解できるので、今回は割愛することにした。

本書の編集にご協力をいただきました九大・広大の先生方、下関三菱の設計の方々のご援助を

得、また作業には本校造船科の先生方の協力を、更に審議には東大・横大・横須賀工の先生方・

鋼管 。三菱からもご出席いただき多数のご意見を賜わり、なお各工高造船科よりも貴重なご意見

をいただき、深謝いたしております。お蔭をもちまして脱稿することができました。
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造船科における ｀
情報処理″について

神奈 川県 立横 須 賀工 業 高等学 校  造船 科

1_は じめに

56年 2月 に約900万 円をかけたマイク ロコンピューター設備が本校 に導入 されたの

を機 に、 57年度からの教育課程で、工業基礎の内容に合致すべ く、又産業教育審議会

答申等の諸情勢を勘案 し、造船科 におけるは
情報処理 "の一貫 としてのマイコン教育を

56年 4月 より暫定的に教科に取 り入れて行なってきた。 まだ 3ケ 月足 らずの経過であ

るが、皆様方の御意見を賜わ りた く本誌 に紹介す るしだいである。

導入 されたマイク ロコンピューター設備

NEC PC-8000 シリーズ (N一 BASIC言 語 )

PC-8001 パー ソナルコンピューター (32KB)

PC-8041 グ リーンデ ィスプレイ (12イ ンチ)

RM-209  カセッ トコーダー

TP-80 ET ラインプリンター (80桁 )

PC-8031 デ ィスクユニッ ト(2ド ライブ)

WX-4671 XYプ ロッター

グラフィックプリンター

カー ドリーダー

14台

14台

14台

14台

3台

2台

2台

2台

マイコン指導の時間配当について

一年次は、造船実習 (仕上、旋盤、鍛造、木工、計測 各 5週 15H)の うち (計
測 "

時に、 3週 9H分 を配当、 2年次は配当な し。

3年次は、造船製図 3Hの うち、 2班編成 とし、毎週交互に指導。

指導内容について

情報処理の基本について……… コンピューター用語、言語、等の説明

PC-8001の あらまし………・要 日、操作方法の演習

基本 プログラムの練習 ……… フローチ ャー ト、 BASICル ール、四則演算の練習

応用 プログラムの練習 ………変数、関数、 SUBルーチ ン、ス トリングスの練習

………排水量等計算船舶計算
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5 教材用 プログラムについて

マイコン教育 とは別に教科でのマイコン応用を考えた時、造船製図における排水量等

計算の時間短縮 に着目した。現在の 3年 /F製図は一 カ年間のスケジュールとして、 1学

期ラインズ作成、2学期排水量等計算、 3学期ハイ ドロカーブとな ってお り、排水量等計

算に費やす時間は約 35Hと な っている。 もし時間短縮が可能ならは、復原力等 まで取組

む事が出来 るのではないか。

排水量等計算 プログラム

上記により活用は 2学期からではあ り未体験ではあるが、次の事を考慮 して排水量等

計算 プログラムの作成 にあたった。

a 今 までに使用 している計算 シー トをBASEに OUTPUTし てい く。

b 指導上それぞれの SECT10N毎 のプログラムとす る。

(主部、下方附加部、浸水表面積、船尾附加部、横 メタ、縦 メタ、∞ Bと KB、 総合表 )

なお、指導上各 SECT10N毎 のプログラムとしている為の不具合 として、lNPUT DA―

TAの再入力作業があるが、一連の計算 プログラムも作成 し、現在は総合表からのHYDRO

CURVE作成用 プログラムを開発中である。

教員のプログラミング技法は、未経験 と勉強不足の為、未熟であ り不充分だが、添附 し

たので、御批評戴 きたい。

(藤 田 倫 也 記 )
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● ISPLRCEl■ EHT 丁自 DLES

IEl」LCtlLnTED 8.ィ   Fu jita

oRTE          55-6-16

P'I‖ CIPRL PЯ RTICUL∩RS

LENGTH IVER ALL                     2'.520 11
LENGTH ′

T‖EE'l PERPE‖ DICI」LRPS       26.500 14
8REDTH 110LDED                        5.000 ‖

DEPTH ll10LDED                         2.650 11
DRRFT                                2.100 11
SHEER FOR‖ RRD                        3,820 1tl
9HEER ∩FT                            O.600 M
LO‖EST POI‖ T OF SHEER               MID.SHIP
RISE OF FLr」 oR                        O,400 M
RЯ DIり S ,F BIL6E CIRCLE              O.450 ‖

DISPLRCE‖ ENT ilULTIPLIER        I,3018

■  MRIN  80DY  く n)SHEET (0.5MttL… 11011‖ L)

"RTER LINE     O.5MblL       O.75M口
L       l.0"‖ L     FUNCT.  ‖ULT   MOHENTS

ORD,LEViSIMP      1/2           2            1/2      8RERS   RRER3

noP  5.0 0.5 0.000  0.000  0.000  0.000 0.000  0.000
0.000         0,000        0.000          0,000   0.000    0.000

0.5  4.5 2.0 0.050  0。 100  0.075  0.150 0.140  0.280
0.025         0.150        0,070          0.245   0。 4,0    2.205

1    4.0 1,0 0.265  0.265  0.420  0.420 0.625  0.625
0.133         0,840        0.313          1.235   1.285    5,140

1.5  3.5 2.0 0.555  1,110  0.815  1.630 1.105  2.210
0.270         1.630        0.553          2,460   4,920   17.220

2    3.0 1.5 0.080  1.320  1.205  1.818 1.555  2.338
0.440         2.410        0.778          3.628   51441   16.324

3    2.0 4.0 1.550  6.200  1.,10  7.540 2.150  8.600
0.775         3,820        1,073          5,670  22.680   45.360

4    1.0 2.0 2.150  4.300  2.355  4,710 2.435  4.870
1,075         4,710        1.218          7.003  14.005   14.005

5    0.0 4.0 2.405  94620  2.500 10.000 2.500 10.000
1.203         5.000        1,250          7.453  29,810    0.000

6   -1.0 2.0 2.100  4.201  2.330  4.660 2.430  4.860
1.050         4.660        1,215          6,925  13.850  -13.850

7   -2,0 4.0 1.461  5。 840  1.803  7.220 2.035  8.140
0,730         3.610        1.018          5.358  21,430  -42.860

1        0   -3.0 1.5 0,790  1。 185  1.120  1.680 1.380  2.070
0.395         2.240        0.690          3.325   4.,38  -14.963

8.5 -3.5 2.0 0.445  0.090  01720  1.440 0.955  1.910
0.223         1.440        0,478          2.140   4.280  -14.980

9   -4,0 1.0 0.115  0.115  0.325  0.325 0.500  0.500
0.058         0.650        0.250          0.958   0.958   -3.330

,.5 -4.5 2.0 0.000  0.000  0.000  0.000 0,000  0,000
0,000         0.000        0.000          0.000   0.000    0.000

F.P -5.0 0.5 0,000  0.000  0.000  0.000 0.000  0.000
0.000         0.000        0.000          0,000   0.000    0.000

FUNCT OF ‖.L      35。 143        41.683       46.398         124.136
SIMP, MULTS        O.5           2            0.5             0,3018
‖ULTS OF ‖.L      17.5725        0.0000      23.199 124,136  37.464    9,771
MULTS FOR LEVER   -0,5           0            0.5                       2.65
FUNCT OF "OMENT   -8,786                      11.5'9   2.813 124.136   25.894

1.5     L,C,0    0。 20,
FりNCT OF DISP  124,135   1,407

1.011
V.C.B R30ヽ E e.L          O.761
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10 'I11 8(10,111.E:〔 10.,Ⅲ l C(30 71,||$〔
=`,1 1lr.三

21メ 3)'HS(3),nl(1ョ )′ Bl(141.11(14,
20 FiFI コ=l TIコ 30 3TEP 2: RE80 N奉 (2.1)′ 白(こ ,2),自 |こ .=,,卜 lE卜lT こ
30 ['nTR R.P.5,1.5 1].5.4.5,211.11111.5′ ].5,2.2,3、 1.5,3′ e,4,4,1,2,S,0.4.` -1,こ
41 [〕RT日 71-2,4,3,-3.1.5,き .5,-3.5.1,3,-4,1,3.与 r-4.5,2,F.F.-5,|.=
51 F'PIIイ T '1lRI,l E● P∵ メ́ ヤltュ  '

`I FCP E=l T:3 80 3TEP a70 FRIIIT1 0.5!1ル IL "i‖ 51こ ′1),‖  ノ OFFSETSノ 7や イロ|:I卜 lPUT 月(2,411卜 lE1lT 2

80 FOR 2=l T0 10 3TEP 2
,l FRI}lT''|.7511い lL 

り :‖ 5(こ ,1)ロ  ノ OFFSET3/7'イ ':,1lHPUT RIZ,`シ :卜lEXT 2
lol F[R Z・ l T□  30 STEP 2
110 PRINT:11.Oi4‖ L ‖,NS(211)1' / □FFiETiノ 711'ti:IliF｀ りT R(Z18)1卜lE1lT Z

lll FOP Z=l Tウ  30 1TEP 2
130 PRI1lT ll.ヨ1lllL ",H車 (211),‖  ノ OFFSETS ノ7タイ‖IIIHPI」 T 8三 こ,_2)|:lEIく T E
140 FOR Z=l Tr」 31 =TEP こ

150 PRI‖ T・ 2.lllⅢ lL ″′‖S(211)i′ 1 / OFFSET3 /7'イ ル|:IHPUT 3(Z′ 5):‖ こヽ T こ
160 Fr」 R E■ l T0 30 STEP 2
170 PRI‖ T ‖

2.5M‖L ‖
i‖3(2,1)|" ノ OFFSETS / 711 11:I1lFり T 3(二 ,1,l llE=T Z

181D FOR Z・ l T0 30 STEP 2
190 FFIIIT '0.OM‖ L ‖

,H中くZ,1),H ノ OFFSETS ノ 7)f'サ II‖ FUT C(2,3)|‖ E`T こ
200 FOR E・ l T]311 STEP 2
210 白

`Z+114)=.5=R(2,■
)IR(Z15い =R(2‐ 3)‡n(2,4):0(2+1′ 1)=1“∩くZl日 レ16(こ■1′ 1)=4ホ 81こ ,11

220 日く2■ lP6)= 2=n12.6):R(7,7)=白 (コ ,=)=R(2,6):日
`こ

,4〉 =月 (2′ 3)才81Z,3)
231 日

`ヱ

+1,3)=.1オ R(218).n(Z,3シ =∩ (Z,3)孝 ∩くZ′ 8):B(2■ 1′ 5)=1■3(2.5,
240 B(2′ 6ン・ n(Z,3)*Bく こ′5):Cく こ+1,1)=1■ C(2,1):1(2,こ 〉=日 (Z′ 3)オ 0(211,
こ50 1117■ 113)・ 1=](4~131:C(Z,4)=R(Z′ 3)*C(Z′ 3):HEXT Z
250 FO■  2・ 2 T0 30 STEP 2
270 R(Z′ 10,=∩ 〈ZJ 4〉+R(Z′

`Ⅲ

+自(Zl_R)18(Z.7)=日
`2.11■

日(こ ,3)+B`ヱ .51

280 自(ヱ .11)=R(2-1,3)*R(2,10,18(Z,8 )=R(2-1,3)*B(Z′ 7 )B(Z,9 )=Rく こ-1,こ |=BIこ  [ト

290 Rく Z′ 12)・RI Z-1′ 2)*fl(Z,11):C1215,=3(Z,5)+C(Z,1)+C(Z′ 1)
3a1 1](z′ 6)ER(2-1,3,ネ 1〕 (Z′ 5,iC(Z,7)=∩(2-1,2)辛 C(c7′ 6):NEXT Z
310 FOR Z=l T0 30 STEP 2
320 01(6)=01(6)+Я (215):Bl(7)・ 81(11+B(2,4):Bl1 3)=Bl(81+B`ヱ 16)

380 Rl(7)=月 1(7)+n(Z17):Cl(7)=Cl(7)+C(2,2):Cl(8)=31(8)+C(こ ,4)1日 1(3)=日 1く 3)+R(2,3)
340 NEXT 2
350 FOR Z=a T0 30 STEP e
S60 Rlく

'〉

――∩1(9)+R(2,11):81く ,〉 =Blく ,)+日 (2′ 8)
370 Rl(14)=nl(14)48〈 Z′ 12)IBl(14〉 =Bl(14)+B〈 Z′ 9〉

380 01(9)=1〕 1(9)+C(Z′ 6 ):Cl(13)=Cl(13)+C くこ,7):llEXT Z
3'0 ∩1(l13)=.5*Rl(6),nl(11〉 =2■ Rl(12)lRl(12)・ .5*nl(8〉 181(10〉 =4‡ 81(7)
400 Bl(13)・ .3018181く ,)1 81(6)=-1■ nl(8):Bl(11)=Bl(6)+01(8)
418 81(12)=Bl(14)*2.651Bl(1)=Bl(12)/81(9):Blく 3)=.5131(11)
420 Bl(4)=31(3)/Blく

');Bl(5)・
Bl(4)+1.5:Cl(10)=4*Ci(7):Rl(13)=,3018■ Rl(3)

430 ∩1く 15)=― ,5才nl(lo):81(16)・ .5才 nl(12):nl(17)ヨ nlく 15)+nl(16)
440 01(18)=∩ 1(14〉 *2.65:nl(1)・ niく 18)/81  く,):Rl(3)=.5率 Rl(17)
450 Rlく 4)=nl(3)/nlく ,):nl(5)・ ni(4)+.75
460 01(12)=.3018*Clく ,)
470 01(6)=-1ネ 81(3)iCl(11)=Cl(6)+Cl1 3)
480 01(14)=Cl(13)ホ 2.65:Cl(1〉 =Cl(14)/Cl (9)I11(3)=.5‡

=1(11)
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4,= [114)=Cllこ ,,[1.,,[1(5,==1141+1.=
3Ci LFFI1lT CHRI(14)'        IISPL白

=E1lE‖
T TReLE= ‐L卜 FII(T:I IIF」 T Fナ ) . ,7工 T riし

110 LF'I‖ T =HFl事 115:lT白 81411〉 i‖ ]tlLlll」 LttTEEI =r.  'i白 螂I IIヽ F」 T‖ キョ
'    

「
: i35

うここ とPRI‖ T  T18141 1'DttTE          "iE事 :LPRI‖ T

=li LPPI‖
T TR811011 'PPI‖ CIPFL FttPTl二 」LnF:] :LFFI‖ T

54[ L'PI1lT T日311511'LE11]TH ]ヽ lER nLL‖ fT∩ Bく 51」 )デ
11].510 111'

〔50 LPRI卜 lT Tn日 (15),HLE卜 16TH .T,lEE‖  FEPFE‖ ['I=|」 LRFl=1 、「R日(50'1 1`.5=薔  l.1'

5`= LF'RIIIT TR3(15)i`BREDTH 11□ LじIED'',T∩6(51), 15.||| 卜1・

57] LPPI‖ T TRB(15,I DEPTH ‖ILE EE,':,TttB(51シ i `2.=50 ‖
|

5]日  LP'IIIT TR3'i15,i 'こ IFRFT`、 T自日(5111'こ ,111 1'1'

5'l LFRI1lT TR3115,1'3HEER Fウ R‖∩RD",TRB(51)|:3.92] ,11
616 LPRIIJT TRB(11)i:SHEER RFTH,TRE〔

=11t'|.[10 '1

`10 LPRI}lT TRB(15,: LIIIEST POI卜
IT CF =HEER‖ ,TЯ日(51)i‖ 卜110.3HIPI

`こ

I LPRI:IT TR8(15), 'RISE □F FLI□ R‖ ,TRB(51,I'ら ,401 111

6:I LPRI)IT TR3115)I IF:日 ,l LI= OF 日lLttE CIPCLEI iTR31ラ 111 10.450 卜1‖ :LPR IIIT

640 LPRI}lT TR3(20シ | `DISPLRCEllEHT l・ ll_LTIPLIER・ :T日日1511‐・ [.=ll l]

650 LFPI1lT:LPF I1lT しF R I1lT:LF'RI卜 lT CHFつ1141,('      1 11RI11 00'ヽ′
 |ら

' ,150 LPRIllT =HRS1 15),「 SHEET (0.511‖ L-1.||.lllL Ⅲ ll LPRI‖ T

`713 LPRI1lT TABr 3 11‖

llRTER LI:lE":T'B111)i 10.511卜 lL‖ :TRE(31)111.7511,lL ii

`き

O LPRII(T Tn3(.45). 1,1‖ 1lL口 ITR3(55),HFU‖lT. 'JT∩ Bく

`4卜

|口 l'1り LTt,TR11 71,1 11[1lE}ITS:

600 LPRI‖ T TRB(2)110R[.LEI`′ .S I1lP),TR31こ ]´ |口 1′ 2‖ ,T月日11■ ),"2'll

710 し
'FlllT TЯ

B三 47レ |'1′ こ
Ⅲ
lT自 3(36)1 1日 REn31,TnB(54),‖ RRE日 31:LP,I}lT

711 FOR こ=1 ・ 0 00
720 1F 2=2□ Rこ=40RE=6〕 PE‐

=〔
RZ=1 11Flこ ‐12_lRE=140Fこ ‐160F:2‐ lS〕 RZ=2F」 THE卜l GDT□  7,0:

730 1F こ=ここIRE=24]PZ=260R2=230F2・ 3薔  THE卜1 61T1 7311

740 LPFI卜 lT 」SI HFJ  '| l l ♯#.♯  #.常  帯.♯♯tt',「 15(2,1),日 (2,こ
',Rく

こ11)lR(2′ 41i

750 LFfII)lT l_IS I‖ 6‖  II#.♯十♯ 141.帯 キ帯 キ‖.II‖# 常.キ #♯ “,0(こ ′5),日

`2,61lRく

こ,71′ R(こ ,3,,

7`I LFPI1lT I」 SI卜 1ヨ
| 

♯ll,常 ♯キ'夕 R(E.9)

「 T, ECIT[ 310
1'31 LFFil‖ T LSI卜15  '               1.♯ おll        ll#.#‖ II'I  ЯIこ 14).11こ ,`|.

7'O LPRINT USIIJ嘔
i        

♯・♯#キ        ♯♯♯.♯♯41 +#♯ .#♯ 十',R(2,日 )In(Z,lo),日 くこ′11),

300 LFRI‖ T LSI‖「.日  常‖キ‖.十‖II`′ Rく こ,121
310 11EIイ IT 2

320 LPRINT TPB(2)|‖ FUI・ CT OF ‖.L       `|

=10 LP'I卜
IT 」SI卜 1コ

|キ十.キキ薔        キ‖.II♯ #       II♯ .●■キ
‖
′nl(6),日 1(7).1113シ ,

310 LFRINT USINC‖          ♯♯41.キ #キ
1:日 1(''

350 とPRIIIT TR3(2),・ S I1lP. 11」 LT3・ ,TR3(21,1 10.ヨ  iTR日 (35)| '21,TR3(48),'0.51,
8`I LPRIHT TRBく 64)r '0.30131:LPRI1lT Tne(2),1「 lULT3 0F ‖.L       `|
871 LPRINT uSI‖ 6"#囀 .ll♯ #キ      #十 ‖.絆‖|1絆       ♯♯.||キ 静‖

inl(1.3),自 1(11),Rl(12),
OSI LPRINT uSI卜16: |‖キ.中キ1 1中 ll.‖ 囀キ おキ#囀 .#キキ

l',81(9シ
′Rl(13)′ Rl(14)

390 LPPI卜IT TRB(211"'11」 LTS FOR LEVER'ITRB(20)i"-0.5‖ ITnBく 35),HI:t,TRB(48),‖ 0.5:Ii

,00 LPRI1lT TRB(73),'2.じ 5■ LPRINT T∩ B(2〉 ,''FUhlCT OF 110MENT  'i
_      ,10 LPRIIIT LSIl16'♯ 41#.##常                     キキ1.キ‖‖",Rl(15)′ ∩1(16)|
・
       ,20 LPRI‖ T uSI卜lG" #中 ‖̀

キ
11 ●■●.||‖  絆II11.1中 囀‖

,日 1(17),自 1(9)′ nl(18)
,00 LFRINT TRBく 56)|・ 0.5・ I TR3(64)(‖ L`C.8‖ |:LPRI卜lT USIHC ‖

 |‖ ‖静.|‖ #`1,Rlく 1)

,41 LPRI卜lT TnSく 31),‖ FUNCT OF DISP  口
,

,50 LPRINT 」SING‖ サ‖キ.囀♯や ‖や十.♯♯キ':inlく ,)lRl(3)
,6‐ O LPRI‖T TR3(43)| :="::LPRINT uSIttE I          ‖キ|.十 #‖

‖inl(4)

,70 LFRI1lT TRB(31),1'V.C.8 RB□「`E B.L"J:LPRINT りSI卜 1嘔
l!        ♯#囀 。中#♯

1:,nl(5)

(以下繰 返 しの た め省 略 )
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2 日 PF・ E「ЧD角 嘔 巨  ,こLO‖
=.1■

日,LI

〔FD. =I1lP,    1,ERS      F」 ltCT o  LElノ `   FいlET.

く卜1・  155 シ    ウF    F3,     oF
CO卜lT, FRREnS   a,EiS   HiIP I.  HOR12.

R,P  O.5     0  0.oo00   o.o000   5,0   0.0000
0.5  2.0     3  0.01,7   1.38,4   4.5   0.177?
1    1,0    13  0.0855   0,0335   4,0   1.3420
1.5  2.0    28  0,1776   0,3552   3.5   1.2432
2    1,3    45  0.20,5   0.4343   3,0   1,3028
3    4.0    00  0.5355   2.1420   2.tt   4.2340
4    2.0   113  0.7316   1,4632   1.0   1.4`32
5    4.0   115  0,7447   2,9788   0.0   0.0000
6    2.0    8,  0.5763   1,1526  -1,0  -1.1526
7    4.0    56  0.3630   1,4552  -2.0  -2.9104
8    1.5    25  0,1645   0,2468  -340  ~0■ 7403
8.5  2.0    12  0,0783   0.1566  -3.5  -0.5481
9    1.0     1  0,0072   0.0072  -4.0  -0,0238
,.5  2.0     0  0,0000   0.0000  -4.5   0.0000
FoP  O.5     0  0.0000   0,0000  -5,0   0.0000

10.5168         3.4323
2/3*2.65 ヨ  1.767          2.65

VOL.   = 18.5796  10.52  9.0957
TONS`DISP= 19.044 111D.S,3= 0.8649

VERTICnL C.B. FRO11 8SE LINE (K8)

K8=D-1/3く d/2+ヽ′/R)・ 0.275

10 01,1 }13(30,10'′ Dく 30,10)
20 Fl]R Z=l T0 15: REttD }13(I,1),0(2,21,0(2.3)||IE}IT E
31 [RTR RoP,|.5,510.5,214.5,1,1.4,1,512,3.5′ 2,1.5,0,3′ 4′ 214,2,115,4,0,`,2,-1
40 0RT∩  7,4′ -218,1.5,-3.=.5,2,一 ].= ,,1,-4,,.5,こ |-4,5,F.P,0.5,-5

50 F□, こ=l T0 151 PRI1lT ‖率(2.1),  ノ T・ i■ r― ,一  ′, 7ケ 1 , 1:Il・ FLT DIE.41111E1lT E

61 1HPUT ‖フ・ うニマーター ′・' ウイヌ
' , 

レ(=‖ iK

70 FOR こ=l T0 15
80 0(215)=D(2,1)/卜 (:D(ヱ `6)=D(2.2)=Cl(2,5) 10く Z,7)=D(ヱ ,6)=D(2.3)|}lE}〈 T 2

,Й FOR Z=l T0 15: D(16′ 5)=D(1615)+〔 ス2``)'[(1`,7)=D(16.7,■ 0(2,71111E卜 T こ

100 1卜 IPI」 T '0.5‖ レIL / Fリ ト1lT OF llL 9‖ ID(21′ 5)
110 D(18,5)=2/3‡ 2.6510(1615〉 l Cl(13.7)=2,`I*0(1`,7卜 :Dく 1',5)=ι (13.5,ま 1.125

120 '(1_Q,7)=D(13,7)/CI(1「」15)IC(20 7)=.5-く ,75/2+D(1615)/D(20,3)〉 /3

130 ビPRIIIT CHR申 (14)′ "  2 ∩PPENDRGE‖ i

140 LPRINT CHRS(15)IH(BELO‖  |.コ ll N.L)|'iR寧 :LPRINI

150 LF'RI‖ T‖ ORDo SIllPi    nREnS      FUNCTo  LEV.   Fり NCT.''

160 LPRINT T∩ B(14),‖ (N="lKIT∩ B(21),日 )n,Tno(27)| :OF    FOR     IF
170 LPRI卜 lT TnB(11〉 ,Pco卜 lT, RREns   ∩REnS   HORI.  HoRIZ.I':LPRI卜 lT

130 FOR Z=l T0 15
190 LPRINT USING"& &  常̀帯

こL10 LPRI卜lT usIN6‖   キ1.キ■|や

210 LPRINTI」 SINGI[

中キ‖  常.##帯キ
I,N5(211),D(2′

2),Dく Z,4),D(Z15)|
や●.中   ‖申.中 #♯‖n,D(216)lD(Z,3),D(2,7)|:IEXT Z

#十 .帯 IItや 帯♯.#‖ ‖♯‖
,D(16′ 5〉 ′D(15,7)

220 LPRINT T∩ B(16),'2/612.65 ・   1,7671:,TR3(40)|‖ 2.65'
231 しPRINT T島 8(15),‖ 1ヽ0L.   コ 11′

240 LPRINT USIN嘔 ‖十#.#キ常や  帯‖.常♯ 中|.常 #II常
‖:Dく 1815)′ D(1615)lDく 1317)

250 LFRI卜lT T88〈 13),"TONS.DISP="i:LPRI卜 IT りSIN31 ‖帯.♯ ## :D(1915),
260 LPRI卜lT TRBく 31)| '‖ ID.S.6= ‖

|

17LR LPRIIヾ T りSIN嘔 tl.‖ ‖##11D(19,7):LPRINT
280 LFRINT TRB(4)111ヽ ERTICRL C,Eo FR311 3SE Ll卜 lE IК 3)1 しPR II!T

290 LF'INT TRB(7)| '卜 tS・ 0-1 3(」 '1■ :ヽ´R)=  |
300 LPRI卜lT 」SIN=‖ ■.‖ 4t#' 'く こe,7)
310 Eヽ 0



二: L′」E ttTEE卜  :三 :1」 F:F=■ :⊂ ■

OFι .SII'lF.    0.50011‖L       l.O131:`lllL        2.00011:JL        ].1`]ll,1し
|:し 11.111」LT, H8LF ].FP[Dり CT HnLF G.P,oひ 1」CT  HttLF C`PRODUCT  HALF l`FP3[り CT

日,P  O.5  13.000   o.000  0.000
1.5  2.3  0.735   1.470  1.241
1    1.0  0。 775   0.775  1.375
1.5  2,0  0.860   1,720  1.615
2    1.5  1.0〔15   1.`28  1.920
3    4,ら   1.690   6.760  2.470
4    2.0  2.250   4.500  2.305
5    4.0  2.460   9.840  2.980
6    2.0  2.130   4.260  2.750
7    4.14  1.510   6.040  2,255
3    1.5  0.855   1.2さ3  1,621
3,5  2.0  0.525   1.050  1,240
,    1.0  0,140   0.140  0.77=
,.5  2.0  0.00o   o.000  0.o00
F.P  O.5  0。 000   o.oOo  O,000

39,465
(*2/3*2.65)

口ETTED SURFnCE   6,1722
(メ7*1.025/1000,

SHELL DISPT.      0,500

0.000  0.260    0.1:ら  2.221    1.113
2.430  2.7,5    5.5,0  4.275    8.550
1.375  3.lil1    3.000  4,189    4.180
0。 210  3.095    `.1,0  4,155    8.:10
2.380  3.225    4.833  4.250    6.375
,,880  3.541   14.l Cr1  4.545   181100
5.610  3.315    7.600  4.815    9.630
11.921  3.980   15.,20  4.930   19.,20
5。 500  3.751D    7.500  4,750    ,.510
,.020  3.340   131350  4.350   17.400
2.430  2.825    4.238  3.875    3.813
2,480  2.455    4.910  3.555    7.110
0.775  1.965    1.965  3.105    3.105
0.000  1.150    2.300  2.280    4.560
0,000  0.000    0.000  0.7,0    0.3,5

57.561          ,1,761         124。 140

101.689

0,730

162.10,

1.163

21,.314

1.574

1, [I1l EI11,11,,H寧 (30,10'
こI FCP こ■l Tこ  15‐ FIEttD H3く こ11),E(212)INEXT Z
38 [nTrl 自.P′ ,.510.5′ 2,1,111.5,こ .こ .1.5,1,・ l,4 2.5,4,`,2,7,4,3.1.3.1.= こ =.1
41 〔RT角  〕.5,こ 、F,P′ |.5

=] FPI}lT  ,lETTEC il」
RFREE,3HELL DISP. メ 十f● :

r‐ら FCR Z=l T01=
70 PRI,lT '].501 11‖L “:}'SIこ .11'I `  ' H∩ LF EIPTH= 7・

=] F]F 
こ=l T, 15

,l FPI1lT ll.00011‖ L ',卜1,(Z,1)i  ノ HnFF EIPTH3 , i
100 F]P こ=l T1 15
11= F F I1lT  2.0,0 ,111し  ' |1寧 (E.1)1'1 ,' 卜lPRF CIPTHS コ`IIINPUT E12,71:‖ EIIT 2

1こ] F3R Z=l TD 15
130 PRI1lT ‖

3.|ら |‖ 1lL ' :卜IS(2,1,i  プ HttLF EIPT卜 : rl l. I:IP」 T E(2.'シ |卜1こ卜IT Z

ll= FCP こ=l T0 15:E(2′ 4)=E`ご ,2)=E(Z′ 3):Eく Z`6)=E(2,こ ⅢオE三 2.5,
150 こくZ,8)=E〈 Z.2)イ EIこ ,7),E(Z,101=Eく こ,21'E(21'シ

'卜 IEド T Z
liう  F⊆ R こ=l T□  15:E116,■ )=E(15,4)+E(2,4).E(16,3)=E(16,=〉 +E(2.=シ

17o E(16′ b‐ )=E(16,`)+EIご .6):E(15,10)=E(16,10シ 十E(I,10)」 卜lEIT こ
130 E118,11‐ 2・

′

=|こ
.65汁 E(1614)iE(13.6)=2/3オ 2.651E(16,t‐ ):E(10,8)=2/3■ 2,55■ E(16′ 〔)

190 E(10,10)=2/3*2.65*E(1`,1を ):EIこ 114)=7.175E-031E(18,1)
200 E(211,`)=7.175E-03*E(18,6)
210 ご(20,1)=7.175E-03ヤ E(13,8):E(21,10)=7,175E-0]才 E(18111)
220 LPRINT CHF事 (14)J‖  3 ‖ETTED 3URF8CE′ 3HELL DISPL白 IE'lE}IT‖

=]I LPRI‖
T CHPS(15):LPRIIヾ T

E40 LFRI1lT'コ RD.SI,lP,    0.500M‖L       l。 21111‖L        こ.000'1‖ L        3.l100M1lL
a10 LF,INT‖ 卜11」 卜1.“ 1_ILT, HPLF E.PRODl」 CT HRLF l.P'■ OUCT  H∩ LF 「J,PRODI」 CT  HЯ LF ら,は ,

2`O L「 RI卜lTい PRODUCT‖ ;LPRI卜 lT

271 FOR Z=1 10 15
こSI しPRI‖ T りSI卜lG ヽ

` 
 ゝ ‖.#  41.1キ 常  ##.帯 キ■

:,N室 くE,1),Eく Z,2)′ Eく E′ 3),Eく 2′ 4)|

2'0 しPRI卜lT USING:|  十.‖‖中  十や‖.Iキ‖  #.#常 #口 iE(2.5).E(Z`c‐ ).Eく こ17)|

300 LFRI卜 lT l_SING I  ♯♯#.II#静   キ.#♯#  常帯キ.帯♯# ,Eく こ13),E(2,9)′ E(2,10);NEI(T ヱ

310 LPRINT USINGH
3FI LFPI卜lT uSING`

[「こ こFFI卜IT し31卜 15イ  #.1+♯            #`♯ ♯キ

]80 LF'Iド T t]I卜 11        1.♯ #tt

Fil Elt)

‐1:IF.」 T E(2,F)|}lEXT I

IHPUT E(こ J=〉 :HEXT こ

♯#♯ .#‖ #1'IE(15,1),E(1616),
十キ‖.##♯

H,Eく 16.8)E(16,10)

Eヽ 10 4  Eヽ こ0,`'
#.111  こ こ] 3. こヽ こr.11:

##.絆 #中

#♯ #.キ帯‖

300 しPRI卜lT T∩ 8く 2), '(ま 2/8辛 2,65)‖ ILPRI‖ T  10ETTEP Sじ RFRCE‖ |

340 LFRI卜lT りSI卜lC    III.キ 4111         ‖1常 .絆 常♯   ' E(13.4)lEl lS′
`),[5こ  LFRI卜lT りSI卜lG'1      キ#常 .十 #♯         ♯キ■.### IE(13.3).こ (1=.101

=je LPRIIIT TRete), 1(1「
半1.・n21 10101  LF RIヽ T ・lHELL [ISPT`      ":

-13-



4 CRI」 ISER 3TER卜 l nPPEH EIttG E(BELi‖ 3.0"M‖し∩FTこPR,P)

019PLnCE1lEllT R卜 10 ‖.c.8        ViCB FPO14 88=E L.    NETT.3り民F。 日N0 3.,13P.

SEC. nRER3 SI11.FUNCT. しEヽ |。 Fり HCT. FUNCT. Fり 10CT.  1′ /∩    SEO. H.31R.llり LT,PR10り CT
RREnS  r」 RD。

日,P  l.284  1  1.234  0         4.,44  10.035  0`4,3   n.P  2.225  1   2.225
R′    0.85`  3  2.568  1  2.568                          R′    1、 355  0   5.565
8′    0.364  3  1.092  2  2,104                          BI   I.o44  3   3.840
C′          1        3                             cr         l
RP,=0.473      4,944     4.752  DRRFT  MULT.                         = 11,600
,18E2*0.473*3/8= 0.355     0.473   1.1    1/2    0.55   M=2*0.473*3/8=   0,353
VOLU“E ・        1.754 4.9 2.248         V/8  =  0.4,3
TONS.DISPT.=   1.798     0.455          1/3    1.043  ‖ETT.6URH.∩ REn=  4,126
MIDSHIP´ B             = 13.715  C8 FROM 3M‖ L=  0。 348  0.007*1.5*1,025= 01011

K 8  --   2.652  SHELL DISPT, =   0.044

NЯTER PLЯ N nRE∩      Ⅲl.S.FLOnT。     ●oMENT OF ‖∩TER PLRN

SEC. H.GIR.Sl‖ . FUNC, LEVoFUNCT.  LEV. I・

“

,S.  CUB.  SIMo Fり ilC.

∩。P  l.875  1   1,875  0   1,790   0           6.592  1    6.5,2
Я′   1.595  3   4.785  1   4.785   1    4,785  4.058  3   12.173
8′    1.125  3   3.375  2   6,750   2   13.500  1.424  3    4.271
C′          1

10,035     11.535       18,235             23.036

"=2*01473*3/8ヨ
  0,355      0.473  M     O,07,4      M      O,118

‖ЯTER PL8N ttREЯ  3.560 10.0 5.456  1RP   l.451      lRPP    2.724
01STЯNCE OF CC OF ‖P―RP=   0.544      676.280               1.925
HRLF LENGTH OF LPP(2.65) 13.250  1LM 677.731               2,792

‖.S.F 8 13.794  1LM 694,674
SQURRE 190。 266
(RP―F)^2 0.296               MRIN  1   200。 878
DIFFER 189。 971                TOTRL 1   236.670
*ll.P.Я  676.200               BM31/V      O.864

3.000 ‖‖L(Cr)   BML

FUNCT,OF ORD.  68,190
2*2.65/3        1,767   M.S.F   MOMENT
‖P.RRER(RP― )  120.469    0.802   96.616
Do  (RPP)   3,560   13.794   49.104

TOTnLRREnく nw)124.029  124.029  145.721
MRINPART IL  6297.450    MoSoF    l.175
cr n,P,  IL   694.674    MiS.F^2  1.380
SuM      Iし  6992.120  Я‖RN^2*F 171.206
Ru*N^2*1,025  175.486           175.486
1L           6816.640   BMLく /D) 24.888

-14-



10 DI1l HSく 3),H(90).Hl(413)
10 F□R Z=l T] 8
31 RERD H3(2)
40 NEXT Z
50 DRTR Я̀ P,n′ ′B′ ′c′ ,0,1′ 2′ 3
60 FOR Z31 T0 4
70 PRINT H申 (Z),‖ ノ al｀ ●

= 
ワ ‖,:I卜 IPりT Hl(Z′ 1〉

80 'IEXT 2
,O FOR Z=1 10 4
10, PRINT HI(2)1::/ H∩ LF GlRTHS , ll,:INPUT Hl(2,2)
110 NEXT Z
120 FOR Z=l T1 4
130 PRINT H3(2), 1ノ  HRLF BREnDTH ワ “サlINPUT Hlく Z′ 3)
140 }IEXT Z
150 1NPUT"FUNCT. OF ORD.nT 3.O ll卜 lL“ ,H(65)
160 1NPUT‖ MIDSHIP― F OF 3.O M10L(1,H(70)
170 111PUT"DISPT` OF    O-3.0 ‖‖L",H(89〉
100 1NPUT “I.L. FOR llIDSHlP ",H(31)
190 1NPUT ‖‖RIH PnRT I ・ lH(86)
200 Hく 1)=3*Hlく 2,1):H(2)=3*Hl(3,1):H(3)=2ネ H(2):H(4)=Hl(1′ 1〉 +H(1)+H(2)

210 Hく 5)=H(1)+H(3)lHく 6)=2*.473*3/8:H47)=.473:H(3)=H(4)*Hく 6):H(9)=H(5)*H(7)
220 H(10ン =1.025*Hく 3):H(11)=H(9)/H(4):Hく 12)=13.25+H(11):H(23)・ 3*Hl(2′ 2)

230 H(24)33*Hl(3,2)IHく 26)=Hl(1,2)+H(23〉 +H(24〉 :H(28〉 =H(6)*H(26)
240 H(31)=7*1.5*1.925/1000:H(32)=H(28)*H(31):H(33)・ 3*Hl(213):Hく 34)・ 3ネHl(3,3)

250 H(35)=H(34)*2:H(36)=Hl(113)+H(33)+H(34):H(37)=H(33)+H(35)IH(40〉 =Hく 6)*Hく 36)

260 Hく 41〉=H(37)ネH(7):H(42)・H(41)/H(36):H(43)=13.25:H(44)=H(43〉 +Hく 42)

270 Hく 45)=H(44)^21H(46)・ Hく 42)^2:Hく 47)・ Hく 45)― H(46):H(48)=H(47)*Hく 40)

280 H(49)=2*H(35)IHく 50)=Hl(1,3〉^31H(51)=Hl(2′ 3)^3:Hく 52)=Hl(3′ 3)A3:H(53)=3*H(51)
2'O Hく 54)=3*H(52):H(55)=H(50)+H(53)+H(54シ :H(56〉・ Hく 30〉 +Hく 49):Hく 57)=2*,473^3*3/8
000 H(58〉 =2*.473/8:H(59)=H(56)*Hく 57):Hく 60)=Hく 55)*Hく 53):Hく F.2)=Hく 43)+H(59)
310 Hく 63)=1.025*Hく 60)IHく 64)=1.025*H(62):H〈 66)=2*2.65/3`H(67)=Hく 65)*H〈 66〉

320 Hく 6,)=H〈 67)+Hく 40):H(72〉 =H(67)オ H(70〉 :Hく 73)=H(40)ホ Hく 44〉 :H(74)=Hく 72)+Hく 73)

330 Hく 75)=H(74)/Hく 69):H(76)=H(75)へ 2`H(77)● H(76)*Hく 69)lH(7,)=H(77)*1,025:Hく ,0)=H(

3_3〉 +H(10):Hく 83)=H(31)+H(64):H(85)・ H(83)―H(7,):H(30)・ H(85)/H(90)
340 H(87)=H(86)+H(63):H(88)=Hく 87〉 /Hく ,0):H(15)〓H(4)′H(36〉 IH(19)=H(15)+.35

350 H(20)=H(19)/3:H(21)=3-Hく 20)
360 LPRINT:LPRINT CHRS(14)," 4 CRUISER STERN RPPEhlDRGE",
370 LPRINT CHR3(15〉 ,Hく BELO口 3.000 M‖ L nFTER ∩.P〉 “:LPRINT,LPRINT

380 LPRI卜lT'    DISPLnCEHENT RND ll,S,8        メ`,CB FROM BnSE L.    HJ
3'O LPRI卜lT:‖ ETToSURF.∩ ND S.DISP.‖ :LPRI‖T:LPRINT‖  SEC, RREnS SIM.FUNCT, LEV.“ リ

400 LPRINT:IFUhlCT. FUNCT. FUNCT,  V/R    SEC, H,「 」IR`‖ULT`PRlDuCTH
410 LPRINT TRBく 34),‖ nRERS  ORO.“ :LPRINT USIllG‖  & &  |.■ キ囀  ‖

,H3く 1)′ Hlく 1′ 1)リ

420 LPRI卜lT USING‖ && +.絆 帯‖  &&        #.+十 薔  ",H3く 6)′ Hl(1,1)′ H3く 5)′ Hく 4)J

430 LPRINTUSING‖ #や
`■

囀中  1.‖11   & &  囀̀十伸十  &8111,H(36),H(15)′ H3〈 1)′ Hl(1,2),H5(6)J
440 LPRINT USING" ‖常

“
中薔‖",Hl(1,2):LPRINT USINGI & St  ●.1常囀  'lり H●(2),Hlく 2′ 1〉 ,

450 LPRINT USING::ゝ & 1.キ■1  &ヽ キ̀
十
‖‖                      ‖

,H● く3)′ H(1)′ H寧く6)′ H(1)′

460 LPRINT USING:|    & &  |.1● #  8t& 囀|。 中中#‖ ,H3(2〉 ′Hl(2,2〉 ′HS(8〉 ′Hく 23)

470 LPRINT USING‖  & &  常.♯鶯‖  && 絆.十キ薔  && “,H9(3),Hl(3′ 1)′ H3(8),H(2),
480 LPRINT uSINGH&84 1.♯ 囀1                          8t 81  HJH3(7)′ Hく 3),HSく 3)リ

490 LPRINT uSINC"1.や ‖‖  &81 帯や.帯 #‖ ",H(32),H3く 8)′ H(24)
500 LPRINTH C'          1         3                               C'      

‖

'

510 LPRINT・     1日 :LPRINT" RP.80.473‖ J:LPRINT uSING"      |.中常お     ",Hく 4),

520 LPRINT USING‖ や.|‖ |:I′ H(5)J:LPRINTい   DR∩ FT  MULT,"′ TR8く 69),H="′

530 LPRINT USINC" #囀 .‖ #キ・ lH(26):LPRINT‖  ‖=2*0.473*3/88 0.355     0.473`1,
540 LPRINT"   1.1    1/2    0.55   "=2*0.473*3/8=   0.355'|
550 LPRINT" VOLI」 ME =       :1,iLPRINT tlSINGHl.キ ♯‖ #.絆  ♯̀

常
常常",H(3),Hく 4),Hく

'),560 LPRIド T‖         V/R  =  `i:LPRINT uSING‖ 中.##‖
‖
,Hく 15)



570 ヒPF I‖ T" TC‖
=.[)1lPT.ヨ

   ' :

500 LPRIIIT し31‖ 6'中 .###     1.♯ ♯#           1,H(10),H1111::LFRIIIT l′ ]    1・

5,O LF「 IトイT りSI卜1]キ `#キキ  ' ,H(191:ILFRI[lT 卜JETT,SりFH.日
'ER=   |●

‐
00 LPRIHT 」SI卜 1`′ #.#十帯',H(23)|し PRINTl 卜1103HI P― B             = li

610 LPRIIIT りSl'ヾ GHキ 単.‖♯十 ,H(12)t LPRI}tT!  18 FR=11 1・ |‖ L=   ,
621 LPPI卜 lT USI‖ GI絆 .十帯キ',H(20),ILPRI卜 lT‖   0,007Xl.5‡ 1.025= !li

630 LPRINT I」 SI‖ 6‖ 帯.常キキ‖,H(31):LFRIIIT Tn3(3,〉 ,“ K B  =
641D LPRI卜 IT り31NC #.帯囀キ'lH(21)::LFRI卜IT'  SHELL DISPT` =   '|
650 LPRIIIT りS I NG HII`帯 ♯囀i,H(32):LPRI卜 ITILFRINT
660 LPRI‖ T‖    レ1∩TER PLRN ∩RER     卜1,S,Fし ORT`    1101lEltT OF llRTER PLRN:lLPRI卜 lT

570 LPRI1lTl' SEC, H.GIR.S I II, Fり NC. LEV.Fり||IT.  LEV. 1.||.S.  =」 B,  SIM. F」 HC,‖

680 LFRI‖ T:LP'INT りS III嘔 “ & ミ̀  
十.常■+  よt l11,#キ ♯‖jH事 (1),Hl(1,3),H串 く6)′ Hl(113),

690 LPRI‖ T 」S III[‖   な& ‖#.|キII   こ&          #.摯 十1   チH事く5)′ H(10)′ H5(5)′ H(50),
700 LPRI卜lTUSI}IE"色 & 帯#帯 .゛ 1薔

い,H3(6),H(50)ILPRI卜 ITり SIHG')&  ヽ 帯.キ +# :ド事(2),Hl1 2,3)i
710 LPRINT りSIH嘔 `  しな ‖+.1♯‖  ふ& 単常.II‖‖   L& :IH51=〉 ′H(33)′ H5(6).H(33)′ H,(6),
720 LPRIHT りSl卜 1嘔

|十‖帯J♯常キ  #.14111  && 帯僣‖.‖ lll t,H(33),H(31),HS(8),Hく 53)
730 LPRI‖ T り31‖G' & &  1.常 キ‖  && 帯|.##1  )ヽ  `,HS(3),Hl(3′ 3)′ HI(3)′ H(34),H3く 7),
740 LPRI‖ T りSI卜 16‖ ■|.キ■‖   && ♯十→.‖十‖  ●.十♯絆  &ヽ ":H(35),H3(7)′ H(49),H(52)′ H事 (3),
750 LPPI卜lT りS IllC  帯♯帯“キ十十

ilH(54):し PRINT USIhlG I & `         &&.1,H5(4),HS(6)
760 LPRINT USIHCII                キ|.■ 1=     や♯.十♯#      ",H(35),H(37),
770 LPRI‖ T USIIヾ G‖ 常#1.#帯絆            141囀 .#‖ |‖ ,H(56),H(53):LPRINT` ll=2*0.473東 3お ,

730 LPRINT:/3=  0.355      0.473  11     0.3794      ,1      0,118:
790 LPRI‖ T'1 ‖RTER PL∩卜l RREn "||し PRIllT りSI卜lG“ 1.‖♯お キキ.‖  #.♯囀♯1,H(40)′ H(36),H〈 41),

310 LPRI‖ T"  IRP   ‖
メ:LPRI‖ T uSIN嘔 ‖

||.ll帯 キ'「
IH(5,)1,LPRIllT H      18PP    ‖

,

310 LFRIIIT USI卜 ir」 'キ .帯キ囀‖
,Hく 613);LP'INT:: DlSTRNEE □F C6 0F I`lP― ∩P=   li

820 LPRINT l_lSINr」
‖‖.1#キ       ■#1,■ 141        :Hく 42),Hく 48),:LPRINT        l.925'

さ31D LPRIllT‖  HRLF LENGTH OF LPP(2.65)  13.250  1L‖  ・ :

840 LPRI‖ T りSIN61〔 ‖|‖ `‖ 11 1!,H〈 62)1
850 LPRI‖ T uSINGH             や。1常 |口 ,H(63):LPRINT:                   ‖,S,F = :|
860 しPRINT uSINrJ`囀 1.キ‖|:1,Hく 44),:LPRI卜 lT・   lL●  ‖ilLPRl1lT I」 SII(1‖ 十キ常.1+キ

1::H(64)

870 LPRI}OT Tn日 (19),1l sQり nRE "′ ILPRI卜lT りSIHr」
!|キ ‖#.♯ #■

い,H(45)
880 LPRI‖ T TRB(19〉 ,"(8P― F)ム2 "jlLPRI)IT USIllG“常.キ♯♯|,H(46),

8'O LPRI‖ T TRBく 48),“ !lRIN  Iけ ,

900 LPRI‖ T USING‖    111.I‖ ‖“,Hく 86)iLPRINT T∩ B(1,),lDIFFER I,
910 LPRIklT USING‖ ‖‖綽.キキキ",H〈 47)|:LPRI卜 lT TЯ Bく 49), 'TOTnL I",
920 LPRINT USING“    #‖♯.‖■十“′H(87):LPRINT TR8く 19)′

!|*‖ .P,8 1:
,30 LPRI‖ T LISING"#+1.#帯 絆‖,H(48)|:LPRI卜 lT TRB(43), IBP,=1/V    ``,

940 LPRI‖ T ∪SING“ #|‖ .1111“ JH(38〉 :LPRINT:しPRINT
950 LPRINT‖     3.000 M‖ L(Cr)   8ML ' :LPRI卜 lT

960 LPRIHT:  FUHCT,OF ORD。  ‖′:LPRINT USING‖ ♯♯‖.♯絆綸",H(65)ILPRINT'  2*2.65/3',
970 LPRINT USING"        ■,中キ♯11,H(66),ILPRIHT`   M.SoF   l10卜 lENT:|

980 LPRINTlI  NP.∩ REn(RP― )  ",:LPRINT けSI卜lG H lll#`十 絆帯  中帯‖・1サ十  ‖
,Hく 67)′ H(7o),

990 LPRI‖ T USING‖静+1.1#骨 ",H(72〉 ;LPRINT"    Do   (RPP)    1,

1000 LPRINT USING‖ 十,1■囀  ♯キ#.帯キ‖  常帯#`‖‖‖ちHく 40).Hく 44),Hく 73)
1010 LPRINT"  TOTЯ LRREB(Rw〉 11サ ILPRINT USINEl:‖キキ.十♯十  常キ帯.キキ♯  ",H(C,),H(69),
1020 LPRINT USING‖ 中中中.常 常十“,H(74)ILPRI卜 lT tl  

“

nIHPRRT IL  l,
1030 LPRINT USING'}中 ‖常囀,中 11",Hく 81),ILPRI卜 lT"    ‖。S,F    ‖

,

1040 LPRINT USING口 中.#キ■",H(75〉
1050 LPRI‖ T(l  Cr RPP.  IL  “り:LPRINT uSING‖キ十キ‖.→僣ф‖,Hく 64),;LPRINT‖     ‖,S,F^2・ ′

1060 LPRINT USING“   ‖.骨キ#‖ ,Hく 76)ILPRINT‖   Sur      IL  il
1071 しPRINT USING"#キ ‖キ.#キお‖:H(83),:LPRINT‖   RttRN^2*F ',
1030 LPRINT USINGH中 ‖|.#骨中"′ H(77)I LPR I NTIl  ntl*Nへ 2*1.025 '1
1090 LPRINT 」SINC‖ キキキや.単キ#           キ‖#.鶯キ‖‖

,Hく 79),H(7,)ILPRI卜lT'   IL         i,

1100 LPRINT りSINGH   lキ 帯|.#キ #"IH(33)::LPR I1lT:   31lL( D)  1,
1110 LPRINT USINE“ 十常.#♯や“IH(Se)LFRINT
l120 END

-16-



5_ TRnHら vERSE METttCENTERS

ORD.91,lP,  0.5 11   Cu8ES    FUHCT,      1.I Ⅲ1  0U6E5     FUHCT,
卜1りil.llULT.   ORD1   0F ORD.  OF Cり BE3   0RI.   OF ORD.   OF Eり 3ES

R,P  13.5   0.000   0,oo000   0.00000
0.5  2.0   0.f」 50   0,00013   0,00025
1    1.0   0.265   1,131861   0.01861
1.5  2.0   0.555   0.170,5   0.34191
2    1,5   0.880   0.68147   1.02221
3    4.0   1.550   3.72388  14.89550
4    2,0   2.150   9,98833  19,87680
5    4.0   2.405  13,,1060  55.64230
6    2.0   2,100   9.261013  10.52200
7    4.0   1.460   3.11214  12.44850
0    1.5   0,7,0   0.4,304   0,73956
8.5  2.0   0,445   0.03012   0`17624
9    1.1   0,115   0,00152   0`00152
9,5  2.0   0.000   0.0・ 3100   0,00000
F,P  O.5   0,000   0.00000   0,00000

123.60500
*(2.65*1.025*2/3/3)

19.0480   74.657,0
Bl1 87 0.5 MllL   3.91'46

ORD.SIMP,  2,0 ・l

Nり‖.|IULT.   ORD.

R,P  I.5   0,260
0.5  2.0   1.230
1    1.0   1.925
1,5  2.0   2.195
2    1.5   2.350
3    4.0   2.455
4    2.0   2.500
5    4.0   2.500
6    2.0   2.500
7   4,0  2.410
0   1.5  2.010
8,5  2.0   1.655
9    1.0   1,175
,.5  2.0   0.580
F.P  O.5   0.000

CUBES    FUNCT.
OF ORD.  OF CUBES

I.01753   0,0087,
2.0,715   4.19431
7.13833   7.13333
10.57560  21,15110
12.,7790  19.46680
14,7,630  59.18540
15.62500  31.25000
15,62500  62.50000
15.62500  31,25000
13,,9750  55。 99010
8.12060  12.13090
4.5330'   9.06618
1.62223   1.62223
0,19511   0.39022
3.00000   0.00000

315,38'00

0.000   0,00000
0.140   0.00274
0.625   0.24414
1.105   1.34923
1.555   3.76003
2.150   9,'3838
2.435  14.43770
2.500  15.62500
2,430  14.348,0
2.035   0.42739
1.330   2.62807
C4.955   0.071,8
0.500   1.12500
0.000   0.00000
ら,000   0.00000

56.5120
Bll ∩T l.0 :1‖ L

3.0 卜l  CtlBES
ORD.   OF ORD,

1.8813   6.6446B
2.260  11.54320
2.395  13,73780
2.460  14.88690
2.435  15,34540
2.500  15,62500
2.510  15.62510
2.500  15.62500
2,500  15.62500
2.500  15.62500
2.380  12.64930
2.005   '.063,7
1.690   4,32`81
1,090   1.29503
0.305   0.02037

271.9300
BM RT 3.O M‖ L

|=10000
0.00549
0.24414
2,`,347
5,64015

39,75350
23.87530
62.500ら 73

28.69780
,3,70,60
3.94211
1.741,7
0.12500
0.00000
0,00000

207,,3400

125.51100
2.220,6

FUNCT.
OF Cり BES

3.32234
23.08630
13,73780
2,,773,0
23,01820
62.50000
31,25000
62.50000
31.25000
62.50000
18,97400
18.127,0
4.82681
2.5,006
0.01419

387.47200

233.88200
0。 86008

*く 2.65*1.025*2/3/3)
153.8260  190.37300

BM ∩T 2.O MllL   l.23758
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11 011:.l 111`31.201`F(30.211
こCI FOR ここl T:] 15:RER, ‖幸(ヱ ′1シ ′F〔 Z,211}IE}`T こ

3日  DRTR R.P,0.5,0.5,こ 11,1,1.5,こ ,2,1.5,],4.4,こ .5,415,こ ,7′ ■11,1.5,3.5
40 EttTR 2,,.1,3.5,2.F.P,0.5
5[ F□R こ=l T0 15:FRI卜 lT ・0.5 ‖1lL :|‖ 室(こ ,1):‖  / r」 P31卜IRTE: |.I‖ F」「  FIこ 1l Ⅲ ⅢlE}IT こ

`臼

 F□ F こ=l T1 151PRI卜 lT'1,0 11卜 lL "i1ltlこ .1,,' .' 0,DI‖ RTEE:li:I卜 lF」 T F(E``l ill[:IT E

70 FOR E=l T0 15:PRI卜 IT 12.| 11,lL :|‖
'IZ,1)i ` / OF31ヤ

lnTE= ,:I1lFI」 T Fく こ._4).:lE,〈T E
80 F□

' 
こ=l T[ 13:PRI‖ T'1.| :1‖ L `,‖ $三 Z′ 1),‖  ノ ORDINRTE3:|:I卜 lFりT F(2.121::IE● T こ

,13 FOR Z=l T0 15
100 F〈 ヱ14レ =Fく Z131/｀ 31F(2,7)=Fく こ′6)ハ 1:F(ヱ ∫10,=Fく こ,,)′

｀
3:F(こ ,13)=F(2,12'´ 3

111 FIE.3)=F〈 Z′ 4)IF(Zr2):F(2′ 8)・ F(2′ 7)オ F(ヱ ′21:F(2′ 11)=Fて こ′10):IFI E,2)

120 Fて こ114)=Fく Z,13)*F`Z′ こ)|‖ EMT Z
130 FOR こ=l T0 15:F(15,5)=F(16′ 5)+F(2,5):F(16.3)=F(1`,魯 〉+F(Z′

=|140 F(16,11)=F(16′ 11)+F(2,11):F(16114)=F(161141+F(こ 114)卜lEXT E

150 1‖ Pり T“ D I SPLttCE‖ EHT OF O  -  0.500 141lL‖ ,Fl
160 1卜IPUT:Dl SPLRCEIIE‖ T OF O.500-1.000 '1‖LI,F2
170 1HPUT‖ DISPLnCEMENT IF l.000-こ .000 M‖ L‖ ,F4
1日 0 1‖ PUTiIDISPLRCEME卜lT OF 2.000-3.000 M‖ L‖ ,F6
190 "=2.6511,025*2/9:F3・ Fl+F21F5=F3+F4:F7=F5■ F`
200 F(1815)=Fく 1615)‡ 11:F(18′ 8)=Fl 1618)常 ‖:F(1=,11)=F(16′ 11)ホ11:F(10114)=F(16114111,1

210 F(19′ 5)=F(18,5〉 /Fl:F(1919)=F(18,3)/F31F(1,,11)=F(13,11)′ F5

220 F(15,14)=F(18,14)./F7
230 LF'RI1lT CHR多 く14):" 5. TRttllSirERSE 1lET∩ CENTERS:`ILPRIIJT CHF5(15,:し FRI1lT

240 LFRI‖ TH ORD.3111P,  0.5 1'l   CI」 EES    F」 ll[:T.     1.0 'ヽ 1  ]り 8ES     Fリ ト10T・
‐

250 LFRINT‖  :Jり

“

.1lLILT,   〕PD.   OF ●RD.  OF CL18ES   IPE).   嘔F DR[).   :F itEEl'

261 LPPI卜IT :Fl_R 2=l T‐ l i=

270 LF'Rl‖ T りSIN:  t= 〕  1.1   ‖.常‖キ 十十キ.十♯♯常キ  r11'(2,1),Fく 2.2 1l FIこ .3,,F12,4)|

280 LPRI}IT りSING"‖‖‖.キキ♯キ‖   #.♯ 常| キ‖キ,I♯キキキ‖iF(2.5)′ F(21`,,Fく こ,7)i

29C4 LPRI卜 lT りSI)1嘔
:' 

キキ♯.常 #十十♯̀ ,F(2′ 0):HEIXIT Z

300 LPRI1lT LISI‖ G‖                             キ##,十 #キ‖‖'iF(1`.5,i

310 LPRI卜lT l」 SI卜16"                    ‖十#.♯帯ll帯♯ .F(15,3)
320 LPRI1lT TRB(3):‖ |(2.6511.123*2/3/3〉 `:

330 LPRI卜IT りSI卜 IG‖                   帯囀♯.♯キ#キ   ♯II#.♯ #キキキ',Fl,F(lE.3)|

340 LP'1'JT uSING`         ‖‖キ.十 11‖ ♯  ♯キ1.帯 41キ ■囀“JF3′ F(18.3)
350 LPRINT T∩ B(14),"E・ ll RT O.5 11卜 lL‖ I(LPRI卜 IT りSI}IG"  十♯,常 #llキ 尋 IF(1,′

=|,
361D LPRI‖ TI     B,1 8T l,0 1ll・ L',

370 LPRI卜lT りSI卜16:  十‖.#1141♯
1l I F(19,3)ILPRINTILPRItlT

381 LPRl‖ Tl1 0RO,SIMP,  2.O H   CUBES    FLIド CT,     3.0 11  0り EES     FUNCT.‖
390 LPRIllT" ‖U11.:|り LT.   1〕 RD.   OF ORD.  OF CI」 BE3    0RD。    IF ORD.  OF Cり BES・

400 LPRI卜lT :FOR こ=l T0 15
410 LPRlド T りSINE" & よ  ‖.♯    #.‖ 絆‖ 骨‖#.‖キ#キ # "l h15く Z,1),F(Z′ 2),Fく 219)′ F(2,10〉 リ

420 LPRINT USINGH゛ ‖■,I#十 ‖常   1.十 ‖♯ +1常 `キ
キ帯‖常‖

,Fく Zlll),Fく こ′12).Fく こ,13)|
430 LPRIHT りSING  +II‖ .♯帯キ帯‖'IIFく Zl14):NEXT E
410 LF'RI卜 lT USING‖                            ♯♯キ.キ‖‖#帯 `,F(15,11),
450 LPRINT USING"                    ‖‖1.キ十#■‖‖,F(16114)
460 LPRI卜lT TRBく 3)|‖ *(2.65*1.025ネ 2/3/3)"
470 LPRINT uSING"                   薔♯‖.中‖♯薔  |キ薔.キ #静 #‖

:l,F51F(1き ,11),

430 LPRINT USING''         中学帯.キ♯●中  帯‖中.●●キ薔‖
:′

F7JF(lS‐ 14)

4,O LPRINT TRB(14),“ BM ∩T 2.O l・ lllし ',:LPRINT USING‖  帯1.#11寺 l111,F(1,111)」

500 LPRINT:1     8‖  ∩T 3.O M‖ L‖ ::LPRINT USING"  ‖#.1#絆■や“IF(19114)
510 END



ORD.1lULT, FUNCT,  FUNCTo  llULT. FUNCT,FOR   FUHCTo  Fり IЧCT,  「IULT, Fリ トlCT,FOR
FOR  OF O.5  FOR CG   FIR  I10MENT OF   OF l.O  FOR C6   FOP  l10ME‖ T OF

NUM. LEマ . ‖ ORO.  OF ‖.P   LElプ・  I.OF レ1,P   11 0RD,  OF lu`P   LEV. 1.r」 F :Jo P

n.P  5.0  0.000   0.0000   5.0    0.0000    0.000   0.0000   5`0    0.000
.5   4.5  0.100   0.4500   4.5    2.1250    0.280   1.2600   4.5    5.671
1    4.0  0.260   1,0400   4,0    4・ 1600    0.625   2.5000   4.0   10.000
1.5  3.5  1,110   3.8850   3.5   13.5,75    2.210   7.7350   3.5   27.073
2    3.0  1,320   3,9600   3.0   11.3800    2.338   6。 ,975   3.0   20.9,3
8    2.0  6.200  12.4000   2.0   24.8000    0,600  17.2000   2.0   34.400
4    1.0  4.300   4.3000   1.0    4.3000    4.870   4.8700   1.0    4.870
5    0,0  ,.620   0.0000   0,0    0.0001   10.000   0.0000   0.0    0.000
5   -1.0  4.200  -4.2000  -110    4.2000    4,860  -4.8600  -1,0    4.860
7   -2.0  5.840 -11.6800  -2.0   23.3600    8.140 -16.2000  -2.0   02.560
8   -3.0  1,185  -3.5550  -3.0   10.6650    2.070  …6.2100  -3.0   18,630
3.5 -3.5  0.890  -3.1150  -3.5   10。 9125    1.910  -5.6950  -3.5   23.398
9   -4.0  0,115  -0.4600  -4.0    1.8400    0.500  -2.0000  -4,0    8.000
,.5 -4.5  0.000   0.0000  -4.5    0.0000    0,000   0.0000  -4.5    0.000
F,P -5`0  0,000   0.0000  -5.0    0.0000    0.000   0.0000  -5.0    0.000

35.140   3.0250        111,7300   46.3,8   4.5275        190.4530
2・ 65/‖    0.0754  11*‖ /N   O.2604    2.65/H  O.0571  M*‖ /11   0,4418

PIID.S,F =  0.2281 (0〉 -  111,4700   MID.S.F ・  0.2586 (0)-  190.0110
MULTIPLIER               12.7166   ‖ULTIPLIER              12.7166

D.= 19.048  1417.5100             D.g 56.512  2416.2900
LoB,'l RT O.5MttL ●        71.417,   L.B,M nT l,o‖ ldL =       42,7571

ORCI.:4り LT. FUNCT,  FUNCT.  ‖ULT, FUNCT.FOR   FUNCT.  FUNCT.  MULT, FU卜 ICTo FOR

FOR  OF O.5  FOR CG   FOR  ‖OME‖ T OF   OF l,O  FOR CC   FOR  MOMENT OF
Hり ll. LEY. I1 0RD.  OF ‖.P   LEV.  1.OF 員,P   " ORD.  OF ‖.P  LE7,  1,OF ll,P

R,P  5.0  0.130   0.6500   5.0    3.2500    0.940   4,7000   5.0   23.500
,5   4.5  2.560  11,5200   4.5   51.8400    4.520  20.3400   4.5   91,530
1    4.0  1.925   7.7000   4.0   30.8000    2.395   9.5800   4,0   38,320
115  0.5  4,390  15,3650   0.5   53.7775    4,920  17.2200   3.5   60`270
2    3.0  3.525  10,5750   3.0   31.7250    3.723  11.1825   3.0   33.548
3    2,0  9`820  19.6400   2.0   39.2800   10.000  20,0000   2.0   40.000
4    1.0  5,000   5,0000   1.0    5,0000    5.000   5,0000   1,0    5,000
5    0.0 10,000   0.0000   0.0    0.0000   10.000   0.0000   0,0    0.000
6   -1,0  5.000  -5.0000  -1.0    5.0000    5,000  -5.0000  -1,0    50000
7   -2.0  9,640 -19。 2800  -2.0   38.5600   10.000 -20.0000  -2,0   40,000
8   -3.0  3,015  -9,0450  -3.0   27.1350    3.495 -10,4850  -3.0   01,455
3.5 -3.5  3.310 …11.5850  -3.5   40.5475    4.170 -14.5950  -3.5   51.083
9   -4.0  1.175  -4.7000  -4.0   18,8000    1.690  -6,7600  -4,0   27.040
,.5 -4.5  1.160  -5.2200  -4.5   23.4900    2.180  -9.8100  -4.5   44.145
F=F -5,0  0.000   0.0000  -5.0    0.0000    0.153  -0.7625  -5,0    3.013

60.650  15.6200        369。 2050   63.190  20,6100        494.7030
2.65/N   O.0437  M*m/N   4.0228    2.65/N  O.0389  M*‖ /N   6.2292

MIDoS.F 口  0.6025  く0〉 -  365。 1820   MID.S,F = 0,8009 (0〉 -  488.4730

MULTIPLIER               12.7166   mULTIPLIER               12,7166
D,= 19.048  4643.8700             D`・  56.512  6211,7100

L.B." RT 2.OH口 L E        30.1891   L.B,‖  RT 3.OMNL =       22.8431

5_ L口 Hひ 工TI」 DI「ЧRL r● ETnCEN丁 巨 R3
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10 CI11 111(3[1201′ ](31t,20,
こ
= FIF 

こ=l TD 15,Fこ n[ ‖事(Ell),3〈 2,21:1lEI T Z

〕][)Я Ttt R.P,1 .=,1.5,1.■ .1.5′ 3.5,2,3,31214(175'0.1 -1 7,-1.=,―
=|].5 -1.=41 DttTR ,,-4,,.=.-1.5,F,Pr-5

50 F[F Z=l T= 151PPII T '1.5 11‖ L ' i ll奪 12.1'デ    Fり il l t. :`I卜lPLT Eヽ こ,3):卜lEIT E

6o F[F こ=l T0 15:PR IllT tll.I・  ||レIL 'l,11‡ |こ 11),   ' FL:1]T. :II卜 〈PLT ]三 こ,6)卜 lEI〈 T こ
71 F=F こ=l T[ 151PRI‖ T'2.= 11口 し '1,115(2,1,1' ノ FU}10T. ,II}IP」 T ](こ ,31:1lE14T こ

30 FOR Z・ l T0 15:PRI‖ T11.0 '11JL l ■1,(2,1)t   ' Fり ||]T. |'I}IFLT C(1,11):11こ :IT こ

,O F[R Z=l T0 15
100 6(2′ 4)=〔 ( 2.2)IG(2′ 3):C(2,7)=6く こ,21=C(こ ,f):3(E,111=コ 12,こ |■ EIこ ,9,

110 C(Zl13)=6(Z,2,=G〈 Z,12):6(2.5)=]`こ ,2)=51Z,4,|[(2.3)=こ くこ12)才 G(2 7)
120 C(こ ,11)=3(2.2)=G(2,10):6(Zl14)=嘔 (2.2♪ IEt 2,1こ ,tllE}IT こ

131 FOR Z=l T] 15
140 二(1`,3)=3(15,3)+512,]〉 :6(16.4)=ら (1514)+3(こ ,4)16(16.6)=嘔 (16′ SI↑ 3 こ `,
150 =(16‐ 17 )=」

~(16′
7 )+G(Z,7 1iC(15,3 )=](1`.,〉 +C(2,3｀ |]116.10)=6115 10,+3(こ ′l lJ)

160 6(16.12)=G(16.12)十 二(2,12):G(1`113)=C(16,10)+Gく Z.13).3(16.5,=嘔 (16.51■ こ|こ ,51

171 G(1618)=G(16′ 8)+C(2,3,16(1`111)=嘔 (1`,11)+ら rE,11):Gく 16,14)=r」 (11.14)+E(Z,14)
180 'lEス T 2
190 G(1714)=2.55′ G(15,3):Gく 17,7)=2.65′ ](16,`Ⅲ  6(17,10)=2.`5 3116.,I
200 らく17.13)=2.65′「」(16,12,,1(17,[)=嘔 (1`.4シ

´`
2・こ(15,3):rJ(17′ 8)=C(16,7)´ こ/E(1`ソ

`'210 6(17,11)=「.く 16,10)人 2ノ嘔(1`1,卜 :C(17.141==(16,13)´ こ/1(1`,12)
220 ](13,4)=C(17,4)*[(1`′ 4)IC(18,7)=3(17,7)1嘔(16.7)16(13,10)=嘔 (171101来「」(16,10シ

230 G(10113)=G(17,10)*G(16.13)16(18,5)=6(1615)-5(17.5116(1319)=G116.3)―
`(17,3)240 C(18′ 11)=6(15,11)-5(17,11):G(13,14)=C(16,14)― C(17′ 14):卜1=2,「

‐
5へ 3ヤ 1.02512/=

251 C(20,5)=C(1315)‡ 11,3(20,8)=C(11,8)=||:E(21′ 111=C(18,11)イ 111Gく 20.14)=C(18,14)オ ll

260 1HPUTHD13PL∩ ]E1lEIIT DF O  -  0.50ら  ,4‖ L' ;Fl

270 1‖ PUT'DISPLRCEME卜lT OF O.500-1,② O' 111lLi l Fこ

280 1HPり T13DISPLRCE'lE卜 lT OF l.000-2.000 ‖!JLI IF4

290 1‖ FUTHD13PLnCEMEド T OF 2.000-3.000 11‖L",Fじ

300 F3=Fl+F2:Fヨ =F3+F4 F7=F5■F611:(21,5)=C(21,5,/Fl
310 G(2110)=Gく 20,8)F3`C(21111)=嘔 (20,11)プ FllGく 21,14)=G(20,14: F「
320 LPRI‖ T CHRS(14),H 6. LI卜 18)ITり EII NnL ‖ETF=E‖ TEF[ 1 ヒ「 R IIIT ]HP31 1l  LFF I卜 lT

3313 LPPINT'  ORD・ 11り LT, FUHCT,  FI」 卜lCT,  MULT, FUNCT,FOR   Fリ ト11lT,  Ftlliこ T,  ' :

340 LPRI卜lT'l Ml」 LT, FU卜lCT.FOR‖ :LPRI卜lT口       FOR  OF O.5  FOR C3   FOR  日ヽ]HE卜 lT`1,

350 LPRIHTl' OF   OF l.O  FOP C]   FOR  ‖OME卜IT OF■ LPRINT:  卜11」 ln. LElノ . ,1 0FD`    i

360 LPRINTl'OF 口,P   LEV.  I.OF 11.F   ‖ CRD.  OF 11,P   LE7. 1.[F 卜1.P'(LPF:I卜 lT

370 FOR 2=l T0 15
380 LPRIHT USING‖   & & 十中.サ  帯キ.ll十キ 1‖ #.IIキ■||'FN寧 (こ ,1),I(2,2),C(2,こ ),C(こ ′4シ i

3'O LPRI‖ T りSINコ :  #1.キ  キ‖+1.キ #常常   ‖キ.♯‖♯ ',G(2.2),C(215),C(こ  6)i
400 LPRINT USING日 常キ#.1♯‖‖  囀静.‖  キ囀‖1,キ■キ iらくZ,7).6く Z′ 2)′ J~く こ′8)1・ lE卜IT E

410 LPRINT USINC"           キ常.囀‖♯ #‖♯.|キ♯‖        IG(16,3),嘔 (16,4),
420 LPRINT USINC"#中 十#`キ♯や♯   常#.十 #♯ 帯キ‖.常常#♯        'IJGく 16′ 5)′ G(1「

‐
.6).6(1`‐ 7):

430 LPRINT USINGHキ 帯キ常.静 #キ‖",C(16,0):LPRINT T8B(11)i"2.65/卜1    1

440 LPRINT りSINGH鈴 ,中常♯#",C(17,4),:LPRINT り  「1才 Mノ }1   111

450 LPRIHT USINGHl.‖ 常‖♯([′ G(17′ 5)り lLPRINT TRBく 46),12.`5/N   :
460 LPRINT USINGH‖ `#中十#‖ ,C(17′ 7),:LPRINT口   M*M′ ll   ‖

,

470 LPRINT USING‖ 1.絆常‖キ"り G(17,8):LFRINT T88く  ,),"MID,S.F =  l`′
480 LPRINT USINC"常

`キ
キ●♯‖,G(13.4)FiLPRINT‖  (0)―    i

490 LPRINT USING"‖ ‖キ。キ‖■♯‖,G(18‐ 5),′ LPRI卜lT Tneく 45)11:‖ 10,3.F = |:
500 LPRINT USINGH‖ .111+"′ Gく 1817),:LPRINTHく 0)―  ‖:                    

小510 LPRINT USING‖ ♯‖中.十‖♯帯|,G(1318)

520 LPRI卜lT TRB(10),‖ :1り LTIPLIER                〔|:LPRINT りSING'1常 常.彗 II#お
イ |:11 - 朴 へ`  ́｀

530 LPRI1lT TnS(15),“ ‖りLTIPLIER               I i:LPRINT l」 SIN31`十 #.1常 ギ111,1

540 LPRINT TRB(21), 'D.=‖ ,:LPRI卜 IT I_IS I卜 lG lキ♯キ.絆常#  絆十キや,キ #十 #1,FllGく こ0.5):

550 LPRINT TRS(55)|・ [:.=lll lLPRI卜lT 」SI}13・ ##常 .十♯#  1キ#|.♯帯おキ11F3.こ くこ
= 3)

550 LPRI卜lT TRB(10)IHL。 日.M RT O.5卜1卜:L =        "|ILFRIド
‐
 LSIN`|#‖ .|♯ IIII.|こ こヽ1.51

570 LPRINT TF8(41).1'L.5。
'1 

∩T l.0'1,〈L =          しFFI卜 17 tiIヽこ ##.♯キ#キ  13(こ 1 3)
500 LPRINT  LF RINT :LP'1卜 lT

(以 下繰返 しのため省略 )
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7 EII SPLRCE「 ■巨 N丁 ′ KB FI NE2 r4工 DsHIP一 E:

TOTttL       VERTICnL            HOR 1 201lTЯ L
CiI IPT` DISPTS. PART  MOllE卜 lTS  K3    ,nRT  ‖OME‖ rS 11.3.0

3.L   -0.500卜 l‖L   19.043         0.275   5.238        1.865  35.525
0.500:|1lL               19.048         0,000 0.275          0.000 1.865

0.500:1-1.000‖‖L   37.464         0,761  20.510        2.209  82.758
1.IF」 III口 L               56.512        33.748 0.597        113.283 2.0,3

1.00014-2.000‖llL   97,315         1,522 148.113        0.405  0,.413
2.00011‖ L              150.827       131.862 1.102        157,695 1.025

2,00011-3.00014:Jし   118.10,         2.510 2,6.454        1.038 217,004
3.000MレlL              271.986       478.315 1.75,        374,779 10378

CRUISER RPPE卜ID.    1.788         2.654   4.745       13.F.90  24,492
3.Oll‖L(Cr)            273.724       483.061 1.765        3,9.272 1.459

10 01rl I(10,10),I多 (1011)
21 F□R こ=l T0 10:RERD ll(Z.1):卜 lEXT Z
30 DttTR B.L   ―ら.500111lL∫ |.5'ウト11lL,1.50014-1.0'そ 卜1,1し ,1`00111卜lL,1,00111-2.薔 0011,,lL

40 0角 T局  こ,000N卜:LIこ ,00011-3.0001'1‖ L′ 3.000卜 1‖L.CPL13EP 8PFE‖ |.11,OMル lLI=:・ ン

50 1HP」 Tl日 .L-0.500111lL I ウI=PT.'11111,2〕
61 11lFUT"0.511-1.0‖ 1lL  / 'I=FT,り 111(3,2｀

アI I卜lP」 T'1.|'1-■ ,O14:JL  ノ DISPT.1,1(5′ 2シ

80 1HPl」 T12.Oll-3.ID111lL / DISPT.'1‐ 117.こ ｀

90 1卜IPり TI Cr ttFFENI.  プ [ISPT,1'IIく ,.2
100 1HFり T'3.L-0.5111lL /' PttRT КBJ:I(1′ 4)
110 1HPUTlil.5:1-1.0!1■ L ノ PRFT K8・ 1113.4)
121 11lPUT ll.0)|-2.OH卜 IL ノ PnRT レ(8'II(5,4)
130 1‖ PUT1 2.||'1-3.0:1‖ L ノ F∩RT KBII,I(7.4)
141 1NFりT'Cr nPPEllD.  ノ PnRT KBIl,I(3,4)
150 1卜 lPUT‖ 8.L- 0,51lLIL ノ PnRT IIID.S,B::,1(1,7)
110 1卜 IPUT‖ 0.5M-1.Oll‖ L ノ FЯ RT llID.S.BHII(3,7)
170 1卜lPUT'1,0‖ -2.0“ llL ノ PnRT ‖ID.S.B“ II(5,7)
100 1NPじ T"2.0‖ -3.OM‖ L ノ PЯRT ‖IE'.S,8 ,I(717)
190 1卜 IPI」 T'Cr nPPE卜1[. / PnPT MID.s,日 '1.Iく 9,7)
200 1く こ13)=I(1′ 2):1(4,3)=I(2,3)+I(312)I(`,3)=I(4,3)+I(5,こ )

210 1(3′ 3)=I〈 6′ 3)+I(7,2):I(1013)=I(3,3)● I(_9,2),I(2,5)=I(1,3),I(2,8)=I(1,8,
120 FOR Z=l T0 10 STEP 2:Iく Z15)=Iく こ12ン 車I(214):I(1,3)=I(212)*I(2,7):卜 lEXT Z

230 1(415)=I(1,5)+1(3′ 5)II(6,3)・ I(4`5)+I(5,3)IIく 3′ 5)=1(6′ 5)+I(7,5)
241 1(10,5)=Iく 815)+Iく ,′ 5):I(4,3)=I(1′ S)+I(3,3):Iく

`′

S)=I(4,3),I(513)
●      250 1(8.8)=Iく

`′

8)+I(7,8):I(1018)=I(8′ 3)+I(9,8)IIく 2,6)=I(1,4)II(21')=I(1′ 7)
260 FOR Z=4 T0 10 STEP2:Iく こ′6)=1(2.5)/1〈 Z13):I(21,)=I(2′ 3)/1く こ,3):「lEXT Z

270 LPRI卜lT CHR3(14),‖  7 DISPLnCE‖ ENT, KB ∩ND ‖IDSHIP― B'1:LPRINT CHR5(15)
280 LFRINT:LPRI‖ T T∩日(27),‖ TOTRL       VERTICRL            HOR120‖ TnLl'

ε,O LPRI卜 lT TRB(20),1lD I SPT, DlSPTS, P∩ RT  ‖OMENIS  KB    PART  MIME卜 lTS ‖.SiB'

300 LPRINT :FOR Z=l T0 10
310 1F Z=20RZ=40R2=60RZ=00R2=10 THE‖  60TLn 358
329 LFRINTUSI卜lG‖   ま             &  ■‖#.‖♯十         帯.♯常41り ,Isく こ11)IIく

=,2),Iく
こ′4)|

300 LPRI卜lT USING'l ###.#常‖       ♯#。 キキ中 #ll十 .十帯♯
‖II(二 15),Iく Z,7),I(Z′ 8)

340 GOT0 450
350 LFRINTUSING"     &        &            #キ キ.II#キ        |'iISく こ(1),I(こ ,3)|

3`I LPRI卜lT 」SI卜1嘔
‖
キ#41.III‖  や.Iヽキ        ll l I(2′ 5),1(2,`)i

370 LPRINT USING“ キキ1.常 #苺  十.♯絆単 II11,8),1(こ ,'):卜 IE)〈 T こ

380 EN,
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O Si」「・lr・1日 RY ● F C自 LCI_lL白 TIONS

‖ n T E R  L I 卜l E        O.5 ,1レ1し  1.0 "llL  2,0 :1‖L  3.0 ‖l,lL

F_lllCT10N OF ■,P,RPER         35.145   46.398   69.650   63.190
11nTER PLRN flRERS     (Я レI)   `2,0'0   31.970  1ら 7,148  120,469
レIRTER PLR‖ COEFFI.  (cLl)    o.46,    0.619    0,80,    0,90,
TO‖ PER CM          くTPc)    o。 686    1.840    1.0,3    1.235
Fり llCT 10卜 1 0F MIDSHIP SEC,      4.463   11,923   26.923   41.923
oREn OF MIDSHIP SECi くЯ )     1,439    3.974    3.974   13.,74
111DSHIP COEFFICIEHT  (3 )    |.5,6    0,7,5    0,8,7    0,932
DISPLRCEMENTS                 19.o48   56.512  153.027  270,724
8LOCK COEFFlCIENT    (Cb)     |.281    0.416    0.566    0.672
PRISMnTIc coEFFICIENT(CP)    0.471    o.523    13.631    0,721
VERTICЯL PRIS.COEFF.く CvP〉     0.5,9    0.673    0.700    0,739
DISPLRCEllENT OF SHELL         O.500    0,710    1.151    1.618
DlSPT. INCLり DI‖6 SHELL       19.548   57.230  154,978  275,342
‖ETTED SURFRCE RREnS         69,740  1oO.200  160.400  223.500
C8 日80VE B.L         (KB)    0.275    0.5,7    1,102    1,765
METRCENTER RRDIUS    (8M)    3.919    2.221    1.238    0.866

“

ETRCENTER R30VE B,L.(KM〉     4,194    2,318    2.420    2.631
cB FRr」 M IIェ DSHIP     (M-8〉     0.865    0。 430    0.414    0.684
C―F FROM MIDSHIP    く‖―F)    |。 230    0.259    0.633    1.172
LO‖ Gl.‖ ETRCEo RRDIり Sく BML)   74.529   42,79,   30,218   24.90o
L―M n80VE B.L.      くKML〉     74,804   43.396   31.400   26.665
c14 TRI‖  

“

OHENT      (MTc)    0.586    CI.913    1.754    2.572
TRI14 1.O14 DISPTS.              o.551    0.320    2,829    5,461

1, D Ill 」多(23′ 1)1」 (2315),J19(5).Jl(5)
2F」 FOR 2=l TrJ 231REnO 」串く211):NEXT Z
313 DЯ Ttt FUNCT10N OF ‖.P,日 RER,‖nTER PL∩ H RRE自3     (∩ ld)|‖月TER PLnH COEFFl.   (C‖ )

40 0RTR TON PEP CM くTF C)′ FUHCT10N OF MIDSHIP SE■ ,

50 D∩TR ∩REЯ OF MIDSHIP SEC.(n ),||ェ DSHIP C□ EFFICIE卜 lT  (C )
60 DЯTR ,ISPLREEMENTS ,8LOCK COEFFICIEHT    (Cb〉
70 ,日TR PRISHnTIC CoEFFICIENT(CPン ,VERTICnL PRISoCOEFF.(C、 /P〉

00 D∩ T8 DISPL∩ EEIIE‖T ●F SHELL    ,DlSPT. IHCLI」 DlNr. sHELL
,0 0RTtt llETTED 3りRFRCE RREnS     ,C8 月00ヽ'E B.L         (「 6)
100 DRTR MET∩ CE卜lTER RRDIり S    (311),1lETnCE卜 lTER ∩80VE B,L。 (卜 (l・・〉

110 DRTR CB FROll MIEISHIP     (ll-8)′ C― F FROM llIDSHIP    イ:1-F)

120 DnTR LONGI.}lETRCE. R∩ Dlり S(B“ L).し―:1 800ヽ′E B.L。      (K「 ILン

130 0nTFI Ill TRI‖  lll14E1lT      (llTC),TRI●  1.OM DISPTS,
140 」13(2)=‖ .5 ‖‖L11:」 13(3)=1'1 :|‖ L'||」 13(4)='2 ‖10し

:|:」
13(5)=:'3 )|:Jし

|

150 F□ R ヱ=2 T0 5:PRINT 」15(Z), 1′ ' Fり 1lET.IF II.P.∩ REnS‖ ,:INP_lT 」(1,2)INEXT Z
160 1HPり T月 0.5 il‖ L ノ |IID3HIP RRER' i¨ |(612)

171 F□ R Z=2 T1 5:PRIIIT JlS(2)J"ノ  DI SPLnCEllENTS‖ ,:INPUT 」(8′ 2)|)OEXT Z
180 FOR Z=2 T0 5:PRIHT J19(2), '/' DISPTS. o' SHELLl,II卜 lPI」 T 」(1こ ′Z〉 ::ヽ EXT Z
130 FOR Z=2 T0 5:PRI卜 lT J13く Z),::メ ‖ETTE0 31」 RFnCE ∩RER‖ サ:lNPUT J(14`2)|卜 lEXT 2
200 FOR Z=2 T0 5:PRINT 」1● (2), 'ノ  κB:|:I‖ PUT 」(15,2):HEXT 2
210 1卜 lPUT '0.5M-1.O14口L OFD.5 ノ Fり ilCT.OF ttREn"j」 1(1)
220 FOR ヱ=2 T0 5iPRINT 」1寧くZ)J"ノ BM"F:INPUT J〈 16′ 2):NE卜 lT Z

230 FOR Z=2 T0 5:PRI卜 lT Jll(2),1'ノ  141 DSHIP-8"|:1卜 lPtJT 」(13,2〉 :卜lEXT Z
2413 FOR Z=2 T0 5:FRI卜 lT JlS(2),"/ LONGI.HET∩ .R∩ DIり S(BIILソ i:I卜IPUT 」(2012):卜〈EXT Z
250 FOP Z=2 TO =IPRIHT 」lS(Z).‖ / 1'lID3HIP― F ll:I卜IPUT J(1_Q12):NEXT 2
250 FOR Z=2 T0 5
270 」(2′ Z〉=2*2.65/3*」く1ッ Z〉 :Jく 3,Z)=J(212)/132.ラ :J(4′ Z)=」 (2,2)11,025ノ 10,I卜 lEXT こ

280 」(5′ 2)=」 (612)ネ 3:Jく 5,3)=J(5,2)+」 1〈 1):Jく 5,4)=J(5′ 3)■ 15t_(5,5)=」(5,4)+15
2,O FOR Z=3 T0 5:J〈 612)=」 (5,2)/3:|IEXT 2
300 」1(2)=.5:Jl(3)=11:Jl(4)・ 21:Jl(5)=31
010 FOR こ=2 T0 5
320 」(7′ Z)=Jく 6′ Z〉 /5/Jlく Z):Jく 9′ Z)=Jく 8,2)/132.5′ /1,025/Jl(2)IJ(10′ 2)=Jく ,lZ〉 /Jく アッ2)

300 J(11.2)=Jく
',Z)/J(3J2):J(13′

ヱ)=J(8fZ)+」 (12,2):J(17′ Z)=Jく 15,2)● J(16,2〉

340 Jく 21′ 2)=J(15′ Z)+Jく 20′ Z):Jく 22′ Z)=」 (8`2)来」(20′ 2)/2550
350 」(23′ Z)=J(1',2)*J(4,コ 〉/26.5*1001NEXT Z
360 LPRINT CHR3(14),・  S SUMMRRY OF CRLCり しRT10NS‖ :LPRINT:LPRINT CHR3(15)

370 LPRINT:I      N ∩ T E R  L I N E 0.5 MIJL  l.0 '1日 L  2.O MttL  3.O ht‖ LI

38LR LPRINT
S,O FOR ヱ=1 70 23
400 LPRINT USINGII    &                         ヽ  キ‖‖.キ‖♯",」 S(2,1),Jく Z′ 2)1
410 LPRINT _lSI NG"  #キ 常.♯‖静  十#1.♯‖‖  キ#|.#‖キ111」 (Z13)JJく Z14),J(ご .5):NEヽ T E
420 EI10
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造船工学
船に関する一般的なことがらから、船舶の建造週
程□応じ船の構造と設備、船の理論と設計＼船の
建造・1参理と改造など、造船全般の出要な知識の
すべてを詳細に解説したもので＼学生 。現場技術
者向の絶好のテキスト。 B5・ 4800円 (〒300円 )

商 船 設 計
錮 造船教育石際 編

船舶設。lに出ヽ要な造船学をはじめ＼材料・機械の
知識を解説したもので、商船設計の基礎知識の理
解に役立つ好著。

造船設計便覧 錮造船絵編
〈第 3版〉 一般・材料・基本計画・船設・艤装・

海洋、港澄その他と6章にわけ、造船設計に関す
る最新の理論とデータを集力成したわが国最高の
造舟6言曼言十キ旨釜十。 A5・ 18,000円 (〒400円)

船体構造力学 寺丹雄諺
船体構造要素を対象とした基礎的問題の強度解析
から船体構造解析、マトリックヌ有限要素法まで
最近の研究成果をもとに解説した基本図書。

A5・ 20,00o円 (〒400円 )

理論船舶工学 舞雅信著
広範囲にわたる造船学の諸理論をわがりやすく解
説した船舶工学の決定板。 (B5・ 〒各300円 )

上巻・算法・復原力・進水・積量演」度  4800円
中巻・トロコイド波理論・強度・振動  3500円
下巻・船体動揺・抵抗・推進・旋回   4200円

船舶の基本諸性能を理解できる実用的な入門書。
静水力学的計算から推進にいたるまで多数の計算
lSl・ 図表を入れ解説。  A5・ 3800円 (〒300円 )

鋼船構造 襴嚇
鋼船の構造のすべてを初めて学る人にわかるよう
図面を入れて解説した。 A5・ 1200円 (〒250円 )

船 の構造 遡 腱
船体形状用語の解説がら船こく構造・設。l・ 造船
材料、法規故で解説。  A5・ 1400円 (〒250円 )

197杵 海上人命安全条約
-1974年海上人命安全条約 (正訳)及び1974年

海上人命安全条約の1978年議定書 (正訳)一
運輸省船舶局監修 ∧5・ 6000円 (〒300円 )

A5・ 1200円 (〒250円 )

全国造船教育研究会編

造船 用語 辞典 Ш□臥著 説船舶工学 醐 籠
船の進イヒ・トン数・形状・性質・構造・諸設備・

動力系統など船の正しい知識が理解できるように
写真・図を組合せ解説。 A5・ 2800円 (〒300円 )

輛船体各部 名称 図 実用舟合舶工学 訓 寵

船舶工作
造船材料、現図＼各種工事、検査・試験など船舶
工作の実際がわがる。  A5・ 1500円 (〒250円 )

船 舟白溶 接 羅 発据鶏 |1鋏著

造船における溶援法・ガス切断・材料・設計・施
工などの理解に役立つ。 ∧5・ 1800円 (〒250円 )

造船・造機・設計関係用語細 ,000語を英不0・ 不0英
と図面により解説。   B6・ 2500円 (〒250円 )

池田 勝著 /各種船舶の船体各部名称、旧本構造
名称＼船本艤装名称が立体的作図の絵と英不EIE1/T
によりすぐ覚えられる。 B5・ 3000円 (〒300円 )

舟合の知識 即馴著
船に関する知識を種類・材料・構造・推進・設備
など図面を入れ解説。  A5・ 3200円 (〒 300円 )

船 の常識 出□増人著
造船技術の現実に即芯できるように船体の解説ガ
ら専PⅧ識まで解説。  A5・ 3700円 (〒300円 )

池田 勝著 >小型船造船業法による主1壬技術者向
唯―の設計参考書。 (〒各3oO円 )

高速艇の設計と製図  17,000P3

小型船の設計と製図  15,00昭

小 型 船 設 計 図 集  3500円

舟合舟自煽邑気

日

・ 電 子 工 学 便 覧
剋 船鵬 上、断 者寺望の新版′

最新の電気・電子工学のあらゆる部門
本舶用機関学会 同便覧編集委員会編  を総合して実際に即した知識を盛込み

A5・ 1050頁 22,0∞円(〒400円)  最高の技術水準を集大成した便覧。



学 校 一 覧

区分 校 名 T 所  在 地 電  話 校長名 科長名

東

部

北海道小樽工業
高等高校

047 小樽市最上
1丁 目 29番 l号

(0154)
26-6105(側 千葉  清 久保木庄二

岩手県立釜石
工業高等高校

026 釜石市大平町
3丁 目2番 1号

(0193)
22-6029 高橋 寿郎 菅原 基治

神奈川県立横須賀
工業高等高校

268 横須賀市公郷町
4丁 目 10番地

(0468)
51-2122 林  義郎 西川  廣

二重県立伊勢
工業高等学校

516 伊勢市神久
2丁 目7番 18号

(0596)
2る -2264 堀  正生 土屋 末男

中

立
ロ

神戸市立神戸
工業高等学校

654 神戸市須磨区西落
合 1丁目1番 5号

(078)
792-5095 佐々部 昴 上野健治郎

兵庫県立相生
産業高等学校

678 相生市千尋
10番 50号

(07912)
2-0595 藤田 国雄 竹内 弘憲

徳島県立徳島東
工業高等学校

770 徳島市大和町
2丁 目2番 15号

(0886)
53-3274 大賀  清 今枝 靖雄

高知県立須崎
工業高等学校

785 須崎市多の郷和佐
田甲4167-3

(08894)
2-1861 西村  博 合田 正寛

西

部

島根県立松江
工業高等学校

690 松江市古志原町
500

(0852)
21-4164 江角  静 神田 黄道

広島県立
因島北高等学校

(機械科 )

722
-21 因島市重井町長浜

5576-1
(08452)
4-1281～ 2 内田 憲至

造船担当
連絡係
桝井 真介

広島県立
木江工業高等学校

725
-04

広島県豊 田郡
木江町大字沖浦

1980--1

(08466)
2--005500715

0089
門田 秀夫

山口県立下関中央
工業高等学校

下関市後 田町
4丁 目 25番 1号

(0862)
26-4117 松尾 慶治 福田  豊

長崎県立長崎
工業高等学校

852 長崎市岩屋町
637番地

(0958)
56-0115 島田 高博 甲木 利男

瑣 浦 高 等 学 校
(機械科 )

850 長崎市伊良林
2-13-4

(0958)
26-1261～ 6

宮本 正之
緒続 速雄
連絡係
ノ!ヽ 111フトリにはR

伊万里学園
高等学校

(工業科 )

848 佐賀県伊万里市
立花町 86番地

(09552)
2-6191 植松 泰勇 久原 雅廣



北 海 道 小 樽 工 業 高 等 学 校

1.沿  革

昭和 14年 3月 30日   北海道庁小樽工業学校として開校、設置学科・ 採鉱科・機械科・応用
化学科 (修業年限 3年 )

昭和 18年 3月 13日  電気科設置

昭和 21年 3月 30日  修業年限を 5年に変更

昭和 23年 4月 14日  小樽市工業学校造船科・ 建築科を受け入れる

昭和 24年 4月  1日   普通科程を設置

昭和 25年 4月  1日   総合高等学校制度を採用して名称を北海道小樽千秋高等学校 と改称す
る

昭和 27年 4月  1日  採鉱科の募集停止、機械科 2学級となる

昭和 34年 4月  1日   普通課程 1学級増と電気通信課程の新設

昭和 38年 4月  1日  電気通信科を電子科 と名称改称

昭和 41年 4月  1日  普通科募集停止並びに土木科新設

昭和 43年 4月  1日  北海道小樽工業高等学校 と改称

昭和 45年 9月 21日   開校 30周年記念式典を挙行する

昭和 53年 12月 19日   体育館改築落成

昭和 54年 9月 23日   開校 40周 年記念式典を挙行

昭和 ,5年 6月 4日   校舎改築起工

2.設置学科及び定員

全 日 告1 定  時  制

学  科 造  船 機  械 工剤 畔 電  気 建  築 電  子 土  木 電  気 機  械 建  築

定  員 40 40

1年
2 年

3年
4 年

40

67

64

80

79

77

69

68

66

40

40

38

40

41

68

40

69

69

41

67

41

11

9

10

7

12

16

11

6

11

10

11

7

計 266 119

3.造船科教育課程表 (S56年度より実施 )

教
科 国 社 数 理 保 。体 外  語 普

通

科

目

計

工   業 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

合

マ

詠

国
　
瓢
ｍ
　
Ｉ

国
　
義
呻
　
Ｉ

国

語

表

現

現

代

社

会

地

理

世

界

史

数
　
学
　
Ｉ

基

礎

解

析

微

分

積

分

確

率

統

計

理
　
科
　
Ｉ

P/」

理 学

体

育

保

健

美

術

I

美
　
術
　
Ⅱ

英
　
雲
中
　
Ｉ

英
　
三
中
　
Ⅱ

英

IB

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学
計

1 4 4 6 1 2 6 2 8 2

2 3 3 る 1 4 4 2 4 2

2 (21

６

０ (21

２

０
4 (21 8 ‐６

②
2

計 8(21 9 9(21 6  (21 9(21 2(21 7(21
５０
②

6 8
４

０
“
②

6
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施   設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410″ 165″

機械工 作実 習 室 500

計測・ 告」御実習室 340

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200

運転・ 性能実習室 660

工業 管理実 習 室

4.造船科施設・ 設備の現況

1.沿  革

昭和 14年 4月 24日

昭和 15年 12月 5日

昭和 19年 4月  1日
昭和 23年 4月  1日
昭和 24年 4月  1日
昭和 25年 4月  1日
昭和 27年 4月  1日
昭和 38年 4月 1日

昭和 39年 4月  1日
昭和 49年 3月

2 設置学科および生徒数

施 設 充 実 床 面 額

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対 象充実 金額

″  充 実 率

補助対象外設備金額

共用減後基準面積

466″

170%

98,536,000円

93,609,000円

9,661,800円

106%)124%

1,915 300円

2,546″

岩 手 県 立 釜 石 工 業 高 等 学 校

釜石市立工業学校 として創立

釜石市大平地区に新築移転

岩手県立釜石工業学校 と改称

学制改革 により岩手県立釜石工業高等学校 と改称、造船科新設

岩手県立尾崎高等学校 と改称

釜石高等学校商業部を分離合併、尾崎高等学校工業部 と改称

岩手県立釜石工業高等学校 と改称、商業部を分離

機械科 1学級増募、電子科新設

土木科、工業化学科新設

溶接・ 板金実習室、材料試験実習室を設置

学  年 造  船 機  械 電 気 1電 子 工業化学 土 木 1 合  計

定  員 200 1 20  1  800

1 年

2   4F

3    ■F

69

65

る1

41

71

71

69

40

66

40

66

67

40

38

62

40  1  269

:i  l   :::

計 115 116 119  1   745
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施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410″ 165″

機械工 作実 習 室 500

計測・ 制御実習室 540

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200

運転・ 性能実習室 660

工業 管理実 習 室

4.造船科施設・ 設備の現況

1.沿  革

昭和 14年 4月 24日

昭和 15年 12月  5日
昭和 19年 4月  1日
昭和 23年 4月  1日
昭和 24年 4月  1日
昭和 25年 4月  1日
昭和 27年 4月  1日
昭和 38年 4月  1日
昭和 39年 4月  1日
昭和 49年 3月

2.設置学科および生徒数

施 設 充 実 床 面 額

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対 象充実 金額

″  充 実 率

補助対象外設備金額

共用減後基準面積

466/

170%

98,536,000円

93,609,000円

9,661,800円

105%)124%

1,915 300円

2,546プ

岩 手 県 立 釜 石 工 業 高 等 学 校

釜石市立工業学校 として創立

釜石市大平地区に新築移転

岩手県立釜石工業学校 と改称

学制改革 により岩手県立釜石工業高等学校 と改称、造船科新設

岩手県立尾崎高箸学校 と改称

釜石高等学校商業部を分離合併、尾崎高等学校工業部 と改称

岩手県立釜石工業高等学校 と改称、商業部を分離

機械科 1学級増募、電子科新設

土木科、工業化学科新設

溶接・ 板金実習室、材料試験実習室を設置

学  年 造 船 機  械 電  気 電  子 工業化学 土  木 合  計

定  員 200 120 800

1 年

2 年

3 年

69

55

61

69

40

36

115

40

66

67

40

68

62

40

38

31

269

258

248

計 110 745
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3.造船科教育課程表 (S57年度より実施 )

4.造船科施設・ 設備の現況

1.沿革の概要

昭和 16年 2月 18日

施 設 充 実 床 面 積

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対象充実 金 額

″  充 実 率

補助対象外設備金額

共用減後基準面積

1,102″

465%

98,536,000円

93,609,000円

23,658,100円

253%

112,200円

2,546″

昭和 16年 4月

昭和 18年 4月

昭和 19年 4月

昭和 23年 4月

昭和 33年 4月

昭和 44年 4月

神 奈 川 県 立 横 須 賀 工 業 高 等 学 校

設立認可、名称神奈川県立横須賀工業学校
学科 : 機械科、電気科、修業年限 5年

横浜市中区大岡町 610番地、 ネ申奈川県立商工実習学校内、仮校合に
て開校

造船科設置

校舎一部完成、現在地に移転

学制改正により、神奈川県立横須賀工業高等学校 と改称
学科 : 機械科、電気科、造船科、修業年限 3年

化学工学科設置 (昭和 48年 4月 女子入学可となる )

校合改築完了

1日

1日

6日

1日

1日

教

科 国 語 社 会 数  学 理 保・体 外 語 普

通

科

目

計

工 業 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

合

計

ゞ

詠

国
　
五
四
　
Ｉ

国
　
轟
中
　
Ⅱ

現

代

社

会

世
　
界
　
史

数

学

I

基

礎

解

析

微

分

積

分

理
　
科
　
Ｉ

体

育

保

健

美

術

英
　
三
中
　
Ｉ

英
　
奎
”
　
ⅡＡ

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

機

械

工
作

原
　
動
　
機

1 4 2 2 1 2 21 6 2 2 9

2 2 2 6 1 6 4 2 2

3 2 2 3 4 2

計 8 9 8 6 7 4 8 5 40

施   設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410/ ２
ｍ

機械工作実 習 室 500 0

計測・ 制御実習室 340

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200 446

運転・ 性能実習室 660

工業管理実 習 室 0



学  科 造   船 機  械 電   気 化学工学 計

定  員 120 240 240 240 840

1年

2年

3年

45

60

27

81

77

71

81

82

78

88( 45)

76( 42)

67( 26)

295( 45)

262( 42)

246( 26)

計 102 229 241 228(113) 800(116)

()内は女子内数

2.設置学科及び生徒数

4.造船科施設・ 設備の現況

施 設 充 実 床 面 積

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対象充実金 額

″  充 実 率

補助対象外設備金額

共用減後基準面積

9224/

676%

98,536,000円

93,609,000円

13,394,500円

145%

3,801,700円

2,546″

3.造船科教育課程表 (S57年度より実施 )

教

科 国 語 社   会 数 学 理科 保 。体 外 語 普

通

科

目

計

工 業 工

業

科

目

計

選

択

科

目

教

科

外

活

動

△

計

マ

ヘ

国
　
奎
中
　
１

国
　
奎
中
　
Ⅱ

地

理

日
　
本
　
史

政
　
。

経

倫

理

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ｉ

理
　
科
　
Ｉ

体

育

保

健

立日
　
楽
　
Ｉ

英

I

英 工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

1 2 2 1 2 2 1 8 2

2 4 4 2 1 6 2

3 ２ ‐

一

2 8 2

計 , 9 6 9 2 7 8 2 15 65 4 6

施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410/ 2772ゲ

機械工 作実 習 室 500

計測・ 制御実習室 640

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200 6002

運転・ 性能実習室 660 450

工業 管理実 習 室 100
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三 重 県 立 伊 勢 工 業 高 等 学 校

1.学校の沿革

明治 29年  5月 22日  大湊工業補習学校として創設、造船科設置

明治 32年 4月  1日  大湊造船徒弟学校、機械科増設

昭和 3年 4月 12日   大湊町市工業学校となる

昭和 18年 12月  1日  宇治山田市立大湊工業学校となる

昭和 21年 4月  1日  建築科増設

昭和 23年  5月 23日  三重県宇治山田実業高等学校に合併され県立となる

昭和 24年  4月  1日  三重県宇治山田高等学校河崎校舎として普通課程 と総合さる

昭和 25年  4月  1日  二重県宇治山田商工高等学校として普通課程分離

昭和 30年 4月  1日  三重県立宇治山田商工高等学校と改称         .
昭和 33年 4月  1日   分離独立、三重県立伊勢工業高等学校と称す

昭和 37年 4月  1日  電気科・ 工業化学科増設

昭和 49年 3月 31日   造船科実習棟完成

2.設置課程及び定員

学 科 造  船 機 械 建  築 電  気 工業化学 計

定  員 660 240 120 960

1年

2年

3年

40

40

66

120

117

115

40

40

37

８

　

７

　

７

40

40

38

621

616

600

計 650 266 967

3.造船科教育課程表 (S57年度より実施 )

教
科 国 社 数 理 保・体 外 語 普

通

科

目

計

工 業 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

合

計

ゞ
ま

国
　
三
中
　
Ｉ

国
　
≡”
　
Ｉ

現

代

社

会

地

理

世
　
界
　
史

数

学

I

基

礎

解

析

微

分

積

分

理

科

I

理
　
科
　
１

体

育

保

健 楽

英
　
雲
ｍ
　
ｌ

英
　
雲
四
　
１

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

電

気

基

礎

溶

接

1 2 5 4 2 1 2 26 2 2 2

2 2 2 6 6 2 2 1 1 2 18 6 2 2 2 2 34

3 6 る 6 6 7 2 2 64

計
9 11 9 3 2 2 102
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施   設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410/ 564/

機械 工作実 習 室 500

計測・ 制御実習室 340 108

整 備 実 習 室 500 0

建 造 実 習 室 200 668

運転・ 性能実習室 650 る89

工業 管理実 習 室 100

4.造船科施設・ 設備の現況

施 設 充 実 床 面 積     1,741/

同   充 実 率      726%

設 備 基 準 金 額  98,536,000円

共 用 減 額 後 金額  93,609,000円

補助対象充実 金額  29,484,000円

″  充 実 率    61.5%

補助対象外設備金額    450,000円

共用減後基準面積      2,546″

神 戸 市 立 神 戸 工 業 高 等 学 校

1.学校の沿革

“

)神戸市立松野実業学校

昭和 13年  4月  本校の前身神戸市立松野実業学校は 2年制乙種実業学校 として、機械・

電気・ 工芸・ 商業の各科を併設 して長田区松野通に創立された。

(・l 神戸市立第一工業学校

昭和 18年 4月   甲種工業学校 に昇格 し、校名を神戸市立第一工業学校 と改称する。

|》 神戸市立第‐機械工業学校

昭和 19年  3月  建築科を廃 し電気科を分離 して、校名を神戸市立第‐機械工業学校 と改
称する。

0 神戸市立第一電気工業学校

昭和 19年 4月  分離 した電気科は第一電気工業学校 として創設され、校舎を兵庫区会山
町 3丁 目に設置。

問 神戸市立第一工業学校

昭和 21年 4月  第一電気工業学校は造船工業学校 と統合し、神戸市立第一工業学校 とな
る。

昭和 21年 12月  第一機械工業学校は国立工事に校舎をゆずり、兵庫区吉田町 1丁目55に
移転する。

昭和 23年 4月  学制改革で第一機械工業、第一工業両校共に工業高等学校 となる。

い 神戸市立神戸工業高等学校

昭和 23年 9月  両校共兵庫区吉田町 1丁目55番地にて統合 し、校名は神戸市立神戸工業

高等学校 となる。

昭和 26年  8月   通商産業省告示第 315号により、神戸市立第一工業学校は電気事業主任

技術者資格検定規則第 15条による第三種の認定学校 に加えられる。

昭和 37年 4月  電気科電気通信科を分離 し現在地に移転する。電気科電気通信科は、神
戸市立御影工業高等学校 として創立される。

昭和 55年 4月  須磨区西落合 1丁 目1-5に 移転 し、造船科を自動車・ 造船科 に名称を

変更。新たにインテ リア科を新設 し、機械科、 自動車・ 造船科、インテ

リア科で発足する。
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2 学年別、学科別、学級数、生徒数及び定員

3.造船科教育課程表 (S56年 度より実施 )

4 造船科施設・設備の現況

(含 自動車関係を含む )

計

680

246

256

186

施 設 充 実 床 面 積

同    充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補 助 対 象 充 実 金 額

″  充 実 率

補助対 象外 設備金 額

共 用 減 後 基 準 面 積

1,511″

5,6%

98,536,000 P9

93,609,000円

58,381,900 円

62.4%

999,750円

2,546″

造船・ 自動車 機 械  | インテ リア

る8  1  126

80

41

69

80

教
科 国 語 社  会 数  学 理 科 保・体 外語 普

通

科

目

計

工 業 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

△

甲

ま

国
　
三
中
　
Ｉ

国
　
雲
中
　
Ⅱ

現

代

社

会

地

理

政

経

数
　
学
　
Ｉ

基

礎

解

析

微

分

積

分

理
　
科
　
Ｉ

理
　
科
　
Ⅱ

体

育

保

健

美

術

英 工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

機

械

工

作

機

械

設

計

電

気

基

礎
計

1 4 4 5 1 2 2 2 2 2

6 6 1 2 6 4 1 2

2 2 2 7 4

計 8 9 9 2 7 0 2 2 2

施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410″ 680/

機 械工作実 習 室 500 499

計測・制御実習室 640

整 備 実 習 室 5o0 0

建 造 実 習 室 200 190

運転・性能実習室 660 665

工業管理実習 室 100

2,680 1,511



兵 庫 県 立 相 生 産 業 高 等 学 校

1.学校の沿革

昭和 19年 2月 11日  相生市那波丘の台に相生市相生造船工業学校設立認可 (定員800名、
修業年限 5カ 月、学級数造船科 10、 機械科 5、 電気科 5)

昭和 20年 4月  1日  県営移管となり、兵庫県立相生造船工業学校と改称

昭和 20年 12月 18日  校地を現在の所に移転

昭和 23年 4月  1日  学制改革により兵庫県立相生工業高等学校と改称

昭和 24年 4月  1日  機械科および電気科の生徒募集を停止し、造船科のみ2学級の生徒募
集認可

昭和 26年 4月  1日  設置課程の内容一部変更され、造船科 1学級、機械科 1学級の生徒募
集認可

昭和 27年 4月  1日  機械科 1学級増加の認可、定時制課程新設 (定員 360名、修業年限
4カ 年、学級数機械科 4、 普通科 4)

昭和 34年 4月  1日  相生市相生高等学校を合併し、校名を兵庫県立相生産業高等学校と改
称

昭和 37年 4月  1日  昼間定時制機械科新設 (定員320名、修業年限4カ 年 )

昭和 38年 4月  1日  商業科2学級(定員80名 )増認可、本年度より家庭科を被服科と改称

昭和 38年 11月 29日  商業科校舎竣工

昭和 41年 12月 10日  溶接工場増築

昭和 49年 11月  3日  創立 30周年記念誌刊行、記念文化祭開催

昭和 52年 4月  1日  全国制普通科 2学級募集停止、昼間定時制機械科 2学級募集停止

2 設置学科及び生徒数

学 科 造  船 機  械 被  服 商  業 計

定  員 240 915

1年

2年

3年

40

67

67

80

80

76

45

45

45

167

166

166

602

295

291

計 266 165 403 888

3.造船科教育課程表 (S57年 度 より実施 )

教
科 国 語 社 会 数 学 理 科 保。体 外 普

通

科

目

計

工  業 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

△

計

マ

卦

国
　
雲
中
　
Ｉ

国
　
轟
ｍ
　
ｌ

国

語

表

現

現

代

社

会

日

本

　

史

数
　
学
　
Ｉ

基

礎

解

析

理

科

I

理

科

I

体

育

保

健

工 英
　
三
”
　
Ｉ

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

電

気

基

礎

情

報

技

術

物

理

英

I

1 4 2 1 2 6 22 4 2 2 2

2 2 2 1 2 1 2 6

3 2 2 2 6 2 19 2 64

計 8 2 7 8 4 2 45 102
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施   設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410プ 299″

機械工 作実 習 室 500

計測・ 制御実習室 640

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200 686

運転・ 性能実習室 660

工業管理実 習 室 0

4.造船科施設・ 設備の現況

施 設 充 実 床 面 積

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補 助対象充実金額

〃  充 実 率

補助対象外設備金額

共用滅後基準面積

1,029/

404%

98,536,000円

93,609,000円

26,070,600円

279%

5,426,800円

2,546″

1 学校の沿革

昭和 12年 4月  1日

昭和 16年 4月  1日
昭和 17年 3月 31日

昭和 18年 2月 17日

昭和 23年 3月 31日

昭和 23年  4月  1日

徳 島 県 立 徳 島 東 工 業 高 等 学 校

4月  1日

4月  1日

徳島市立工芸青年学校設立、木材工芸科、塗装工芸科の 2科を置 く

徳島市立工業学校設置、木材工芸科、金属工芸科の 2科を置 く

金属工芸科を廃上 し、機械科を設置する

採鉱治金および造船科を設置する

採鉱治金科を廃止する

徳島市立工業高等学校設置、木材工芸科、機械科、造船科の 3科 を
置 く
徳島県徳島工業高等学校設置せられ、徳島県工業高等学校 (矢三町)

と徳島市立工業高等学校 (大和町 )は統合せられて 1校 となる
た ゞし、大和町校舎 を東校 と称す

電気科増設 される

独立 して徳島県立徳島東工業高等学校 となる

木材工芸科、機械科、造船科、電気科、電気通信科の5科を置 く

電子応用科新設される

定時制電気科設置される

木材工芸科 を産業工芸科 に、電気通信科を電子科に改称 される

創立 30周年記念式典挙行する

造船科実習工場改築完了

産業工芸科 をインテ リア科 と科名改称、電子応用科の募集を停止 し、

情報技術科を新設、定時制課程に徳島総合高等職業副‖練校 と連携の

技能連携科 (電気 0機械 )を新設

定時制の募集を停止す る

昭和 24年

昭和 31年

昭和 32年

昭和 33年

昭和 38年

昭和 42年

昭和 46年

昭和 48年

1日

1日

1日

22日

22日

1日

4月

4月

4月

2月

6月

4月

昭和 53年  4月  1日



2.設置学科及び生徒数

学  科 造  船 インテ リア 機  械 電  気 電  子 情報技術 計

定  員 105 240 115 105 105 765

1年

2年

3年

29

65

22

67

40

29

80

77

78

55

59

69

66

42

29

51

40

62

248

276

229

計 86 106 265 116 107 10る 750

3.造船科教育課程表 (S57年度より実施 )

教
科 国 語 社  会 数  学 理科 保・体 外語 普

通

科

目

計

工 業 工 教

科

外

活

動

合

計

ず

き

国
　
三
中
　
Ｉ

国
　
雲
中
　
Ｉ

現

代

社

会

世
　
界
　
史

地

理

数
　
学
　
Ｉ

基

礎

解

析

微

分

積

分

理
　
科
　
Ｉ

体

育

保

健

美
　
術
　
Ｉ

英
　
轟
¨
　
Ｉ

英
　
三
中
　
Ⅱ

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

機

械

設

計

原
　
動
　
機

電

気

基

礎

業

科

目

計

1 4 2 4 6 1 2 3 6 2 2 2 9 2

2 2 2 2 2 1 2 15 6 2 6 2

3 2 2 4 2 2

計 8 8 9 2 7 8 9 4 2 42 96

4.造船科施設・ 設備の現況

施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410″ 410/

機械工 作実 習 室 500 0

計 測l・ 市U御実習室 540

整 備 実 習 室 500 0

建 造 実 習 室 200 480

運転・ 性能実習室 630 245

工業管理 実 習 室 100 0

施 設 充 実 床 面 積

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対象充実 金 額

″  充 実 率

補助対象外設備金額

共用減後基準面積

1,174/

46.1%

98,536,000円

93,609,000円

23,818,000円

25.4%

7,500円

2,546″
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高 知 県 立 須 崎 工 業 高 等 学 校

1.学校の沿革

昭和 16年 2月   文部省告示をもつて高知県須崎工業高等学校設立認可、機械科 1種・ 2種を
置 く

昭和 18年 4月   造船科増設

昭和 22年 4月   学制改革 により高知県立須崎工業高等学校 と改称

昭和 27年 4月   電気通信科増設

昭和 34年 2月  化学工業科設置認可

昭和 38年 4月   電気科増設

昭和 40年 4月   電気通信科を廃止 し、電気科を2学級 とする

昭和 42年 4月   新校地買収

昭和 43年 4月   新校地造成工事完了 (33,000/)
昭和 47年 4月   須崎市西糸L町 4-21よ り、新校合の現地須崎市多の郷和佐田5445の 20に

移転、校地 12,000坪 、鉄筋 4階、 3階、須崎湾を見下す高台である      てヽ

2.設置学科及び生徒数

学  科 造  船 1 機  械 化学工業 電  気 計

定 員 1   240
240 720

1年

2年

3年

15

20

26

76

74

67

28

28

26

196

197

192

計 7 225 582

3.造船科教育課程表 (S57年 度 より実施 )

教

科 国 語 社  会 数 学 理科 保・体 外 語 普

通

科

目

計

業工 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

合

計

げ

よ

匡

I

国
　
〓
中
　
Ｉ

現

代

社

会

世
　
界
　
史

地

理

数
　
学
　
Ｉ

基

礎

解

析

微

分

積

分

理
　
科
　
Ｉ

体

育

保

健 楽

英
　
彗
ｍ
　
Ｉ

英
　
轟
”
　
Ⅱ

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

機

械

設

計

1 4 4 2 1 6 6 2 34

6 3 1 2 18 る 6 2 2 64

2 4 上 5 5 2 18 2

計 9 4 2 8 8,11 4 42 6
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施   設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410″ 2592  ″

機械 工作実 習 室 500 9855

計測・ 制御実習室 340 6285

整 備 実 習 室 500 16659

建 造 実 習 室 200 102267

運転・ 性能実習室 660 249665

工業 管理実 習 室 742

姜

4 造船科施設・ 設備の現況

施 設 充 実 床 面 積    924864/

同   充 実 率      666%

設 備 基 準 金 額  98,536,000円

共 用 減 額 後 金 額  93,609,000円

補助対象充実 金額  25,240,300円

〃  充 実 率      270%

補助対象外設備金額   2,042,300円

共用減後基準面積      2,546プ

島 根 県 立 松 江 工 業 高 等 学 校

1.学校の沿革

明治 40年 4月   松江市立工業学校修道館 (松江市南田町 )に 設置

金工部 (鍛工・鋳工・ 仕上工科 )、 木工部 (大工 。指物科 )(徒弟学校規

定による )

明治 41年  4月   県立移管、島根県立工業学校修道館と改称

大正 9年 4月  学校昇格し、甲種工業学校 (3年制 )と なる。設置学科 (機械・ 建築・木

材工芸科 )

昭和 4年 4月  制度変更 (5年制 )

昭和 12年 4月  二部新設 (機械科 )

昭和 14年 4月  電気科設置、夜間部機械科新設

昭和 15年 4月  夜間部電気科新設

昭和 16年 4月  土木科、夜間部建築、機械、電気科新設

昭和 17年 4月  造船科昼夜間部新設

昭和 19年 4月  校名変更、島根県立松江第一工業学校、電気通信・工業化学科新設

昭和 21年  4月  校名変更、島根県立松江工業学校 (第 1・ 2工業合併 )

昭和 23年  4月  学制改革により島根県立松江工業高等学校

昭和 24年 4月  校名変更、島根県立松江産業高等学校 (工業と商業を統合 )

昭和 26年  4月  通信教育部を設置 (昭和 30年 4月 、松江高校へ移管 )

昭和 28年  4月  校名変更、島根県立松江工業高等学校 (商工分離 )

昭和 38年  4月  電気通信科を電子科 と科名変更

昭和 42年 10月   創立 60周年記念式典

昭和 52年 10月  創立 70周年記念式典



2.設置学科及び定員

全 日 告」 定 時 告1

学 科 造 船 土 木 建 築 機 械 電 気 電 子 工業化学 建 築 機 械 電 気 普 通

定 員 120 120 120 240 240 240 240 160 160 160

1年

2年

3年

4年

る7

69

66

57

42

40

40

38

40

76

79

78

76

84

80

76

86

78

76

82

81

8

17

14

12

5

11

7

8

2

8

10

5

6

6

8

7

計 109 119 118 266 240 267 269 25

3.造船科教育課程表 (S57年 度 より実施 )

教
科 国 語 社  会 数 学 理 科 保・体 外 語 普

通

科

目

計

業工 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

合

計

科

目

学
年

国
　
主
”
　
Ｉ

国
　
義ｍ
　
ｌ

現

代

社

会

地

里

世
　
界
　
史

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ⅲ

理
　
科
　
Ｉ

化

学

体

育

保

健

立
日
　
楽

　
Ｉ

英
　
議
”
　
Ｉ

英
　
三
中
　
Ｉ

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

電

気

基

楚

1 4 2 4 2 1 2 22 2 2 2 64

2 る 2 1 6 4 2 6 15

2 7 2 19 2 64

計 9 2 7 4 2 6

4.造船科施設・ 設備の現況

施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410プ 275″

機械工作実 習 室 500 0

計 測・ 制御実習室 640 0

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200 179

運転・ 性能実習室 660 248

工業管理実 習 室 100 0

施 設 充 実 床 面 積

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対 象充実 金額

〃  充 実 率

補助対象外設備金額

共用減後基準面積

702″

276%

98,536,500円

93,609,000円

17,582,000円

188%

0円

2,546プ
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広 島 県 立 因 島 北 高 等 学 校

1.沿  革

大正 10年 4月  土生町広島県土生実科高等女学校 として開校

昭和 11年 4月  広島県土生高等女学校 と改革

昭和 13年 4月  県移管により広島県立土生高等女学校 と称する

昭和 23年  5月  新制高等学校設置 せられ、広島県土生高等学校 と称する

昭和 24年  4月  再編成により広島県土生高等学校を設置 し、普通科・ 商業科・ 生活科の課
程をお く

昭和 30年 4月  定時制、機械科 (昼間 )設置 (機械 コース・ 造船 コース )

昭和 33年  4月  広島県因島高等学校 と名称変更

昭和 37年  4月  定時制、機械科、因北分校、全 日制 となる

昭和 41年 4月  広島県因島北高等学校 に昇格独立校 となる

昭和 44年 10月   広島県立因島北高等学校 と改称

昭和 50年  4月  造船コースを廃 し、機械科の中で造船 に関する科 目の選択 (6単位 )を設

ける

2 設置学科及び生徒数 (機械科の うち、 2年 より造船教科 目を設ける )

学  科 機 械 科 普  通 家   庭 計

定  員 200 250 120 570

1年

2年

3年

66

68

61

81

90

76

68

69

69

185

197

176

計 558

3.機械 (造船を含む )科教育課程表 (S57年度より実施 )

教

科 国 語 社  会 数 理 科 保・体 外 語 普

通

科

目

計

工  業 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

合

計

ゞ
ま

国
　
奎
呻
　
Ｉ

国
　
三
中
　
Ⅱ

現

代

社

会

日

本

史

世
　
界
　
史

地

理

倫

理

数

学

I

数
　
学
　
Ｉ

理

科

I

体

育

保

健

立
日

楽

美

　

　

　

術

菫

道

英
　
三
中
　
Ｉ

英

Ⅱ

工

業

基

礎

機

械

実

習

機

械

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

機

械

工

作

機

械

設

計

原
　
動
　
鷹

計

測

制

御

1 4 4 2 6 1 ∠ 2 22 4

2 2 ろ 1 2 2 2

2 3 2 5 2 2 2

計 8 5 4 7 4 4 2 2 6

4 施設・ 設備の現況 (機械科 につき省略 )



広 島 県 立 木 江 工 業 高 等 学 校

1.沿  革

大正 8年 6月 13日  広島県豊田郡立造船徒弟学校として設立

大正 10年 1月 18日   広島県豊田郡立木ノ江造船工手学校 と改称

大正 12年 4月  1日  県移管、広島県立商船学校分校木ノ江造船工手学校 となる

昭和 9年 3月  6日  校名を広島県立木ノ江造船学校と改め、造船分科・ 航空機分科をおく

昭禾口16年 2月 20日  造船分科・航空料の2科 をおいて、生徒定員 100名 とする

昭和 18年 7月 16日  広島県立木江工業学校と改める

昭和 20年 10月  1日  航空科を機械科に変更

昭和 23年  5月  3日  広島県木江工業高等学校

昭和 23年  9月  1日  芸陽高等学校を吸収、広島県甲陽高等学校となる

昭和 24年  4月 30日   広島県大崎高等学校となる。造船・ 普通・家庭の3科

昭和 38年  4月  1日  機械科併置

昭和 44年  4月  1日  独立、広島県立木江工業高等学校 となる (造船・ 機械 )

2.設置学科及び定員

定   員 1  年 2    左F 3     4F 計

造 船 15

機  械

計 55

3.造船科教育課程表 (S57年 より実施予定 )

教

科 国語 社会 数 学 理科 保 。体 外国語 普

通

課

目

計

業工 工

業

課

目

計

教

科

外

活

動

合

計

マ

が

国
　
三
中
　
Ｉ

国
　
三
中
　
Ⅱ

現

代

社

会

地

理

数

学

I

数
　
学
　
１

理
　
科
　
Ｉ

体

育

保

健

英
　
三
中
　
Ｉ

英
　
三”
　
Ⅱ

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

教

室

造

船

工

学

機

械

設

計

1 2 4 6 1 2 る 6 2 2

2 2 2 1 ろ 6 6 2 6

2 2 2 2 2 5 6

計 8 8 8 7 2 2 48 6 8
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施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410/ 272/

機械工作実 習 室 500

計 1711・ 制御実習室 640

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200 200

運転・ 性能実習室 650

工業 管理実 習 室

4 造船科施設・ 設備の現況

1.沿  革

明治 43年 3月

昭和 10年 9月

昭和 19年 3月

昭和 24年 3月

昭和 29年 4月

昭和 37年 4月

昭和 39年 4月

昭和 40年 4月

昭和 45年 月

昭和 46年 1月

昭和 48年 4月

2.設置学科及び生徒数

山 口 県 立 下 関 中 央 工 業 学 校

下関市立実業補習学校 として発足、その後校名変更 3回 に及ぶ

下関市立下関商工学校 として甲種に昇格

学制改革により山口県下関実業高等学校 となる

現山口県立下関工業高等学校 と統合、山口県立下関工業高等学校 と改称する

なお、当時本校設置の機械科 を現下関工業高等学校へ移 し、同校の土木科建
築科 を本校へ受け入れ、従来の造船科・ 木材工芸科 を併置する

山口県立下関工業高等学校は三分され、本校を山口県立下関幡生工業高等学

校 と改称する

化学工業科を設置、木材工芸科を廃止 し工芸科を設置する

機械科 を設置

山口県立下関中央工業高等学校 と改称する

HR棟 0管理棟 4階建に改築

造船実習棟改築

工芸科をインテ リア科 と改称する

施 設 充 実 床 面 積

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対象充実 金額

″  充 実 率

補助対象外設備金額

共用滅後基準面積

598ノ

255%

13,394,500円

93,609,000円

27,331,400円

292%

3,999,000円

2,546″

()は女子

学  科 造 船 機 械 建 築 土 木 化学工学 インテ リア 計

定  員 240 120 120 950

1年

2年

3年

40

64

57

79

76

76

40

66(1)

66

40

67

68

70(5)

70 (7)

69(⇒

69(2の

40 (18)

38 (20)

508

296

291

つ

の

Ｄ

２

　

２

　

２

計 228 112(1) 115 20' (17) 117(58) 892 (76)
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長 崎 県 立 長 崎 工 業 高 等 学 校

1.沿  革

昭和 12年 4月  長崎市丸尾町長崎県水産試験場内元水産講習所跡仮校合 として開校 (尋卒
5カ年 )設置学科・ 応用化学科・ 造船科・ 木材工芸科

昭和 15年 4月  新校合 (長崎市上野町 )竣工移転す、第 2本科・ 応用化学科・ 土木科 (高
卒 2カ 年 )併設

昭和 16年 4月  第 1本科・ 建築科増設、第 2本科・ 土木科・ 建築科増設

昭和 16年 5月  第 3本科・ 機械科・ 電気科 (高卒 4カ年 )併設

昭和 18年 4月  第 3本科・ 造船科・ 応用化学科増設

昭和 19年 4月  第 1本科・ 機械科・ 電気科増設

昭和 20年 8月  原子爆弾により全校焼失、職員 27名、生徒 181名 死亡

昭和 20年 10月   大村市杭出津町元二十一海軍航空廠工員養成所の仮校合 に移転

昭和 23年 4月  六三制学制改革により長崎県立長崎工業高等学校 と改称 し、次の課程を置

く。機械科・ 造船科・ 電気科・ 工業化学科・ 建築科・ 木材工芸科

昭和 24年  5月  定時制・ 機械科・ 電気科 。工業化学科の課程併設

昭和 25年  8月  長崎市家野町 100番地に校舎落成

昭和 29年  4月  第 2機械科増設 造船科 0.5学級募集停止

昭和 31年 2月  第 2機械科を自動車科 と改称

昭和 33年 4月  電子工学科増設

昭和 37年 4月   自動車科を機械科 に改称

昭和 38年 4月  電子工学科・ 一学級増設、定時制・ 建築科・ 電子工学科増設

昭和 42年 4月  造船科 0.5学級増募、機械科 0.5学級増募

昭和 46年  3月  長崎市岩屋町 637番地へ新築移転全面完了

昭和 47年 4月  情報技術科増設 電子工学科 1学級募集停止

昭和 48年 4月   工芸科を 1年 よリインテ リア科 とする

__   2.設 置学科及び生徒数

全 日 告」 定 時 市J

学  科 造 船 機 械 電 気
工 業
化 学

建 築
テ

ア

ンイ

リ

子
学

電
工

報
術

情
技 機 械 電 気

業
学

工
化

子
学

電
工

建 築

定  員 240 120 120

1年

2年

3年

4年

39

66

41

81

75

79

40

40

40

41

40

66

41

69

40

41

40

68

41

69

69

41

39

る9

66

22

16

19

25

15

20

10

(募集停止 )

(     
″
     )

(
″
     )

2111

39

31

26

17

計 265



長 崎 県 立 長 崎 工 業 高 等 学 校

1.沿  革

昭禾口12年 4月  長崎市丸尾町長崎県水産試験場内元水産講習所跡仮校舎 として開校 (尋卒

5カ年 )設置学科・ 応用化学科・ 造船科・ 木材工芸科

昭和 15年 4月  新校合 (長崎市上野町 )竣工移転す、第 2本科・応用化学科・ 土木科 (高

卒 2カ年 )併設

昭和 16年 4月  第 1本科・ 建築科増設、第 2本科・ 土木科・ 建築科増設

昭和 16年 5月   第 3本科・ 機械科・ 電気科 (高卒 4カ年 )併設

昭和 18年 4月  第 3本科・ 造船科 0応用化学科増設

昭和 19年 4月  第 1本科・ 機械科・ 電気科増設

昭和 20年 8月  原子爆弾により全校焼失、職員 27名、生徒 181名 死亡

昭和 20年 10月   大村市杭出津町元二十一海軍航空廠工員養成所の仮校合 に移転

昭和 23年 4月  六三制学制改革により長崎県立長崎工業高等学校 と改称 し、次の課程を置

く。機械科・ 造船科・ 電気科・ 工業化学科・ 建築科・ 木材工芸科

昭和 24年  5月  定時制・ 機械科・ 電気科・ 工業化学科の課程併設

昭和 25年  8月  長崎市家野町 100番地に校舎落成

昭和 29年 4月  第 2機械科増設 造船科 0.5学級募集停止

昭和 31年 2月  第 2機械科を自動車科 と改称

昭和 33年 4月  電子工学科増設

昭和 37年 4月   自動車科を機械科 に改称

昭和 38年 4月  電子工学科・ 一学級増設、定時制・ 建築科 0電子工学科増設

昭和 42年  4月  造船科 0.5学級増募、機械科 0.5学級増募

昭和 46年 3月  長崎市岩屋町 637番地へ新築移転全面完了

昭和 47年 4月  情報技術科増設 電子工学科 1学級募集停止

昭和 48年  4月  工芸科を 1年 よリインテ リア科 とする

__   2.設 置学科及び生徒数

全 日 箭U 定 時 告」

学  科 造 船 機 械 電 気
業
学

工
化 建 築

インテ
リ ア

子
学

電
工

報
術

情
技 機 械 電 気

業
学

工
化

子
学

電
工

建 築

定  員 120 240 120 40 40

1年

2年

3年

4年

69

66

41

81

75

79

40

40

40

41

40

66

41

69

40

41

40

68

41

69

69

41

59

69

66

22

16

19

25

15

20

10

(募集停止 )

(     
″
     )

(
″
     )

2111

39

31

26

17

計 265 117 2
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3 造船科教育課程表 (S57年 度 より実施 )

教
科 国 社  会 数  学 理 科 保・体 外語 並

日

通

科

目

計

工  業 工

業

科

目

計

教

科

外

活

動

合

計

甲

ま

国
　
雲
中
　
Ｉ

国
　
義
叩
　
１

現

代

社

会

世
　
界
　
史

政
治

・
経
済

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
１

選

択

理
　
科
　
Ｉ

物

理

体

育

保

健

美

術

I

英
　
三
中
　
Ｉ

英
　
奎
ｍ
　
ｌ

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

機

械

工

作

電

気

基

礎

1 6 4 ろ 6

2 1 1 ろ 6 2 1 1 2 4 2

6 2 2 1 3 7 2 18 64

計 8 7 9 2 6 9 2 4 2

施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410″ 645/

機械工作実 習室 500

計測・ 告」御実習室 640 128

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200 666

運転・ 性能実習室 650 ろ69

工業管理実 習 室 100

4.造船科施設・ 設備の現況

施 設 充 実 床 面 積

同   充 実 率

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対象充実 金 額

〃  充 実 率

補助対象外設備金額

共用減後基準面積

1505プ

591%

98,536,000円

93,609,000円

28,114,400円

600%

318,000円

2.546ガ

1.学校の沿革

大正 14年 4月

昭和 22年 4月

昭和 23年 4月

昭和 24年 4月

昭和 43年 4月

昭和 50年 4月

昭和 54年 4月

昭禾口55年 3月

校学等一局浦瑣

1日

1日

12日

4年制高等女学校 として開校

学制改革 により瑣浦学園中学校 と改称

六三制学制改革 により瑣浦女子高等学校及び瑣浦中学校 となる

瑣浦高等学校 と改称、男子生徒 も募集

工業課程造船科設置

定時制廃止

機械科設置

造船科閉科



2 設置学科及び生徒数

学  科 機  械 普  通 商   業 計

定  員 150 250 150 550

1年

2年

3年

152

95

118

266

248

200

145

90

82

566

466

400

計 665 624 617 1,366

3 機械科教育課程表 (現行 )

教

科 国語 社   会 数学 理科 保・体 外 普

通

教

科

計

業工 工

業

科

目

計
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科
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の
教
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合

計
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い
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典
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史
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英
　
奎
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機

械

実

習

機

械

製

図

造

船

工

学

機

械

設

言|

機

械

工

作

原
　
動
　
機

電

気

一　
般

1 2 5 1 1 6 2 5 8 64

2 1 6 1 1 6 18 4 3 1 14 64

2 2 6 6 5 4 6 6 18

計 9 9 3 1 40

4 造船科施設 0設備の現況 (参考 )

施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410/ る95/

機械工作実 習 室 500 686

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200 560

運転・ 性能実習室 660 110

計測・ 制御実習室 640 160

工業 管理実 習 室 100 0

設 備 基 準 金 額

共 用 減 額 後 金 額

補助対象充実 金 額

〃  充 実 率

補助対象外設備金額

施設基準面積

施設充実面積

同 充実率

98,536,000円

98,536, 000円

16,675,100円

17%
6,460,700円

2,688″

1,608″

60%



伊 万 里 学 園 高 等 学 校

1沿  革

昭和 39年 2月  学校法人伊万里学園伊万里女子高等学校設置認可

昭和 43年 4月  学校名称を伊万里学園高等学校 と改称

昭和 49年 4月   造船科 1学級設置

2.設置学科及び生徒数

施 設 充実 床 面 積 738″

同   充 実 率      228%

設 備 基 準 金 額  98,536,000円

共 用 減 額 後 金 額  93,609,000円

補助対 象充実金 額  13,031,000円

″  充 実 率     16.98%

補助対象外設備金額    752,710円

学 科 定  員 1年 2 年 3 年 計

造

普

船

通

150

750

41 45 119

281

計 900 400

3.工業科教育課程表  (現行 )

教
科

国語 社   会 数学 理科 保 体 外 語 普

通

教

科

計

工 業 工

業

科

目

計

教
科
以
外
の
教
育
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合

計

Ｗ
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典
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学
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数
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1 6 1 る ろ 1 4 1 24 2 2 8 2

1 2 6 1 1 5 2 1 2 2 2

3 2 3 1 5 2 6 4 る4

計 4 4 6 6 6 2 2 4

4.工業科施設・ 設備の現況  (参考 )

施 設 基準床面積 充実床面積

製 図 実 習 室 410″ 145″

機械工作実習 室 500 290

計浪1・ 制御実習室 540

整 備 実 習 室 500

建 造 実 習 室 200

運転・ 性能実習室 650

ェ業 管理実 習 室 100 164 共用減後基準面積 2.546″
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アイ。エイチ・アイ・クラフト株式会社

所  在  地    横浜市磯子区新中原町 1番地

TEL 045-752-1441(代 )〒 235

倉り立 年 月 日    昭和 32年 9月 30日

事 業 の 目 的     1 船艇の製造 ,輸出入 ならびに販売

2 舶用機関,機械 ,同付属器具部品の製造 ,輸出入 ならびに販売

3 強化プラスチック製品の製造 ,輸 出入 ならびに販売

4 上記 に付帯する一切の業務

資 本 の 額       5,000万 円

役     員    代表取締役社長   太 田 晃 平  (T12生 )

(東大船卒・石川島播磨重工業・株退社 )

取 締 役  菊 地 陽 一 (T15生 )

(東大船卒・石川島播磨重工業・株 )

取  締  役   岩 富   EI(S5生 )

(加茂農林高校卒・食品販売 自営 )

取  締  役   片 山 弘 治  (S6生 )

(松江産業高校卒・石川島播磨重工業・株 )

監 査 役  大 嶋 孝 治 (T10生 )

(東大経卒・石川島播磨重工業・株 )

取 引 銀 行    第一勧業銀行 横 浜 支 店

太陽神戸銀行 伊勢佐木町支店

主 要 生 産 品 目    FRP高 速舟艇 (/」
Iヽ_lよ り大型 まで),交通艇 ,監祝艇 ,機動艇 ,

消防艇 ,巡視艇 ,救 命艇 ,プ レジヤーボート,漁船 等

その他舶用付属品, FRP製 陸上機器

沿     革    昭和 32年 9月 30日 パシフイック・ボート(株 )設立

昭和 40年 4月 30日 商号 をアイ・エイチ・アイ・クラフト(株 )と 改称

昭和 55年 4月 1日 現在地に新工場 を建設

従 業 員 数   男 子 58名  _
女 子  7名  

計  65名



陸 に 海 に 空 :こ

信 頼 の 技 術

IHIは 、1853年創 業 以来 130年 にわた り、 さま

ざまな機 器 や 設備 を提供 して い ます。 これ ら

の製 品 は火 力・ 水 力 。原 子 力 な どの発電 プラ

ン トか ら、化 学 プラ ン ト、製 鉄 プ ラ ン ト、荷

役 運搬 設備 、産 業機械 、環境保 全 設備 、船 舶・

海 洋 さらにはジ ェ ッ トエ ンジ ンや宇 宙 ロケ ッ

トまで広 範 囲 にわ た り、 あ らゆ る産 業分 野 で

み な さんの お役 にた って い ます。

IHI
石 川 島 48磨重 互

本社/〒 100東京都千代田区大手町22(新 大手町ビル )

横浜工場労働部/〒 235横浜市磯子区新中原町 1番地 電話

電話 東京(03)2446496(番 号案内

横浜(045)751 23(代表 )



石 川 島 造 船 化 工 機 株 式 会 社

I.S.C(石 川島造船化工機株式会社の英文名 ISHIttAJINIA SIIIIP&tHE皿 帆 PmW oD.,LTD.

の略称 )は 中小型船 ,特 に作業船 の建造 には高い技術 と豊富な経験を誇 っています。

1.S.Cは さらに化学 プラン トをは じめ,関連するあらゆる分野をもあわせ もつ,ダイナ ヾック

な中堅企業で,つねに新 しい時代のパイオニアとしてわが国造船界の一翼を担い,着実に発展

を続けてい ます。

【IS.Cの 特色 】

(1)I.So Cは 多能的な仕事ができる会社です。

(2)Io S.Cは 人間性の尊重を基盤に, 自主管理を推進 している会社です。

(3)1.S.Cは 省力化 と開発に力を注いでいる会社です。

ど

2000 mlド ラグサクシヨ ンホッパー ドレッチャ ーチモール号

納入先 :イ ンドネシア共TE国  全長 :95m 全巾 :134■ 1 ■のこにこ電詈.掃除機の目

のようなものを備えた腕を[底にあずけて泥うりを吸込む'i業を0そ浸手|う て0こ

卑
罐
二
ず

・た■■「一一一ヂ一一一一攀

●

●

会 社 概 要

設立 :昭 和 18年 2月

従業員数 :1,200名
1・ S,C各工場 と内容

造船工場 : 各種しゅんせつ船,港湾用タクホート(曳船 ),杭打船,起重機船 (フ ローティンク・

クレーン ),大型土運船,カ ーフェリー,海洋調査船,エ テレン運搬船等特殊船の建造と修lIE

鉄構工場 : 沈埋函のほかビル鉄骨,橋梁などの 1部陸上]1事が含まれる

横浜工場 :大型タンカー各種プロック (上部構造,台甲板等 ),煙突等の製作修F_L

問合せ連絡先

本社勤労部採用担当宛 〒166東京都江東区新砂 2の 3の 43 TEL 03(644)1111(F部 長288)

資本金 :14億 1千 万円   売上膚i:年商 220億 11

主要生産品 :各 種作業船 ,産業諸機械,鉄構物 , fヒ 学ブラント

●

==E



飛躍・発展を続ける

柿式曹識大 阪 造 船 F“

当社は創業以来「堅実かつ積極」をモットーに着実に発展を続けています。

先年の大不況 も全社一九となって乗 り切 り、現在大阪では唯一の大型新造

船所 として経営を続けています。

海がある限りいつまでも船は必要であり船の需要は続きます。従って将

来の経営の安定と一層の発展を期するため、体力、気力とも満ち温れた人

材を求めています。

会 社 概 要    設    _立l 昭 不li l l年 4月 25 Li

資 本 金  1,100万 円

所 在 地  大 阪 市 港 区福 崎 3J日 1番 201号

事 業 内 容  各種 鋼 船 の建 造 、 改 造 、 修 理 、 陸 上 機 械 、 海 運 等

従 業 員 数  約 870名

待    遇   初 任 給  高 卒 男 102,000円

諸 手 当 家 族 手 当、 役 職 資 格 手 当

昇 給 賞 与  昇 給 年 1回 、 賞 与 年 2回

勤 務 地  大 阪 工場 (大阪 市 )

勤 務 時 間 事 務・ 設計 8時35分 -17時 05分

製       造  8時 05分 -́16時35分

休       憩 12時 00分 -13時 00//1

休 日休 暇  日曜  祝 祭 日、 メー デ ー 、 年 末 年 始 5日 、 第 1.3.5L曜 日

年 次 有 給休 暇 、 慶 弔休 暇 他

福 利 厚 生   制   度  各 種 社 会 保 険 、 財 形 貯 蓄 制 度 、 調 整 年 金 、 給 食 制 度

慶 弔 見舞 金 制 度 等

諸 施 設  独 身 寮 、 総 合 グ ラ ン ド (バ レー 、 テ ニ ス 他 )

そ の 他  各種 ク ラブ 活 動

募 集 要 項   資   格  毎 年 3月 高 校 卒 業 の 者

提 出書 類  所 定 の 統 ‐応 募 書 類

選 考 方法  書 類 選 孝 の上 、 面接 、 試 験 、 後 日連 絡

採 用職 種  技 術 職 設計 及 び製 造 技 術 者

技 能職 現 図 、 罫 書 、 取 付 、溶 接 、 配 管 、 板 金 、機 関 、 組 立 、

電 気 等

書 類 提 出先   〒 552大 阪 市 港 区福 崎 3丁 目 1番 201号

株 式 会 社 大 阪 造船 所  総 務 部 労 務 課

TEL(06)571-5701(大 代 表 )



◇嶽鉾金指礎捕所

本  社

清水工場

豊橋工場

東京事務所

静岡県清水市三保 491の 1(〒 424)
TEL (0546)64-5151

愛知県豊橋市明海町 22(〒 440)
TEL (0532)25-4111

東京都港区芝大門 1-311(〒 105)
TEL (03)468-1601

を必蟄■1偽

豊 橋 工 場



暮らlЙ搭さ

技術の大樹。

に表、,毎、1乍、あ らゆるう)里 f(二 製 Ilメ 1を 送 りIIiし て

100年。り|1山奇,E■ T_は 刻ご手(1オフノごるた重馬灸とLli迦菫し

た技術の結 月1に より、資源 、エネルギー、環境

など、きょうか らあす、 そして未来へ とつ な

がる時 ftの ニー ズに応 えつづ けています。

爾川 崎 重 工
神 戸 本 村  東 京 本 社

船 1白 ′ 車 l1/11空 機 /フ ラントti哺 /機 1式 /発 動 登



任左菫機械工業株式会社
追浜造船所 ● 神奈川県横須賀市夏島町 19番 地 電話

漏場諄ど題 ● 神奈川県横項賀市1声 賀町4丁 目7番 地電話

10468,65-1151

10468'41-2111

所

1大代表 )

(大代表 |

造浜



製鉄 匡コ 匿□

日 本 菱田 管

【日本鋼管の特色 】

★ユニークな鉄鋼総合メーカー  単なる製鉄のみに

とどまらず,造船,プ ラント,産業機械から橋梁な

ど各種鋼構造物にいたる総合メーカーとして,多 角

経営の威力を発揮 しております。

このような企業形態は世界でも3社 しかなく,そ

の中で日本鋼管はもっとも大きく, また進んだ経営

を行なっております。

★技術のパイオニア  世界初の高炉・転炉のコンピ

ュータ制御,大型高炉建設・操業技術の欧米輸出,

多目的専用船,両開きドックの開発など,常に新技

術開発の旗手となり,「技術の鋼管」と評されてお

ります,製鉄・重工・造船 3部門の有機的な連係は,

技術面においても他に類のない総合力を,如何なく

発揮しております。

★ 人間尊重の明るい社風  民間製鉄所の先駆者とし

て体験した幾多の苦難,そ の中に培われたは
各人が

互いに信頼し '尊重し 啓発し, 日標に向かって一

致協力する精神 "が仕事の上に果敢に反映されてお

ります。また民間企業随―をはこる心身にわたる健

康管理は定評のあるところで,常に時代の要請に先

んじて適応していく経営姿勢は明るく活気に満ちた

社風を形成しております。

| ■饉,||||||‐ |■‐■ |

_ ■■ 1__、 .  ■ ‐| ‐

r. ‐    .| ・

li懸魃 |

【会 社 概 要 】

創   立 明治 45年 6月 8日

資 本 金 1,479億 3,660万 円 (56年 3月 )

代 表 者 代表取締役社長 金 尾   貴

従 業 員 35,000名

売 上 高 約 1兆 3,114億 円 (54年 度実績)

事 業 内容 製鉄,船舶新造・修繕,エ ンジン・プレ

ス・圧延機械等各種産業機械製造,各種

プラント製造設置,橋梁 。水管橋・海洋

構造物等各種鋼構造物の製作設置

本   社 東京都千代田区丸の内1-1-2
製 鉄 所 京浜,福 山,富 山,新潟

造 船 所 鶴見,清水.津

営 業 所 札幌,仙 台,新潟,富 山,千葉,静岡,

名古屋,大阪,岡 :L,広 島, 四国,福岡,

沖縄

海外事務所 ニューヨーク, ロスアンセ レス,テ ュソ

セル ドルフ,ロ ンドン, シンカ■―ル
,

香港,バ ンクーバー, リィテジャネイロ
,

ジャカルタ, ヒュース トン

【重工 。造船事業所紹介 】

重工・造船部門は,作業および技術面の関連上,不即

不離の関係にあり,従って作業は共に同一事業所 (造

船所 )の 中で行なわれております。

従来造船所での作業は,船舶の建造に代表されていま

したが,船舶需要の減じた今日,重 二部門の果たす役

割が更に重視される方向にあります。

1 鶴見製作所

横浜港に面し,最大 16ブ」Tま での拍拍白建造 修理

を行なうとともに,エ ンシン.プ レス.ク レーン,圧

延機械などの各種産業機械から各種産業プラント,鋼

構造物の製作を行なっております。

2.清 水製作所

清水港に面し, 3～ 4万 Tの中型船の建造・修理な

らびに,橋梁,油槽,ガス溜類,パ イプ構造物から高

層 ビル鉄骨など鉄鋼構造物を主力とした重工関係製品

の製作を行なっております。

3.津 製作所

伊勢湾に面し,最大 50万 T船舶の建造能力を持つ

とともに,長大橋,重厚構造物,重圧圧力容器,大型

塔槽類から海洋構造物など特に大型重工製品の製造工

場として威力を発揮しております。
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お お き な 声 で 呼 び か け て み よ う 。

海 は 、 空 は 、 大 地 は こ た え て くれ ま す 。

私 た ち の 明 る く、 豊 か な 暮 ら し に 。

一 菱 重 工 も 、 100年 に わ た っ て 培 っ た

幅 広 い 、 お お き な 技 術 で こ た え ま す 。

明 日 を 確 か な も の と す る た め に 。

◆
＾

三菱重工業株 表書 耐
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全 景 】

【旋網漁船・ 498屯・ 54,6進 水 】

会 社 概 要

当社は大正 8年 (1919年 )倉り立以来,鮪延縄

漁船を始め とし,鰹一 本釣,旋網,船尾 トロ

ール等の各種遠洋漁業の代表的漁船の建造を

得意 とするほか, コンテナ船,冷蔵運搬船 ,

海洋調査船,巡視船,練習船,多 目的貨物船

等の国内のみならず世界各国の需要に応えて

シェアを拡大 しつつ,着実な発展を遂げてま

い りました。

叉,主製品の漁船建造を通 じて蛋白食料供給

の一翼を担 うものであ り,石油不安 と経済水

域の拡大化 による操業区域の制限に対処 して ,

経済性を改善す るための省資源船型開発 に努

力 してお ります。特に省エネルギー並びに操

業効率の向上のためには船が行動す る漁場の

特徴に応 じ,凌波性,安全性,耐久性な どに

細心の考慮を払いつつ,常に新 しい施策を講

じてお ります。

今後 とも,技術力の多年に亘 る蓄積を活かし

て,広汎な船主の要望に即応す る船舶を造 る

努力を続けてまい ります。

護 t

本社工場  静岡県清水市三保 3797番 地
T424 TEL 0543 34-5211

倉1立年月 日 大正 8年 6月 13日

生産品目 各種鋼製船舶の2‐i造 7kび 修理

入社後の待遇、初任給

大卒 112,5001月  高卒・・ 子 99、 5001Ч

高卒女子95,000円  馴1練校 93,000～ 96,500111

(昭和 56年 度入社実績 )

昇給 年一回、 賞与 年 ■口|(7月 、12月 )

勤務条件

就業時間 8時～ 16時 (実働 7時間)

(業務の都合により超過勤務あり)

休 憩  H時 30分～12時30分 (1時 間)

休 日  日曜日、国民祝祭日、会社創立記念目

夏期休日、メーデー、年末年始休日

休 暇  年次有給休暇 (最 高20日 )

結婚、忌引など特別休暇

福利厚生

宿 舎  独身寮完備 (全 員入寮可能)

アパート、社宅あり

クラブ活動 野球部、ソフトボール、バレーボー

ル、剣 柔道、釣クラブ等

16部あります。

社会保険  健康保険組合、厚生年金、雇用保険、

労災保険

諸制度   慶弔見舞金制度、退職金、持家制度、

勤労者財産形成法による財形貯蓄及び

借入れ制度あり。

ヽ
静
¨

奮

一
■
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糞   
全 国 造 船 教 育 研 究 会 の 歩 み

  糞
※                          ※
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年 月 日       事         項

昭和 64.6  中国五県工業教育研究集会の機械部会 に造船分科会を特設 し,全国的な集会 と

することになる。

64.8.21  中国五県工業教育研究集会 於山口県立宇部工業高校・林兼造船所 クラブ参カロ

～25 校 16校

あっせん校 下関幡牛T業高等学校 (校長 岡本喜作 ・造船科長 高橋正治 )

① 全国工業高等学校造船教育研究会 (仮称 )の 発足

② 昭和 64年度 会長 松 井  弘 (市立神戸工高長 )

″ 当番校 市立神戸工業高等学校

64.11。 6  全国工業高等学校造船教育研究会発足  加盟校  17校   名簿発行

64.126～14  委員会 (於神戸工高校 )参加校  5校

工業高等学校長協会委嘱による「高等学校産業教育施設設備基準」改訂案作成

65.6.61  第 1回総会 於神戸市垂水 教育研修場臨海荘 出席校 14校  25名
～4.l   ① 名称 を「全国造船教育研究会」と改め,会貝りの承認

②  「船舶構造」 (横須賀 )・ 「船舶ぎ装」 (神戸 )。 「船舶製図」(大 崎 )

の単元,副単元をまとめる。

③ 昭和 35年度 会長 中村春雄 (横須賀工高校長 )選出

④  「高等学校産業教育施設設備基準」改罰案を承認

65 4。    学習指導要領改記開始さる。委員として西川 (横須賀 )参カロ

65.5。 7  役員会 横須賀工高校にて

～ 8   ① 学習指導要領改訂案の協議  ② 産業教育設備改訂案の作成

65。 6.50  文部省 教科書「船舶構造」編集に決定

65.8。 7 第 2回総会 於 熱海市来の宮 日本鋼管寮 参加校 14校  18名
～ 9   0 実習指導上の問題点の研究

・  「船舶工作J「船舶設計」の単元展開を計画

・ 昭和 66年度会長 中村春雄 (横須賀工高長 )を 選出,総 会当番校広島

県大崎高校とする。

55。 9.5  教科書「船舶構造」編集着手

委員 中村着雄 ,大井 浩 (三菱日重 ),沢村鶴松 (横浜国大 ),手塚 敦

(日 本鋼管 ),故吉田精一 (浦賀船渠 )。 四 |1 広・小駒義就

66.2。 26  臨時総会 於相生市 楽 荘々 出席者 吉田編集委員他 11名 (7校 )

～ 27 「船舶構造」第 1次原稿および編集方針の説明・協議

66。 8。 7  第 6回総会 於広島県大崎高等学校 出席 14校  25名
～  9   0 「船舶工作」 。「船舶設計」の単元展開

・ 講演 小型試験タンタの建設について 下関幡牛丁高校 遠山貞之助氏

瀬戸内海水軍の歴史について 大崎高校 田村 清典氏

・ 昭和 57年度会長 中村春雄 (横須賀工高校長 )
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総会当番校 伊勢工業高校選出

る7.2.5  中央産業教育審議会特別委員会 (高等学校の工業に関する学科 の設備基準改訂

に関す るもの )の委員に本会 より西川理事および顧問沢村先生 (横 浜国大 )委

嘱 さる

57.5.28 役員会 (造船科施設設備基準改訂案作成について )於神戸六 甲荘 ,8名 出席

67.8.6 第四回総会 於伊 勢市内宮如雪苑 鳥羽市観光センター

～ 8 参カロ校  15校  26名   不参加校  2校

・ 講演「我が国造船業の現状と見通 しJ

講師 東海海運局船舶部長 米山一郎先生

。 研究協議会 (分科会 )

1.船舶設計単元展開  2船 舶工作単元展開

・ 協議お よび研究発表

1 造船教育に関する調査結果について (伊勢 )

2 造船実習の在 り方 (工作的実習にすることについて )(相生 )

6 各校の設備状況について (調査報告 )

・ 昭和 58年度役員選出

会 長 中村 春雄  総会当番校 大分県佐伯高校

68 6 27 高等学校産業教育の施設 設備 の基準改訂案に関する会議。

①基準改訂案 (第 2次草案 )の施設 。設備の規格お よび設備 の単価の他料 と

の調整 ②施設の配列訂正 ⑤設備 品目の類型化 など協議打合せ。

68 7 20 会誌第 1号発行

68.7.26 役員会 (別府市 紫雲荘 )

～ 29 第 5回総会 ,協議会 ,研究会 (於別府市 紫雲荘 当番校佐伯高校 )

総会出席校  12校  欠席校  5校

昭和 69年度役員 ・ 会 長 中村 春雄  当番校 徳島東工業高校

・ 船舶工作分科会  単元展開をもとにして,指導手引書の編集。各単元

を分担編集 し,プ リン トの発行。

・  船舶設計分科会  単元展開により,徳島大学教授土田先生の原案 によ

り,テ キス トの編集。

・ 協議会  ①実習指導における指導書はどうするのがよいか。 ②教材

の共同印届1について ⑤工場実習について ④機械関係教科を大幅に

取 り入れた造船料教科課程について

る8。  9。 11  広島県尾道高等学校入会

5% 4    「船舶設計」教材用プリン ト印刷発行 (徳島東担当 )

教科書「船舶製図」編集と決定 (文部省 )担 当 下関幡 A「―T高

69. 8.19 役員会 (眉 山荘 )

59 8.20  第 6回総会・協議会 。研究会 (徳島市眉山荘 )
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総会  出席校  16校 (65名 ) 欠席校  2校

・ 昭和 40年度 役員並びに当番校 会長 中村春雄 当番校 釜石工業高校

・  研究協議会

① 第 1分科会 (船舶工作 )②  第 2分科会 (船舶設計 )⑤  研究協

議題について

a 水槽の基準細案 のような ものの作成について

b 実習指導者 と評価について

40。 4    「船舶設計 J。「船舶工作」 プリン ト各校に配布

40。 8。 6～9 高等学校教員実技講習会 (三菱重工業 ,横浜造船所 )参 加者 5名

40,8.1 役 員 会

40。 8。  2 第 7回 総会・協議会・研究 会 (釜石海人会館 ) 出席校 16校  26名

～ 4   0 昭和 41年度 会 長 中村春雄 当番校 松江工業高校

・ 映 画「 5ト ン交通艇 の建造」 (大崎 )

0 研究協議会 「船舶応用力制 8単位程度 とし,各校の実情および意向を

加味 したもので草案作成を大崎高校 に一任する。

・ 各校提出議題

1 造船科卒業生に対する就職対策 (相生 )

2 現図実習をどの程度やるべ きか各校実施内容の現状 (徳 島 )

6.船体性能実験室を今年度建設する学校は ,又 どのような ものが妥当で

あるか (徳島 )

4 造船実習の指導票 を作成 してはど うか (横須賀 )

40。 10。 10 会誌 2号発行 (150部 )

41.4    「船舶製図」 。「船舶工作 Jプ リン ト各校 に配布

41.5。  6 「 船舶工作」の校閲を日本鋼管《 浦賀重工業《 三菱重工業KKに依頼

41。 7.27 役員会  松江市灘町 湖東会館

41。  7。 28  第 8回総会        出席校 15校  欠席校 1校 参加者 50名

～ 60   ・ 会 長  高橋孝治   当番校  高知県立須崎工業高校

・  研究協議会

(イ)施設設備の充実 について各校の現状および将来 の対策について

(長崎工高 )

(口)教科書「船舶構造Jの改訂を計られたい (長崎工高 )

レ,「 船舶製図」プリントについての意見と訂正について(下関中央工 )

l―l その他「指導法と評価」について(神戸工高)

・  分科会 (1)船舶設計分科会 (講師 土田先生 )(2)船 舶工作分科会

・  全体研究会

① 「船舶応用力学」単元展開並びに内容

② 「造船実習J指導内容について
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41  8 1  高等学校造船科救員実技講習開催 参カロ者 6名 (テ ーマ )溶 接実技・ 造船工

作の 2班

主 催  全国工業高等学校長協会 0本会

後 援  文部省・ 石川島幡磨重工業株式会社

場 所  石川島幡磨重工業KK相生工場

42 4    「船舶工作」 海文堂 より出ll■ (2,000部 )

「船舶設計」プ リン ト各校に配布 (徳島東工業高校 )

42 7 25 会誌 6号発行

42 7 26 役員会 (1900～ 2000)高 知市鷹匠荘

42 7 27  第 9回総会  高知電気 ビル  出席  14校  60名   欠席 2校

～ 29   ・ 役員改選 役員決定の前に会則の変更あり

「 12,本会の年度は 7月 21日 に始 まり翌年 7月 20日 に終る」

「附則 本規約は昭和 42年 7月 27日 より施行するJ

会   長  高橋孝治 (横須賀工校長 )

総会当番校  北海道小樽千秋高等学校

・  講 演  「最近の造船事情についてJ四国海運局船舶部長 越智博文氏

・ 見学会  市内並び五台山 0桂浜

・ 研究協議会

第 1分科会「船舶応用力学」の内容検討

第 2分科会「造船実習」指導書の検討

・ 全体研究協議会

0 分科会報告 (・l 標準テス トを早急に考えてはしい (釜石工 )

|)問題集の作成について (伊勢工 )

0 教科書「船舶製図」を各校どのように使用しているか。

(各学年単位数と実施内容 )(徳 島東 )

・ 全体会議 

“

)視聴覚教材の内容・作成方法の検討及びその具体化につ    ―ヽ

いて (徳島東 )0 計算尺プログラム学習について (下関中央 )発表

6 教科書 (準 )の 発行について

・ 須崎工高試験水槽見学会 (1600～ 1700)11名 参加

42_8 1  高等学校教員実技講習 (文部省主催 )

～5   三井造船悌 玉野造船所

46 6 10 「船舶工作」再版 2,000部 印刷

43 7 25 会誌第 4号発行 (200部 )

46.7 29  役員会 ホテルアカジヤ

46 7 60  第 10回総会並びに研究協議会 於ホテルアカシヤ

～ 8 1  出席 10校  26名   欠席 6校

・  43年役員改選
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会 長 高橋孝治 (横須賀工高校長 )(事 務局の学校長とする )

当番校 長崎工業高等学校

・ 全体会議

① 造船科用教材の出版について経過報告並びに今後の方針 ② 造船

科学習指導要領の改訂についての研究 ⑥「船舶構造」問題集について

④ 製図教科書アンケー トについて

・ 分科会

・ 第 1分科会「造船実習」指導票案の検討

・ 第 2分科会「船舶応用力学J(船体強度 )テ キス ト原案の検討

・ 第る分科会「船舶設計」の原稿の検討

・ 校長分科会 会長の選出について

・ 講演会並びに懇談

「高等学校における技術技能教育と教科目の内容について」

文部省教科書調査官 土井正志智先生

・ 見学会 (0'00～ 14.00)札 幌市内見学

45 8 5 高等学校産業教育実技講習 (文部省主催 )日 本鋼管KK鶴見造船所

～ 10  参加者 7名  「船舶工作および生産設計計画についてのテーマ実習・ 研究」

会誌 5号に報告を収録

4611～ 445 全国工業高等学校協会創立 50周 年記念事業費募金への協力

46 4 15 「造船実習指導票」共同印刷「造船実習書Jと してタイプオフセット印刷完了

し各校に配布 (675冊 )

44 6 末  「商船設計」出版 (初板 2,000部 印刷 )

44 7 25 「会報J第 5号 印弔」発行 (200部 )

46 9 ～  「学習指導要領」 教育課程改善 (西川事務局長 委員として参加 )

44.7 61 役員会 ながさき荘

44 7 61 第 11回総会並びに研究協議会 出席 11校  欠席 2校 参加者 65名

～ 8 2 ◎ 総 会  ながさき荘

・ 役員改選・ 当番校の決定

会 長  黒木新八郎 (横須賀工高校長 )

当番校  広島県尾道高等学校

◎ 研究協議会 (全体会議 )

①  「造船実習書」について

②  「船舶応用力学」について

⑥  「溶接」に関する教材について (提案 神戸工・ 市川 )

④  「船舶構造」の内容について

⑤ 学習指導要領改訂について

l~9 工業の教育目標については変更の要なし 0 大科目か中科目か、又
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必習科目の設定とその単位数について

◎ 見学会 三菱重工業株式会社技術本部長崎研究所船型試験場

◎ 講演会

① 「船舶の大型化についてJ 岡部利正氏 (三菱重工・長崎 )

② 「三菱長崎造船所の歴史」 喜多岡伸雄氏 (発明協会長崎支部 )

44 8 20 産業教育実技講習 (文部省主催 )

～26 日立造船株式会社堺工場  参加者 造船9名

「造船技術への電子計算機の応用とNC方式」 (会誌 6号に収録 )

45 1 6～ 7 役員会  出席11名  (な にわ会館 ) ・ 会務運営について

① 教材整備 0 ワークブックの編集 0 教科書の一括注文

191 共同印刷(造船実習書 ,応力(下 ),鋼船規則など )

② 総会・役員会について ,協議会について

⑥ フイルムライプラリの設置  ④ 会誌

⑤ 実技研修 (於川崎重工業KK坂出工場 )

・ 教育課程改善についての協議

4    フイルムライプラリ設置

「船舶工作」重版(1500),「鋼鉛規則抜率」(420部 ) (NK承 諾済

み ),「造船実習書J(220部 )を 共同印刷

45 7 25 「会誌」6号印刷・発行(200部 )

6.8 フイルムライブラリの教育用映画の巡回を開始, 46年 2月 ≦回終る。

45 7 29 役員会 (1900～ 2030)尾 道市千光寺山荘

7 60 第 12回総会ならびに研究協議会  (同上 )

～8 1 ◎ 開会式  16校  66名出席 欠席 1校

◎ 総 会  当番校 広島県尾道高等学校

議事報告 (議長 黒木会長 )

① 昭和44年度事業経過報告・ 昭和44年度会計報急承認),会計監査報告

② 高等学校教育課程の改善に関する報告

⑤ 昭和45年度役員並びに当番校の選出

会 長  黒木新八郎 (横須賀工高校長 )

当番校  兵庫県立相生産業高等学校

④ 佐伯高校造船科  生徒数減少のため当分の間休科

⑤ 昭和45年度事業計画・ 昭和 45年度予算

◎ 研究協議会

① 学習指導要領 (教育課程の改善 )に ついての研究

② 教材について

・ 船舶応用力学 (下巻 船体強度 )・ 船舶構造,ワ ークブック・新科目

「造船工学」について原案作成委員 (小谷俊彦,桝井真介,西川 広)
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によつて編集に当たる。

⑤ 教育課程改善にともなうコース制のあり方 (教育指導 )に ついて

◎ 講演会  「造船におけるNo C.」  日立造船因島工場

生産設計課長 大島 日吉氏

◎ 見学会  日立造船向島工場・ 日立造船因島工場

8 5 高等学校産業教育実技講習 (文部省主催 )

～ 11  川崎重工業榊坂出工場  参加者 12名 (機械 5)

「造船工作における電子計算機利用ならびに船体構造とその溶接技術につい幻

(会誌 7号に収録 )

10 20 フイルムライブラリー (情報の科学シリーズ 5巻 日本造船工業会補助 )充実

し,各校へ巡回開始

´  ヽ  46_1 17 役員会 (大阪宿泊所 なlrcゎ会館 ) 7名 出席

～ 18  ① 会務報告 (会誌編集・ フイルムライブラリー・ 会計中間報告など )

② 教材整備 (準教科書共同購入,共同印刷・ フイルムの巡回方法など )

⑤ 総会について  ④ 実技研修 (日 本鋼管

“

津造船所を第一希望とする )

⑤ 会誌編集 (造船企業の紹介を入れ,発行経費に充てる。その他 )

⑥ 学習指導要領解説書の編集について(原案について検討 )

⑦  「造船工学」の内容について (編集方針の協議 )

る 10 商船設計 再版 (1518冊 )

46.6.20 学習指導要領解説書 (草案 )各校に配布

る.22 全国工業高等学校長協会 50年史を記念事業協力企業に寄贈

4 15 フイルムライブラリー (造船関係映画 )12本を6班に分け巡回開始

5 10 船舶工作 4版 (2517冊 )

6 17 教材用 1 6ππ映画フイルム(世界の船をつくる・ 笠戸 ドック )の巡回開始

7 20 会誌 7号 (250部 )

、      7 22 役員会  IHI 相生 鶯鳴寮 15名出席

7 26 第 16回総会ならびに研究協議会  出席 15校  61名  欠席 1校

～ 7 25           当番校 兵庫県立相生産業高等学校

◎ 総 会

議事・ 報告 (議長 新林 相生産高校長 )

① 昭和 45年事業経過報告・ 昭和 45年度会計報告 (承認 ),会計監査報告

② 学習指導要領解説書について報告

⑤ 昭和 46年度役員の選出

会 長 黒木新八郎 (横須賀工業高校長 )

当番校 山口県立下関中央工業高等学校

④ 昭和 46年度 事業計画・ 会計予算
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◎ 研究協議会

① 学習指導要領について

② 造船工学の編集について

⑤ 船舶工作の改訂について

④ 造船科施設 0設備について

⑤ 提出議題について

∽ 新設教育課程による産振施設・施設の改訂要望 (長崎 )

0 施設・ 設備の共用減額率の是正について(伊勢 )

lul 新教育課程「造船実習」のあり方は如何i/Cあ るべきか(相生 )

O EPMや NCを授業にどのように取り入れているか(木江 )

0 水槽の設備状況とその活用状態について(木江 )

◎ 講演会 "IHIに おける現図の電算化 "船殻工作部内業工場係長前田氏    _
◎ 工場見学

① 相生産業高校の昼間定時制 (IHI養成工 )の実習と学校施設

② IHI相生第 1工場 (現図室,COMPUTER室 ,造船工場 )

46 8 4 高等学校産業教育実技講習 (文部省主催 )参 加者 10名

日本鋼管船津造船所

「造船工作における電子計算機利用ならびに船体構造とその溶接技術J

(会誌 8号に収録 )

46 9 1  会長黒木新八郎先生,川崎工業高等学校長に転任,後任として大山一信先生着

任,残任期間の引受を依頼し,承諾を受ける。

11 10  造船工学編集委員を石川島幡磨重工,住友重機,日 本鋼管,三井造船,三菱重

工に依頼

47 1 25 造船工学編集に着手

1 26 ◎ 役員会  (於 工業教育会館 )

～ 27  ① 会務報告  ② 会計報告  ⑤ 総会について

④ 教材整備 (造船工学の編集,船舶応力の印刷,共同印刷,共同購入等 )

⑤ 実技講習(造船技術セ/タ ー )⑥  会誌編集 (7号と同様に行 う)

⑦ 産振施設・設備の基準改訂について

2 7  鋼船規則抜率の複製をNKに 中請 ― 許可

47 5 10  共同印届1に よる造船実習書・鋼船規則 各校に発送

47 7 20 会誌8号 印刷・発行(250部 )

7 26 役員会  いさりび

7 27  第 14回 総会ならびに研究協議会  出席校 16校  64名 欠席校なし

～ 29                 当番校 山口県立下関中央工業高等学校

◎ 開会式 海関荘
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◎ 総 会

① 昭和46年度事業報告・昭和46年度会計報告(承認 ),監査報告

② 「造船工学」編集経過報告

⑤ 昭和47年度役員の選出

会 長 大山一信(横須賀工高校長),当番校 三重県立伊勢蝶 高等学校

④ 昭和47年度事業計画・会計予算

⑤ 功労者表彰  元下関中央工高造船科長 高橋正治先生

⑥ 会則変更  会費1校 年 2,500円 とする

◎ 研究協議会

① 昭和48年度入学生に対する教育課程について

総 単 位 数 工 業 科 目 造 船 工 学

単位数 108 66+d 42 6 7

校 数 1 2 1 1 2 2 2 2 1 5 4 1 1 1 1

② 造船工学の編集について

⑤ 造船科施設・設備基準の改訂案について

④ 船舶工作の改訂について

⑤ 提出議題

0 船舶応用力学の改訂意見について(木江工高 )

0 造船科における電算機教育はいかにあるべきか(下関中央工高 )

101 建造実習の実状について(瑣浦高 )

◎ 学校見学  学校の施設・設備,授業,実習を見学・参観する。

◎ 講  演

① 各国の復原性規則について 三菱重工・下関造船所設計部長 原田久明

② 造船界の現況       九州海運局船舶部長      岸 浩人

◎ 工場見学

① 三菱重工業株式会社下関造船所 ② 林兼造船株式会社下関第三工場

⑤ 関門橋工事事務所

8 5 高
妥言葉[轄繁昴言うフΞ  後援|:暴I雷[露重菫[協

会

参加者 10名

「抵抗・ 自航 0計算」と「プロペラ設計法」の 2班で実施した。

(会誌 9号に収録 )

9。 10  造船科施設・設備基準改訂案 (現行基準に対し、施設では 15倍 ,設備では 4

倍にしたもの )を 全工高校長協会に提出。



48.1 16  ◎ 役員会 (会場 なにわ会館,出席者7名 )

～ 14   ① 会務報告 ② 会計報告 ⑤ 造船工学編集経過報告

④ 総会について ⑤ 教材整備 (造船工学に代る教科書について検討 ,

準教科書,共同印刷 )

⑥ 「フイルムライブラリー」の運営についての細案を検討し了承。

⑦ 実技講習 (日 本海事協会 )③  会誌編集 (8号と同様とする )

② 産振施設・設備基準の改訂原案の作成のための検討協議

⑩ 造船科用教材 (準教科書 )等の整備事業に対する募金の実施

1 18  バンフレット「造船」 (日本造工編 )を 各校へ配布

1 26  造船科用準教科書編集事業賛助費を造船会社に依頼

「造船工学」草案,各校に一部宛送付

4 末  造船実習書・鋼船規則抜率 送付

48.8.6  高等学校産業教育実技講習  文部省主催  於 0日 本海事協会

～ 11  「鋼船規則の運用と検査についての講義と演習」 (会誌 10号 に収録 )

文部省認定参加者 7名   自主参加者 4名   計 11名

8.20  会誌 9号 発行 250冊

8 20  役員会 於・伊勢志摩ロッジ

8.21  第 15回総会並びに研究協議会  当番校 二重県立伊勢工業高等学校

～ 26  出席校 15校  欠席 1校  特別参カロ 1校  出席者 64名

◎ 開会式  伊勢志摩ロッジ

◎ 総 会

① 昭和47年事業報告・ 昭和 47年会計報告 (承認 )・ 会計監査報告

② 造船工学 編集出版に関する報告

⑥ 昭和48年度役員の選出 (敬称略 )

会 長  大 山 一 信 (横須賀工高校長 )

当番校  神奈川県立横須賀工業高等学校

④ 昭和48年度事業計画・会計予算

◎ 研究協議会

① 「造船工学」草案について

② 文部省著作造船科用教科書の編集について

⑤ 造船科施設・設備の基準改訂案について

④ 昭和 48年以降の教育課程と内容について

⑤ その他,実技講習に対する希望が述べられた。

◎ 各校提出協議題

① 回流水槽の製作・設置について

② 強度実験の内容について(下関 )

⑥ 電算教育の内容について(下関 )
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④ 新教育課程の改訂に伴 う教員定数について(木江 )

◎ 講 演  「造船界の省化力についてJ

日本鋼管津造船所管理部長 杉崎 俊夫氏

◎ 見学会

① 日本鋼管株式会社津造船所

② 伊勢工業高等学校造船科実習施設・ 設備 ⑥ 伊勢神宮 内宮新殿

49 1 lo  西海学園高等学校入会

1 18  役員会  於・ 六甲荘  出席者 9名
～ 19   ① 会務中間報告  ② 造船工学編集・ 出ll■ 経過報告

⑤ 総会について  ④ 教材整備 (造船工学・ 国定教科書の取扱い 0共同

購入・ 共同印刷等 )⑤  フイルムライブラリーの運営

⑥ 実技講習 (48年 と同一内容 )④  会誌編集 (内容の充実を図る )

2 27  佐賀県伊万里学園高等学校 入会

4    造船実習書・ 鋼船規則抜率 ,各校へ発送

49 7 61  役員会  住友重機大津クラブ

1.総会提出案件の検討

2 総会・ 協議会の運営について

49 8 1  第 16回総会並びに研究協議会  当番校 神奈川県立横須賀工業高等学校

～ 6    出席校 18校  出席者 る1名  来賓 7名

◎ 開会式 (3月 1日 )於 横須賀工業高等学校

◎ 総 会 (8月 1日 )

(議 事 )

① 昭和 48年事業報告,昭和 48年会計監査報告 (承認 )

② 昭和 49年度役員・ 当番校選出

会  長  大 山 一 信 (横須賀工高校長 )

当 番 校  広島県立木江工業高等学校

⑥  「造船工学」 0「造船力学」編集に関する報告,そ の他

◎ 研究協議会 (8月 1日 )

1 「造船力学Jの編集について

2 「造船工学」の取扱いと指導上の問題点について

る.各校提出議題

① 産振による施設・ 設備の価格変動についてどのように対処しているか。

② 実習書使用の現況等 lZLついて

◎ 見学会 (8月 2日 )

1.石川島播磨重工業株式会社 技術研究所 (横浜・ 根岸 )

2 住友重機械株式会社 追浜造船所
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◎ 講 演 (8月 2日 )

「最近の船舶建造法」 住友重機追浜造船所 工作部長 久野 孝氏

◎ 懇談会 (8月 2日 )

神奈川県教育庁指導課,各造船所代表,当研究会会員,総会後援団体代表者

によって座談会的に行った。

(1)造船所での工業高校 (造船 )卒業への対策 (2)求人と職種の傾向

(3 学校側から造船界への要望 等について

49 8 5  高等学校産業教育実技講習 (文部省主催 )

～ 10     日本海事協会  参加者 9名 (造船 6名 )

「鋼船規則の運用と検査についてJ (会 誌 11号に収録 )

8 26  バンフレット「造船」を各校に配布

50.1 17  役員会  於なにわ会館  出席者 8名

～ 18  0 報告事項 会務・ 会計中間報告

・ 協議事項 ①総会について ②教材整備 0造船工学の出版と価格

,     0現 行教科書の取扱い   ②共同購入の準教科書 0共同印刷

②フイルムライブラリの運営  ②実技講習 (昨年同様 )

0文部著作の教科書の編集要望  lal会誌の編集

⑤ その他,各校の現状・ 業界の動静について情報交換を行 う。

6.12 「造船力学」文部著作として 50年予算にて実施の予定となる。

編集委員を上申する。

4 12  広島県尾道高等学校 造船科,休科 となる。

6 10 「造船工学」 海文堂出版田 より出版,各関係方面に寄贈する。

7 25  会誌 11号 印刷発行

7 27  役員会  国民宿舎「 きのえ」

1 総会提出議題の検討

2 総会・研究協議会の運営

6 昭和 49年度会計決算・ 会計監査

4 昭和 50年度役員・ 当番校の選出,そ の他

7 28  第 17回総会並びに研究協議会  当番校 広島県立木江工業高等学校

～ 60    出席校 17校  出席者 66名  来賓 7名

◎ 開 会 式 (7月 28日 ) 木江工業高等学校にて

◎ 総   会 (7月 28日 )

(1)議 事

① 昭和 49年度事業経過報告,昭和 49年度会計・ 監査報告

② 昭和 50年度役員・ 当番校選出

会  長  大 山 一 信 (横須賀工業高等学校長 )

当 番 校  神戸市立神戸工業高等学校
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⑤ 昭和 50年度事業計画     ④ 昭和 50年度会計予算

⑤  「造船工学」の出版,「造船力学」の編集について報告

(2)研究協議会 (7月 28日 )

①  「造船力学」の編集方針等について

物理との関連,構造力学 (ト ラス・ ラーメンの必要性 ),船体力学の

内容について,編集にあたり,取扱い方法などに対して意見を伺いたい

と主旨の説明。

②  「造船工学」の取扱いと指導上の問題

分科会で討議されるべさ問題を提起することで,各氏より意見交換と

なった。 (附図を改訂する,名称・ 理論的な面が軽い,設計の内容が軽

いなど。 )

(3)見学会

① 海事博物館 (大三島,大山祗神社 )7月 28日

② 石川島播磨重工業船呉造船所    7月 29日

(4)分科会 (7月 29日 )

第 1分科会 (造船力学の内容検討 )

第 2分科会 (造船工学の取扱いについて )

6)全体会議 (7月 60日 )

① 分科会報告と協議

・ 第 1分科会「造船力学」  4単 位とし,π滋で編成する。担当校 (木

江工高 )で立案された編集方針を協議し,こ れによつて各校にアン

ケー トを依頼し,単元展開を行い編集を行 う0

カ・ 力のつりあい,モーメント,材料力学を主体とし,回転半径

は柱,熱応力は材料力学で取扱い,船体振動・ 強度は常識程度とす

る。

・ 第 2分科会「造船工学」  利用状況を各校 より報告を受けたところ ,

他科 目の授業でも造船工学の本を使用しているか,将来利用したい

との意向であつた。意見の交換の結果 ,次のように今後の方針を定

めた。

学習指導計画表を各校で立案 し,標準的なものを作成することと

した。 これに基づき,理論系のみでな く,全域にわた り演習問題を

つ くることを考えることになった。

② 各校提出議題

ア 科目名の英訳 (事務局で担当し,原案を作成する )

イ 就職の状況とその対策について

(500名 分の就職保証力浴 られるよう事務局は対策をたててほしい ,

要望 にとどまる。 )



ウ 理科 ,数学 と専門教科 目との関係 (ア ンケー トを行 う )

傷)講 演 (7月 60日  10:60～ 12:00)

「船体振動における最近の諸問題」広島大学工学博士 川上益男教授

問 閉会式

5o 8 4  高等学校産業教育実技講習  文部省主催 日本海事協会にて

～ 9  「鋼船規則の運用 と検査についての講義 と演習」

文部省認定参加者 5名 (造船関係 5名 ,機械関係 2名 ),自主参加者 2名 (造       ‐

船関係 )の 7名 で行われた。 (内 容については会誌 12号に収録 )

8.13 「造船力学」編集に関する主査会議  文部省にて,草案 2月 末完成の予定        _
51.1.16  「役員会」 神戸市六甲荘にて 出席者 9名

～ 17  ① 会務中間報告

② 会計中間報告                                ｀

⑥ 総会 (含研究協議会 )に ついて

④ 教材整備について

ア 準教科書「造船工学」,「造船工作」,「 商船設計」

イ 共同印刷「造船実習書」,「鋼船規則抜率」

ウ 「造船工学」ワークブックは,総会で指導計画をまとめ,こ れによつて

編集にかかるようにする。

エ フイルムライブラリーの充実・利用の向上を図る。

⑤ 高等学校産業教育実技講習

テ~マ : 造船工作における現図・ 溶接の新しい技術について

会 場 : 三菱重工業株式会社神戸造船所

期 間 : 昭和 51 8 2～ 8 6の 5日 間

⑥ 造船関係国定教科書の編集とその経過並びに今後の予定

⑦ 会誌について

③ その他

ア 不況下の造船教育対策

イ 研究協議会で専門分科会を設けること。

ウ 出席者で各校の情報交換を行 う。

51 725  会誌 12号印刷発行 (200部 )

7 27  役員会  六甲荘

1 総会提出議題の検討   2 総会・研究協議会の運営について

る.昭和 50年度会計監査  4 昭和 51年度役員・ 当番校の内定等

7 28  第 18回総会ならびに研究協議会  当番校 市立神戸工業高等学校

7   来賓 7名 出席校 16校  出席者 66名 (松江工高校欠席 )

50  ◎ 開会式 (7月 28日 ) 於六甲荘

◎ 総 会 (  ″  )  ″
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(1)議 事

① 昭和 50年度経過報告 ,昭和 50年度会計および監査報告

② 昭和 51年度役員・ 当番校選出

当番校については結論が出ず,1月 の役員会に持ち越した。

⑥ 昭和 51年度事業計画      ④ 昭和 51年度会計予算

研究協議会  (7月 28日 ,29日 )

(1)造船力学の編集経過報告および協議  56年 使用の予定。

(2)造船工学の指導案の検討

各校の案が配布され,単位数 0内容・教材等について説明があり,そ の

結果,各校の研究結果を次期総会に発表し,協議することになった。これ

に関するヮークブック編集委員として,小樽 0伊勢・ 木江・ 長崎の各校よ

り1名 によつて,編集作業をす めゝることになる。

(3)造船不況による卒業生の就職対策

14)造船科施設・ 設備の基準改訂について

(51 教科指導における電卓の使用の是非について

◎ 学校見学 (7月 28日 ) 当番校の施設・ 設備の見学

◎ 研究発表 (  ″  )
「OHPに よる排水量等計算の指導について」 神戸工高 上田教諭

◎ 見学会 (7月 29日 ) 三菱重工業欄 高砂研究所

◎ 講演会 (7月 60日 )

「造船工業の現状と将来」 神戸海運局船舶部長  東 成光 氏

51.8 2  高等学校産業教育実技講習  文部省主催 三菱重工業船 神戸造船所

～ 6   「造船工作についての講義と実習」

文部省認定参加者 10名 (造船 5名・機械 5名 ),自主参加 8名 ,計 18名

内容については会誌 16号に収録

' 1  
会長大山一信先生退職にともない,後任校長荻井清治先生,会長に就任。

10 25 産業教育施設・設備の基準改訂 (建議 )公告あり,52年 1月 ,単価等記入の

上各校 17C配布。

11 20  造船グラフ(日 造工寄贈 )各校に配布

12 15 「造船力学」草案 審議会  (於 文部省 )

～ 16   出席者 広大・川上教授,木江工高・ 田村清典,横須賀工高・西川 廣

小樽工高・ 久保木庄二 ,日 本鋼管・ 太田 徹,三井造船・ 玉木一三の 6氏

52 1 16  役員会  於六甲荘  出席者 9名

～ 14 ① 会務報告      ② 会計中間報告

⑤ 教材整備報告 (準教科書の取扱・共同印刷物・ フイルムライブラリー等 )

④ 産業教育実技講習 (文部省主催 )

テ~マ :造船における溶接と安全に関する講義と実習
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会 場 :三井造船KK玉野工場 会社の都合により,石川島播 磨重工業《

相生工場に変更 となる。

期 間 :昭和 52年 8月 8日 ～ 12日 の 5日 間

⑤ 国定教科書の編集とその出版についての報告

⑥ 会誌 13号の発行のこと  ⑦ ヮークブックの編集

③ 総会・ 研究協議会について協議の結果

会 場 :京浜地区  期 間 :51年 7月 28日 ～ 29日 の2日 間

当番校 :横須賀工業高等学校

② その他意見交換を行なつた。

52.4 20  玉野市立備南高校造船科体希kよ り退会

4 22  学習指導要領改訂に対する協力者として西川理事,文部省より委嘱さる。

6 20 「工業高等学校における造船科を国が示す標準的な学科とすることについて」

～ 7 1  の陳情書を当局へ提出,かつ日本造船工業会等へ援助方依頼ならびに運輸省船

舶局へ援助方依頼。

7 25  会誌 16号印刷発行 (200部 )

7 27  役員会  IHI拓 海寮

1.総会・ 研究協議会の運営について  2 総会提出案件の検討

6 昭和 51年度会計監査       4 ワークブックに関する打合せ

5 昭和 52年度役員 。当番校の内定等

7 28  第 19回総会ならびに研究協議会  当番校 県立横須賀工業高等学校

′  来賓 3名 , 出席校 15校   出席者 26名 ,(北海道小樽工高校欠席 )

29  ◎ 総 会

1.来賓祝辞 (県工業教育振興会副会長 大木茂松先生, IHI東京労働課長

小笠原氏 )

2議 事

① 昭和 51年度経過報告,昭和 51年度会計および監査報告

② 昭和 52年度 役員・ 当番校選出

⑥ 産振施設・ 設備基準改訂経過報告

④ 高等学校学習指導要領 (工業 )改訂経過報告

⑤ 昭和 52年度事業計画     ⑥ 昭和 52年度会計予算

研究協議会 (7月 28029日 )

◎ 分科会 (造船工学指導案の作成 ) 出席 10名

学習指導要領改訂作業の経過から造船工学は 10単位程度となるであろう。

内容を(1)実習・製図に含ませる内容f■ )重点的に指導する内容 ,(3)軽 く指導す

る内容,(4除外 (選択科目に含ませる )す る内容等に分け,今後どのように指

導していくかを指導案作成の過程で考えることとし,施設・ 設備との関連をつ

け分類した。
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◎ 分科会 (ワ ークブック編集 )出 席者 7名

(1)各校でこのヮークブックを適宜使用し,問題を検討する。

(2)53年総会で採否を決定する。 (製本・ 印刷し,生徒にもたせる )

Q 教師用解答書を作成する(240問 )

(4 算法も早急に問題を各校で分担作成し,次期会に検討する。

◎ 研究協議会

(1)分科会報告

(21 学習指導上の問題点とその対策 (長崎工 提案 )

(31 学習指導要領の改訂について

(41 造船不況による今後の造船教育のあり方

◎ 見学会  石川島播磨重工業船  横浜第 2工場及び技術研究所

52 8 8  高等学校産業教育実技講習  文部省主催 於石川島播磨重工業船相生工場

l  「造船における溶接の実際と安全に関する講義と実習」

12   文部省認定参加者 9名 (造船 6名 ,機械 4名 ,水産 2名 ),自 主参加 4名

内容については,会誌 14号に収録。

9 6  造船工業界等 6団体へ 造船科存続の作について依頼

9 14  田村運輸大臣に陳情,船舶局造船課長に事情等説明

12 1  「船舶製図」改訂を要する箇所について  文部省へ回答

53.1 16  役員会  神戸六甲荘にて  出席者 11名

ど   ① 会務報告     ② 会計中間報告

14   ⑥ 総会・研究協議会について 7月 27日 ～ 29日 又は7月 26日 ～ 28日

当番校 県立釜石工業高校

④ 産業教育実技講習 (文部省主催として )に ついて

「現図 (NCを 含む )と 加工」とし,川重又は日立造船に依頼

⑤ 教材等の整備

・実習書,鋼船規則抜率の印刷 (2年分 )

・「船舶製図」の改訂を 56年度行なうようにしたい。

⑥ 会誌 14号を従来通 り発行する。

⑦ ワークブックの編集・ 手llFの 打合せ。

③ その他,意見交換を行なつた。

56 1 26  川崎重工業総 ,日 立造船神へ実技講習の引受け方を依頼  (辞退 )

この結果,53年度は中止と理事会で決定する。

7 25  会誌 14号 印刷発行 (200部 )

5ろ 7 26  役員会  於ホテル ●マルエ

1.総会・研究協議会の運営について  2 総会提出案件の検討

6.昭和 52年度会計監査    4.昭 和 54年度役員,当番校の内定等
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7 27  第 20回総会ならびに研究協義会  当番校 岩手県立釜石工業高等学校

7  来賓 6名   出席校 15校  25名  特別参加者 6名

28 ◎ 総 会   於 ホテル ●マルエ

・ 来賓祝辞 (岩手県教育次長 新里 盈氏,釜石市教育次長 佐々木一男氏 )

・ 議 事

① 昭和 52年度経過報告,昭和 52年度会計報告及び監査報告

② 昭和 53年度役員・ 当番校選出

⑥ その他 高等学校指導要領の改訂に伴 う造船科の教科目について報告

④ 昭和 53年度事業計画   ⑤ 昭和 56年度会計予算

◎ 研究協議会

全体協議会 (7月 27日 )

① 造船科におけるコンピュータ教育の導入について (提案・小構工業高校 )  =、

教育課程にる単位の電算機教育を導入し,排水量等計算用プログラムを示し,

その実践報告がなされ,各校とも電算機教育を積極的に推進されて,資料交

換をしたい。教育上の効果は十分あると思われた。 (会誌 15号に収録 )

② 造船科設置校に自動車科を設置した場合について,(提案・市立神戸工高 )

学校の移転問題にからみ,自動車科の増設が示されている事情説明があり,

産振基準から来る設備上の制約,志願者の減少等が予想されることから,対

応策について問いかけられた。

⑥ 造船科の存在とカリキュラムについて,(提案・ 相生産業高校 )

④ 造船科の就職斡旋状況について,(提案・長崎工業高校 )

この 2テ ーマは共通する点があるので,一抱討議となつた。

各校より状況が報告され,入学生の傾向に合つたカリキュラムを検討すべき

であり,本研究会はこれらの対応策,将来の展望について検討されたいとの

要望であつた。造船教育を通して工業人の育成に努めることによって,打開

されるであろう。

⑤ 岩手県指導主事千葉先生助言

ア 学科の統廃合については,就職状況だけで判断することなく,生徒の実態     ~
を十分配慮しながら,適切な方法で実現して行きたい。

イ ロ的意識をもつ生徒を推せん入学させてReader格 として養成したい。

ウ 指導要領の改訂について,多様な生徒を受け入れている実態を考慮しなが

ら,造船工学との関連を配慮し,工業基礎 0工業数理をとり入れ,学習内容

の精選等についての努力を図られたい。

◎ 分科会 (7月 27日 )

1 第 1分科会 (造船工学指導案について )

現行指導要領にもとづいて進めて来たが,指導要領の改訂の作業経過から,造

船工学は 10単位程度と予測し,内容を(1)実習,製図に移行 ,(2)重点的に取扱
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う,(311eく 扱 う,14)削除 (選択科 目に移行 )な どに分類し,指導案を検討する

ことになっていた。 これに対する指導案が各校から提出され,発表があつたが ,

新指導要領 (案 )が発表され ,科目立ておよび総枠などから,造船工学の単位

数の標準など再検討すべ きとなつた。 このため,指導要領改訂の内容について

理解を深めるための意見交換を行 った。次年度以降に研究協議をす ゝめること

になった。

2 第 2分科会 (船舶算法 ワークブック編集について )

(1)各章の初めに基礎的な知識 として公式 と解説を入れる。 (船力にも適用 )

② 各章の配列・ 分類

面積 と体積 ,重心 ,浮体の理論 ,諸係数 ,横傾斜 ,縦傾斜 ,排水量計算 と曲

・im図の利用 とし用語は統一する。

0 改訂は年次を追 つて行ない , 54年 4月 より使用する。担当は横須賀工高 ,

その他 ,造船力学 ワークブックも54年 4月 より使用とし,担当は木江工高

◎ 全体会議 (7月 28日 ) 於浪板観光ホテル

1 分科会報告

各分科会の協議結果が各担当司会者より報告あり,協議・ 了承された。

2.会務運営について協議 (前 日の持越等について )

◎ 見学会 (7月 27日 )

1 新日鉄釜石製鉄所見学   2 釜石工業高校造船科 施設・設備

56 10 28 「船舶製図」改訂原案 (下関中央工高作成 )を文部省に提出

54 1 26  役員会   神戸六甲荘にて  出席者 10名

`  
① 会務中間報告   ② 会計中間報告

27  ⑥ 総会ならびに研究協議会について  当番校 徳島東工業高校

④ 実技講習について  住友重機 (追浜造船所 )で現図について依頼 (文部省

主催となる )

⑤ 会誌 15号 を従来通り発行

⑥ 教材等の整備

・ 造船力学ワークブック (木江工高担当 )を 4月 に2年分

・ 造船工学 (船舶計算 )ワ ークブック (横須賀工高校担当 )を 4月 に2年分 ,

印刷し配本,総会で意見交換を行なう。

の その他

改訂指導要領による新科目(工業基礎,工業数理など)の取扱い方及び教育

課程編成について意見交換を行ない,総会時に研究協議する事とする。

就職の現況と今後の見通しに対し意見交換したが,「幅広い教育を実施して

行 くことが,将来への可能性が生じる」その方法は各校で創造すべきである。

54 2 8  学習指導要領解説 (工業 )案 各校に配布

6.末  西海学園高等学校 造船科休科により退会
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7 25  会誌 15号 印刷発行 (200部 )

7 26  役員会  眉山荘 (徳島市 )

1.総会・ 研究協議会の運営について  2 総会提出案件の検討

6 昭和 56年度会計監査       4 昭和 54年度役員 ,当番校について,

5.4ブ ロック告」を 6プ ロック制 とする件

7 27  第 21回総会ならびに研究協議会  当番校 徳島県立徳島東工業高等学校

～ 28  
来賓 徳島県教育委員会,  出席校  16校  28名

◎ 総 会

来賓祝辞 徳島県教育委員会 桝本久雄氏 (指導課主幹 )

議 事 (議長 当番校 矢部 浩教頭 )

① 昭和 56年度経過報告,昭和 55年度会計監査報告 (承認 )

② 昭和 54年度役員・ 当番校の選出 (会誌 役員欄のとおり )

従来の4プ ロックを東部 。中部・ 西部の6プ ロックに編成替し,各プロック

より委員各 1名 ,監事は事務局選出プロック外より各1名 とする。

⑤ 昭和54年度事業計画 ④ 昭和 54年度会計予算

◎ 研究協議会

① 造船力学ワークブックについて  (司 会 合田正寛先生 )

各校での使用状況の報告と編集内容について意見交換が行なわれ,こ れらを参

考にして,今后の編集・ 改訂をす めゝて欲しいとのことで協議を終る。

② 造船工学 (船舶計算 )ワ ークブックについて  (司 会 甲木利男先生 )

内容的には消化でき,使いやすいが,第 2分冊の編集は必要なく, トリム計算

まででよい。担当校より解答集は 2学期 lrc間 に合 うようにすることで終了する。

⑤ 造船科における工業基礎の取扱い。 (司 会 神田黄道先生 )

「工業基礎」の設立された理由の説明の後,各校での取 り組みに対する現状報

告があつた。テーマ 0単位数 0内容・ 方法について検討中の学校がほとんどで

あつた。次期までに各校で研究し,在 り方をまとめるようにすることとなる。

④ 造船科における工業数理の取扱い  (‐司会 神田黄道先生 )

工業数理のねらい 。方向 0内容について,体系が具体的にはっきりとしていな

い現在,従来専門科目で扱っている内容を,ど のように移行すべきであるとい

う討議まで至らなかった。「工業数理は各科が共通に履習するものであって ,

各学科の特色を勘案する」という表現になっている。次期までに各校で検討す

ることになった。

⑤ 造船工学の内容と取扱いについて  (司 会 竹村義典先生 )

昨年に引続き内容 0単位数などについて意見をまとめ, 57年 にそなえること

になった。単位数は 9～ 15が 目安であつて,各県で決めることになっている。

評価は,大単位になるため,AOBと 分括して評価しても,学年末は 1本で評

価するのが妥当である。内容については,工業基礎・ 工業数理との関連で,次

|

t
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期へ研究が持越すことになり,研究課題となる。

⑥ 各校提出協議題その他  (司 会 竹村義典先生 )

0 徳島東工 田中先生より機械製図がJIS改訂に応じたものになっていな

い応急措置としてJISに のっとったバンフレットの作成についてとのこと

である。協議の結果 ,下関中央工高 0徳島東工高で協力して,適当なパンフ

レットの作成をお願いすることとなった。

0 造船工学の内容検討の推進校について

協議の結果,事務局を主体として,伊勢・ 神戸・ 松江が協力して,や るべき

内容は何かを検討することとなつた。

191 各校の工業専門単位数/合計単位数 について

各校から現状の報告があったが,ま とめると,41/96 となり,

専門科目40単位 (4校 ),42単位 (6校 ),そ の他 2校

合計が 96単位 (9校 ),そ の他 ろ校 であつた。

◎ 見学会

徳島東工業高校施設・設備,阿波十郎兵衛屋敷

大鳴門橋架橋工事,霊山寺 (四国第 1番札所 ), ドイツ館,大谷焼窯元

◎ 資料の配布

・ 各校より新教育課程案 及び 54年進路状況  ・ 造船工学 (船舶計

算 )ワ ークブック 正誤表   ・ 造船力学 正誤表    等

54.8 6 高等学校産業教育実技講習 (文部省主催 )

～ 8.10   「造船工作における数値制御現図と数値制御加工の講義と演習」

於 住友重機械工業鯛 追浜造船所  内容については会誌 16号に収録

参加者 造船 4名 ,機械 2名 , 不参加者 1名

9 10  会誌 15号関係方面に寄贈・ 配布

10.8 「船舶製図」改訂編集委員として次のように文部省に提出。

県立下関工業高等学校長 松尾慶治,  九州大学工学部教授  原田淳一

広島大学工学部教授   原田久明,  三菱重工・ 下関造船所 坂田章一

県立下関中央工業高校  遠山貞之助,  同  左      福田 豊

55 1.18 役員会   神戸六甲荘にて  出席者 10名
～ 19 ① 会務中間報告   ② 会計中間報告

⑥ 総会並びに研究協議会について

会期 7月 下旬に2日 とし, 当番校 松江工業高校

⑦ 工業基礎の内容とその取扱い ④,0に立脚した造船工学の内容の検討

④ ワークブッタの編集

⑦ 造船力学Ⅱは総会時に各校1部宛配布,使用の結果を見て56年 4月 に晰 J

④ 造工(船計 )の解答集を配布した。

⑤ 造船工学の指導案について・………総会時の研究協議題として扱う。
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⑥  「造船製図」の編集

担当校 (下関中央工高 )か らの依頼を検討したが,各校よリアンケー トを提出

し,編集の参考に使用するように一任した。

⑦ 会誌発行  発足以来 20年を経過したので,記念号とする。

③ 教材等の取扱い。  従来通 り希望調査の上,実習書・鋼船規則抜率・ 造船

力学ワークブック・ 造工 (船計 )ワ ークブック修正版 を 2年分印刷する。

② 実技講習について, 検討の結果 55年度は中止とする。             ―

⑩ その他

⑦ 教育課程については,普通教科と工業科との比率,工業基礎の施行に対す     _
る問題点,移行措置 ④ 入試選抜と生徒の実態 ⑫ 単位認定,進級,卒

業判定の実情などについて意見交換を行つた。

55 2 5  日本海事協会へ鋼船規則集抜率プリント作製の承認を申請             ヽ

4    教材等印刷物 (造船実習書 648冊 ,鋼船規則抜率 375冊 ,造船力学ワークブック

冊,造船工学 (船舶計算 )ワ ークブック 665冊 )を各校に配布

726  会誌1て場 印刷発行 (200部 )

7 24  役員会  (19:40～ 21:10) ホテル宍道湖 (松江市 )

1 総会、研究協議会の運営について  2.総 会提出案件の検討

6 昭和54年度会計監査        4.昭 和55年度役員、当番校について

5 規約の一部改正について

7 25  第22回総会ならびに研究協議会  当番校 島根県立松江工業高等学校

～ 26 来賓 島根県教育委員会   出席数  14校  22名

◎ 総 会 (9:00～ 10:00)

来賓祝辞 島根県教育委員学校教育課長 景山 繁光氏

議  事 (議長 当番校 川上 収 教頭 )

① 昭和54年度経過報告 昭和54年度会計並びに監査報告 (承認 )        _

② 昭和55年度役員・当番校の選出 (会誌役員欄のとおり)          _

③ 昭和55年度事業計画    ④ 昭和55年会計予算

ア、総会・役員会の開催   (収 入 )      (支 出 )

イ、ヮークブックの編集   会 費  45ρ ∝用 総会補助 70oOo円

ウ、造船科教育課程の検討   繰越金  934β65 庶 務 費  5000
工、会誌の発行       雑収入  350p00 通 信 費 25000

オ、実技講習の開催       計  lβ 29865 事務局費 10∞ 00

カ、教材等の斡旋・共同印刷           会誌印刷 350o00

キ、その他必要な事項              会 議 費 100000

予 備 費 679β 65

言+   lβ 29β 65
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⑤ 規約の一部改正について

る(1)「 造船科を設置する高等学校の校長並びに造船科教職員dを「造船科

を設置する高等学校の校長・教頭並びに造船科教職員」 と改正

⑥ その他 造船製図の改訂について

下関中央工業高校福田先生より構造、議装を主体に編成 し、理解 しやすい

ようにさし絵を増やす方向で進めているとの説明があった。

◎  研究協議会  (7月 25日  10:60～   7月 26日

':00～
11:00)

1.工業基礎並びに工業数理の内容について (司会 小谷俊彦先生 )

(1)工業基礎 当番校 より単位数・課題・展開方法等についてのアンケー ト結

果が報告された。 6単仏  4～ 6課題、班別ローテーションがほ とん どである

が、各校では煮つめていない状態である。市立神戸工高は今年か ら試行段階に

入ったと報告があった。単位数、内容、実習施設 。設備、各科共通か、専門性

を持たすかなどの問題点が指摘された。事務局か らは、工業のあらゆる分野に

共通に学習活動ができるとい う観点か らとらえ、各校の実情に合わせ、最適な

方法で実施すべきであるとの見解があった。

(2)工 業 数 理   教科書の内容を全部やるべ きなのか。学校独 自で実

施するとして教科書か ら離れた内容で もよいか。内容はいろいろな分野に関す

るものが盛 り込まれ、専門の内容を取 り入れ られないか等の意見が出された。

各校の実情、生徒の実態を考えて、教科書の内容を全部教える必要はな く、扱

いの程度を調整 し、ある程度専門性を反映 してもよ〈、弾力性をもたせてよい。

2.造船工学の内容 と取扱いについて (司会 川村 卓先生 )

当番校 より、各校の予定単位数、内容の概略比率および実習・製図・工業基

礎・工業数理に移行させる内容についてのアンケー ト結果報告があった。内容

については力学関係を工業数理に、構造を製図1/C移行させるとの意見が出され

た。構造 と力学 とを融合 した指導が必要であるが、生徒の実態を考えると従来

通 り科 目ごとに指導 した方が よい とい う考え もあり、今後の検討課題である。

6.ワ ークブックについて (造船力学・船舶計算 ) (司 会 福田 豊先生 )

(1)造 船 力 学 木江工高田村先生 より、第 2分冊の発行についての報告

があり、各校の使用状況のアンケー トが出揃わないので 1月 の役員会迄1/C提 出

するよう依頼があった。改訂版を作る時に配慮すべき事項 として次の ような意見

が述べ られた。

生徒の学力低下が根底にあり、内容を程度に応 じて る段階にしてもらいたい。

物理的要素がた くさんあり過 ぎる。→ 将来、造船力学の教科書が出版されな

くなった とき、造船ェ学の内容 では不十分であるので、 ワークブックには要点を

付加する必要がある。

(2 船 舶 計 算  横須賀工高寺西先生 より、改訂版について第 2分冊を
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編集 しない方針 となっているが、第 1分冊に抵抗・推進・復原性に関する問題

を多少補充する必要があると考えている。また 各章 ごとに要点を付ける方針

であるとい う報告があった。

4.各校情報交換           (司 会 甲木利男先生 )

(1)木江工高田村先生 より、工業基礎に関連 して周辺中学校の技術実習状況の

報告があった。

(21 松江工高 より、習熟度別学習指導についての中間報告があった。

(の 各校の今年の求人の状況の交換があった。

◎ 見学会  (7月 25日    ～ )松 江工業高等学校 造船科施設

55.8.1   会誌16号 関係方面に寄贈、配布

9 1  「造船製図」審査委員を次のように県立下関中央工業高校 より文部省に返答、

小山健夫 (東京大学教授 )、  中村貴憲 (横浜国立大学教授 )         二

太田 徹 (日 本鋼管 KK)、  関 彦太 (三菱重工業KK)

遠山貞之助 (県立下関中央工業高校 )、 西川 廣 (県立横須賀工業高校 )、

11.4～ 5  「造船製図」の審査会、文部省にて開催される。
.11.15  

県立徳島東工業高校 若槻忠嗣氏永眠さる。

12.15   役員会通知、運営用資料アンケー ト発送

56.1.8   昭和56年度用教材の希望数調査

1 9  「造船製図」原稿最終調整会議 (於文部省 )

126   役員会   於 神戸六甲荘、 出席者  9名

～ 24  ① 会務中間報告、   ② 会計中間報告

⑤ 会費について、 昭和56年度より各校5000円 にしてはどうか。

④ 総会補助    昭和56年度より 100,000円 にしてはどうか。

⑤ 総会並びに研究協議会について

会期  7月 24日 (金 )～ 25日 (土 )、  役員会 (7月 25日 夜 )

主題  0 教育課程の内容   0 各科目の指導計画 (重点的にとりあ     
‐

げる科日はアンケー トによって決める )

⑥ ワークブックについて                             こ

0 造船力学 Iの 1～ 124の 解答例は6月 頃に配布の予定

0 造船力学工の編集はタイプを総会時に定め、57年 より使用を始める。

lpl 船舶計算の正誤表の配布、改訂のとき各章に基礎事項の解説を入れる。

他分野については総会時に協議する。

⑦ 新教育課程について

決定されている各校の状況の報告があり、工業基礎の試行 している伊勢・神

戸工高 と研究・検討中の釜石工高より話題が出され、問題点の情報交換があっ

た。

③ 会誌発行  17号 として可能な限り発行する。
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⑨ 教材の取扱い  実習書ヽ ワークブック、鋼船規則は昨年に 2年分印刷 じ

たので、本年度は印刷は見合わす。 4月 各校の残本を回収 し、不足校への便

宜を図ることになる。

高等学校実技講習   次のように実施する。

ア.期 間  56.7270～ 29いの 6日 間

イ.会 場  神戸市立神戸工業高等学校

ウ 題  目  回流水槽を利用 した船体性能実験   等

その他  ⑦ 造船力学 ワークブック解答例 (1～ 19)配布

④ 各校の現況による情報交換を行 う。

56.210  会務連絡 (役員会報告、船カワークブックの解答例 (1～ 60)、 船カワークブ

ックに関するアンケー ト、その他 )

225   実技講習について文部省に申請  (文部省主催 となる )

生徒用教材の価格について連絡

4 1   実技講習について神戸市立神戸工業高校へ依頼

4.15   昭和55年度事業報告ならびに昭和56年度事業計画を上高校長協会に提出、

4.15  実技講習 (回流水槽による船体性能試験の講義 と実習 )の実施についての承諾

書を文部省へ提出

〃    神戸市教育委員会へ実技講習についての援助を依頼

5 1   第る回 総会並び17C研究協議会について 当番校須崎工業高校へ実施に関する

計画細案を送付・依頼

〃    会誌 17号編集のため、原稿及び援助かたを各校 。各方面に依頼

″    会務連絡 (第 26回総会・研究協議会について、教材の過不足について )

5.26  実技講習計画書を文部省に提出

〃    実技講習の細案等を各校へ通知、参加者調査

″     ″  について市立神戸工業高校 と打合せ

616   第26回総会ならびに研究協議会開催通知発送 (県立須崎工業高校 )



全 国 造 船 教 育 研 究 会 規 約

1 本会は ,全国造船教育研究会 (以下本会 とい う )と 称する。

2 本会は ,特に造船教育rC関 して資料の収集 ,作成並びに研究をなし,造船教育の充実振興

を図ることを目的 とする。

3.本会の会員はつ ぎの とお りとする。

(1)造船科を設置する高等学校の校長・教頭並びに造船科教職員。

(劾  本会の主旨に賛同 じ総会で認め られた もの 。

4 本会は次の役員をお く。

(1)会  長    1名      (2)理  事 (事務局 )若 干名 (事 務局長・ 理事 )

(3)委  員  若千名     (4)監  事      2名

5 役員の任務は次の通 りとする。

(1)会  長  本会を代表 し,会の運営にあたる。

9)理  事  会長を補佐 し,庶務 ,会計の事務にあたる。

(3)委  員  各地区間の連絡にあた り,会の活動運営 をたすけ る。

(4)監  事  会計の監査にあたる。

6.役員は総会において選出する。

7.役員の任期は , 1年 とし再任を妨げない。

8 本会には若千の顧間をお く。

9 本会は次の集会を行 う。

(1)総  会  原則として毎年 1回 これを開 く。

12)役員会  必要に応 して開 く。

10.本会の収入は ,次による。

(1)会  費  年額 1校  3,000円

(2)寄 附金

(船 雑収入

11 本会の予算及び決算は ,総会の承認を得るものとする。

12.本会の年度は 7月 21日 に始ま り,翌年 7月 20日 に終る。

13 本会の規約の変更は,総会の決議による。

附 則  本規約は 昭和 55年 7月 26日 より施行する。

(注 )昭 和 34年 11月 3日 発会当時の規約を,昭 和 35年 3月 30日 ,昭 和 40年 8月 4日 ,

昭和 41年 7月 28日 ,lla和 42年 7月 27日 ,昭和 47年 7月 27日 ,昭 和 50年 7月

30日 ,昭和 51年 7月 28日 ,昭 和 55年 7月 26日 ,上記の通 り変更せるものである。
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昭和 56年 3月 卒 業生進路 状況

設 計 事 務 所

鉄   工   業

機 械 製 造

1  車 輌 製

~造

1 車 輌 整 備

1  車 輌
~販

 売

運      輸

電 気 機 器

化 学 工 業

木      工

繊      維

自動 車 整 備
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昭和 56年   役  員

会   長

事 務 局 長

理   事

事 務 局

委   員

監   事

総会当番校      長 崎県 立長 崎工業 高等学校

昭和 55年   役   員

会   長      林    義  郎 (神奈川県立横須賀工業高等学校長 )

事 務 局      神剰 |1県立横須賀工業高等学校

(横須賀市公郷町 4丁目10番地 TEL.0468-51-2122)

事 務 局 長     西  川     廣 (神 奈川県立横須賀工業高等学校・ 造船科長 )

理   事     小 駒 義 就 ・ 寺 西  弘 ・ 藤 田 倫 也 。岩 瀬 律 雄 (同上)

委   員      菅  原  基  治 (岩手県立釜石工業高等学校 )

合  田  正  寛 (高知県立須崎工業高等学校 )

福  田    豊 (山 口県立下関中央工業高等学校 )

監   事      竹  内  弘  憲 (兵庫県立相生産業高等学校 )

久  原  雅  廣 (伊万里学園高等学校 )

当 番 校      高知県立須崎工業高等学校
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会   員

北 海 道 小 樽 工 業 高 等 学 校

(〒 047)北 海道小構市最上1丁目29番 1号    TEL(o154)25-61050

岩 手 県 立 釜 石 工 業 高 等 学 校

(〒 026)岩手県釜石市大平町 3丁 目2-l   TEL(0196)22-6029

神 奈 川 県 立 横 須 賀 工 業 高 等 学 校

(〒 268)横須賀市公郷町 4丁 目10番地    TEL(0468)51-2122

職 名 氏 名 担当教科 目 一Ｔ 所住 電 話

長
　
頭

諭
励
　
　
　
　
　
　
習
手

校
　
教

教
Ｇ

″
　

″
　

″
実
助

千 葉   清

西 岡 正 男

久保木 庄 二

鮒 田 章 市

碓 氷   久

六 車 善 彦

佐 々木 征 治

(瑠財斗)

(電気 )

造工 。実習

造工・製図 。実習

造工 。実習

造工・製図

実習

047

047

047-01

047

047

047

048
-26

小樽市松ケ枝 1丁 目5-24

″ 最上 1丁 目 30-2

″ 桜 1丁 目10-12

″ 若竹町 17-1

″ 松ケ枝 2丁 目20-18

″ 松ケ枝 2丁 目3-7

〃 オタモイ3-36

0164-22-4671

52」D666

54-6506

52-1785

32-0494

63-5756

53-2075

校 長

教 頭

教 諭
(禾キ辰Э

習
手

実
助

高 橋 寿 郎

野 崎 祐 佐

菅 原 基 治

田 村   孟

菊 地 健 一

野 村 陸 男

大久保 勝 雄

川 畑   修

(理科 )

(電気 )

船力・実習

造工・製図・製図

1言
・構造・実習

工作・製図・実習

実習

実習

026

026

026

026

026

026

026

026

釜石市大平町 3丁 目 2-21

〃対判簾蝶J25■

″  大平 B」 3-11-35

〃 大字平田 3-61-1

〃 大字平田第2趾感」23税

″ 松原町 13-3

″ 嬉石町 2-4-34

22‐5597

26-5198

26-5197

24-2580

26‐5180

26-5876

22 6545

24 2640

校 長

教 頭

教 諭
(科長 )

習
手

実
助

林   義 郎

黒 瀬 幸 彦

西 川   廣

小 駒 義 就

寺 西   弘

岩 瀬 律 雄

藤 田 倫 也

/」ヽ 野 安 彦

(機械 )

(電気 )

実習・造工・溶接

実習・造工・設計

委亨
・製図 造工

実習・製図・造工

造船実習・製図

″  ・霙警

268

269

268

268

266

268
-06

238

266

横須賀市坂本町 1二48

横須賀市大津町 5-57

〃   佐野町2-18

″   西逸見田丁2-98

横浜市金沢区富岡町 1568

三浦市初声町和田
2759-314号

横須賀市平作 4-3-1

横浜市金沢区瀬戸
8～23イ中西荘

25二7561

235475

51-1990

25‐5571

045=771-4582

0468-88-6128

52-4715

呼
045-701-7789



校 長

教 頭

教 諭

教 諭
∈≧伯E)

赫
実習助手

講 師

堀   正 生

山 本  茂

内 海   健

土 屋 末 男

景 山 裕 二

出 口 長兵衛

石 井 徳次郎

鈴 木   守

(機械 )

(機械 )

実習・製図

実習・船工
造工

実習・製図

実習・製図

実習・製図

実習・力学
溶接

紅
様
　
起
　
　
　
　
電．

516

519
-05

515

516

伊勢市八日市場町 16-3

″ 有滝町 1034

〃 浦 口町山崎 466-3

〃 桜木町 67-13

″ 勢田町 656-141

度熟 ゝヾ題離橋 2321-6

松坂市駅部田町 1621

伊勢市浦口 1-3-15

0596■28-4275

る■ヽ 651

25-1089

24-6621

26-5229

25-5466

0598-25-1248

25-6404

二 重 県 立 伊 勢 工 業 高 等 学 校

(〒516)二重県伊勢市神久 2丁 目7番 18号    TEL(0596)2る -2264

神 戸 市 立 神 戸 工 業 高 等 学 校

(〒654)神 戸市須磨区西落合 1丁 目 1番 5号   TEL(078)792-5095(ω

校 長

教 頭

教 諭

(1円げ1)

佐々部   品

北 川   浩

富 田 昭 悦

上 田 民 平

上 野 健治郎

八 田 久 夫

神   豊 彦

浜 田   稔

(理科 )

(機械 )

工作・製図・実習

構造・造工・実習

実習

設計・造工 。実習

実習・工学・製図

実習・工学・設計

655

652

657

654

654

661

654

655

神戸市垂水区神陵台
5-14-18

″ 兵庫区今出在家町
1丁 目 8-16

″ 灘区畑原通 3丁目2-14

″須磨囲螺繁モゴ猿透
〃 須磨区妙法寺池の谷

1-5

尼崎市調載蜃 E3丁 目10-12

神戸市須磨区一ノ谷町
3-1-14

″  ク尋建駆丞7m濯拷卦
7--2-18

078■782-0665

671-2672

871-4429

792-2628

741,6540

06-462 6990

078-764-6590

791-9662
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長
　
頭

諭
長
諭

校
　
教

教
科
教

習
手

員

〃
　

″
　
　
　
習
　
〃
　

″

実
助

実

兵 庫 県 立 相 生 産 業 高 等 学 校

(〒678)兵庫県相生市千尋 10-50       TEL(07912)2-0595

徳 島 県 立 徳 島 東 工 業 高 等 学 校

(〒770)徳島市大和町 2丁 目2番 15号    TEL(0886)53-6274(ω

講  師

藤 田 国 雄

黒 田 輝 男

竹 内 弘 憲

小 谷 俊 彦

吉 積 次 郎

山 下 一 則

廣 岡 好 則

高 橋 伸 造

増 井 秀 夫

蛭 子 恭 宏

前 田 正 一

(機械 )

(土木 )

製図・工学・実習

設計・溶接 。実験
工学

工学・製図・工作
実験実習(棄整)

難実習(曇摯婁)

実習(機械・詢LD
″ (錫鍵三 溶鬱:)

〃 (錫鍵主・Й割要)

製図・実習

相生市千尋 10-77

姫路市辻井 622

相生市佐方 1丁 目3-13

-町

鋤 392

相生市大石町 11-5

赤穂市木生谷 139

鋼 損保郡太子町原 850

赤穂市高野 110

相生市相生 l e22

〃 相生 1“→

茄司恵市元町 2-13

678

670

678

678
-12

678

678
-02
671
-15
678
-01

678

678
-02

2-1068

792「94-4792

2-8672

07915■ 2-1786

2-7670

07914-3-2818

0792-76-1055

07914 8 7517

2-3601

2-6678

07914 ● 1487

時　獅輸̈
″　″
実習主任

実習助手

講 師

大 賀   清

矢 部   浩

今 枝 靖 雄

川 村   卓

田 中 幸 次

蔵 本 憲 昭

桂   勝 時

宮 本 文 薩

伊 原 照 人

(社会 )

(社会 )

実習・製図・設計

工学・実習・製図

製図・実習・ 力学

実習 製図・力学

実習・製図

実習・製図

実習・製図・構造

770

770

770

770

776

770

770

770

770

徳島市末広 3丁 目4-2

″ 安宅町 2丁 目2-40

″ 住吉 2丁 目8-40

″ 南島田町4丁目42-15

小松島市坂野町大久保 32

徳島市多家良町小路地 156

″ 津田町 1丁目14-48

″ 川内町鶴島 361-1

″ 富田橋 2丁 目60

0886-52-6228

25-6637

088“4-4821

32-4239

08853-7=2415

088645‐0106

62 6762

65-0260

545497



獅獅̈
輸　″

校  長

講  師

西 村   博

久   正 一

合 田 正 寛

川 島 隆 志

竹 村 義 典

山 崎 吉 広

津 野   隆

(社会 )

設計・装置

製図・実ァ
・工学

力学・機■・実習

実習・工学

構装 工作・実習

実習・製図・工作

780

780

785

781
-03

780

785

785

高知市南万々 118-7

高知市北八反町 36-1

須崎市西町 1-13-7

高知鼎副 1君陪野町秋山1252

高知市朝倉丙 2148-3

須崎市東糸L町 5-15

″ 多の郷甲 113針150

0888-76=1672

0888-72-3946

2-2199

0888-94 2379

0888-44-0474

2-5299

2-5203

高 知 県 立 須 崎 工 業 高 等 学 校

(〒785)高知県須崎市多の郷和佐田甲4167-3  TEL(08894)2-1861

島 根 県 立 松 江 工 業 高 等 学 校

(〒690)松 江市古志原町 500 TEL(0852)21-4168

広 島 県 立 因 島 北 高 等 学 校

(〒 722-21)広 島県因島市重井町長浜      TEL(o8452)4-1281～ 2

曝　痢輸̈
輸　″　審峙

江 角   博

井 川 芳 夫

神 田 黄 道

藤 本 保 敏

荒 瀬 清 彦

小 藤   包

(電子 )

(工化 )

製図 。実習
工学
製図・工学
構装
製図・実習
工作

造船実習・製図

設計

実習

力学

690

699
-07

690

松江市上乃木町 617-12

″      2077-5
松江市山代町来美 702

教職員住宅 222号
〃 山代町来美 702

教職員住宅 110号

〃 一の谷町
F幕

量 ヶ丘荘
″ 山代町来美 702

教職員住宅23o号

0852 25-5908

21-6968

24-5849

25-4664

旺『   22 4985

25-1897

校 長

教 頭

教 諭

(連絡係

内 田 憲 至

大 出   勉

楠 見 昭 二

大 村   勝

小 丸 鉄 夫

篠 塚 裕 司

桝 井 真 介

(瑠闘科)

(商業 )

造船工学・ 実習

造船工学・ 実習

造船工学・ 実習

製図・ 実習

造船工学・ 製図

722-22

722
-21

722-23

722-26

722-26

722-22

722-26

因島市中庄町 2409-5

″ 重井町

″ 土生町塩南

″ 土生町赤松

″ 土生町郷 701

〃 三庄町 5区

″ 土生町中央区 1751

08452-4-0550

5-0108

2-0109

2-6592

2-0889

2-6574

2-4055



校 長

教 頭

教 諭

実 助

〃
　
　
　
　
　
″

門 田 秀 夫

森 明 義 行

田 村 清 典

大 本 幸 三

黒 田 正 己

実 近 芳 郎

中 村 秀 樹

住 吉 利 政

長 岡 武 男

栗 原 俊 三

工 芸

(社会 )

(数学 )

船力・造工
応数・実習

工作・製図

設計 。法規
実習

実習・造工

船力・造工

実習

実習・工芸

実習・製図

注連
　　
　
蒟首

構
　
実

725
-04

725
-04

725
-06
725
-04

725
-02

725

広島県豊田郡木江町大字沖浦
1980

〃 豊 田郡木江町大字木江

″ 豊田郡木江町大字木江

〃 豊 田郡木江町大字木江
5223

〃 豊 田郡木江町大字木江
5068-2

″ 豊田郡大崎町大字中野
5887-1

″ 豊 田郡木江町大字岩 白

〃 豊田郡木江町大字沖浦

″ 豊 田郡東野町 5327

″ 竹原市竹原町 2636-5

08466-2-1649

08466-2-0244

08466-2-0654

08466-4-2781

08466-2-0508

08466-5-0551

08466-5-5191

0826 -2-8001

広 島 県 立 木 江 工 業 高 等 学 校

(〒 725-04)広 島県豊田君5木江町沖浦 1980-l TEL(08466)2-0055

山 口 県 立 下 関 中 央 工 業 高 等 学 校

(〒 751)山口県下関市後田町 4丁目25-l   TEL(0862)26-4117側

校 長

教 頭

教 諭
(科長 )

教 諭
(舞

″

松 尾 慶 治

高 橋 正 治

福 田   豊

遠 山 貞之助

村 上   進

棋   武 俊

武 田 種 雄

高 槻 雄 一

(機械 )

(航空 )

工作・ 実習

造工・ 実習・ 構装
製図

実習

造工・ 構装・ 力学
実習・ 製図

実習・ 製図・ 造工

力学

実習

751

759-66

751

750

759-66

751

751

754

下関市幡生本町 33-3

″ 安岡町富任町 475-15

″ 上新地町 3-1-19

″ 彦島老町 2-15-2

″ 富任町 1007-18

″ 綾羅木新
製こ理L206

″ 上 田中町 5-14-3

〃大ランスゴじん几02

0862-22-4864

58-4529

24-0810

66-7572

59-8442

55-4466
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(〒852)長崎市岩屋町 637番地      TEL(0,58)56-0115

時　痢『̈
獅　″　″　″　黎峙

島 田 高 博

川 尻 俊 明

甲 木 利 男

宮 崎 敏 夫

三 島 康 男

三 浦   弘

瀬戸口 達 志

芦 塚 弘 道

(電気 )

(機械 )

実習 。製図・工学

構装
実習・製図・構装
機一

実習 。力学・工学
製図

実習・溶接・工作

実習・電一 。工学

実習

852

850

852

850

長崎市石神町 2-13

″ 滑石 3丁 目 18-4

″ 本石灰町 5-1

″  片渕町「 3-718-2

″  田呂和田丁958

″ 滑石 3-34-12

″ 宿製馘 こ卜203号
〃 館内町 10-11

0958-46 2716

56r3561

22-3866

26-5812

444616

56-4464

69-5848

24-1421

長 崎 県 立 長 崎 工 業 高 等 学 校

瑣 浦 高 等 学 校

(〒 850)長崎市伊良林 213-4       TEL(0958)26-1261-6
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・

校 長

教 頭

教 諭
(1嚇

性磐11)

教 諭

講 師
(連絡係 )

宮 本 正 之

平 山   進

緒 続 速 雄

古 田   豊

稗 圃 良 種

西 川 和 宏

山 口 昭 宏

山 崎 実 夫

小 山 秀太郎

西 田 秀 雄

田 口 孝 雅

深 堀 陸 郎

(社会 )

(社会 )

製図・工作

実習 。工作

工作 。実習

工作・実習

設計・実習

実習

製図 。工学

実習

実習

原動機

電一

実 習

実 習

850

852

850

552

250

852

長崎市南が丘町 9-38

″  矢の平 2-19-12

″ 西 山台 1-19-2

〃 川平町 1090

″ 城山町 31-21

″ 片渕町 3-206

″ 西 LL町 2-341山本方

″ 南山手田丁14-43

″ 西山町 1-334

″ 橋 口町 23-21

〃 立 山町 336

″  滑石 5-5-12-104号

0958-26-6420

26-3027

45■2259

46-7306

61二7866

223126

26-0665

24-6490

26-9469

45-7466

2)2660

57-5654
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伊 万 里 学 園 高 等 学 校

(〒848)佐賀県伊万里市立花町 86番地    TEL(09552)2-6191
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校

　

教
　
科

長

頭

長

講  師

植 松

松 尾

久 原

牟 田

笠 原

久地浦

泰 勇|(社会・国語) 1呈 |:

清 |(理科 )    1848

熊 一 1製図・工学・工基 1846 1武雄市朝 日町甘久 840

藤四郎1実習      1呈 ::

雅 援霞
1実

習機 ―‐原動機
1848

健 吾 1実 習      1848

佐賀県藤津郡塩田町大字
馬場下乙 164

伊万里市幸善町甲 348

〃  _~里町大里乙 1071

佐世保市花高 4-19-12

伊万里市東山代町東大久保

095466-2516

1 09552 6 4435

09552 38595

09542 34766

0956‐る8-5664
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編

戦後、計画造船が軌道に乗 り、業界に夜明けが到来 した昭和35年 に有志の造船教育への熱情に

よって、本研究会は発足 し21年が経過 しま した。 この間、技術 と建造量で世界を リー ドして来ま

したが、 オイルショックで造船界の不況 も永 く続 きました。 しか し、業界の整備によって、安定

成長の道を歩み始め、暗 く長い トンネルも抜けることができ、求人件数 も増加 しま した。

高等学校学習指導要領改訂の実施 も来年 とな り、各校での新 しい教育課程 も確定 しま した。 こ

のとき、来 し方を眺め、将来を展望 し、世界の動 きに対応できる適応性 と、創造性を兼備 し得る

工業 (造船 )人の育成へ再出発の年であります。 このために、教科 目の内容を再検討 し、教材の

精選、理論 と実技の融合を図 り、実のある教育の推進 と発展に励みた く思います。

こ にゝ会誌17号 を関係各方面のご援助と、会員のご努力によって、発行することができ校 した。

教育現場での資料 として少 しでも役立つことを願い、不十分なものですが、お許 じくださるよう

か願い します。

昭和56年 盛夏

事務局 西  川 廣

XXXXXXXXXXXXXXXXXttXXttXXX

会   誌      第 17号

昭和 56年 7月 23日    印刷 発 行

全 国造 船 教 育研 究 会 会 長    林    義  郎

横 須 賀 市公 郷 町 4丁 目 10番地

神 奈川県立 横 須 賀工 業 高 等学 校  内

(〒 268) 電話  0468(51)2122

XXXXttXXXXXXttXXXXXXXXXXXX

言己後集
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